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俺の彼女と幼なじみが修羅場すぎる４
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♯０　風紀委員にコクって修羅場


♯１　夏合宿の会議で修羅場


♯２　デレテストで修羅場


♯３　ゲーム恋愛脳な修羅場


♯４　海に行きたい親友の修羅場


♯５　合宿前夜のワクワクは修羅場


♯６　旅の車窓から修羅場


♯７　海を満喫する修羅場


♯８　女二人のキッチンは修羅場


♯９　謀略の結末は修羅場


♯10　彼女の妹と修羅場


♯11　ミスコンで修羅場


♯12　彼氏を覚悟する修羅場


♯13　新しい世界への修羅場








♯０　風紀委員にコクッて修羅場








　リーダー風が暴風域ですの。





「さあ、それじゃあ部活を始めるわよ！」





　ホワイトボードの前に立って、冬海愛衣ふゆうみあいはびしっと俺おれたちを指さした。


　えらそう、である。


　八月二日。夏休みという楽園にぽっかりと空あいた暗闇くらやみ、「登校日」。その放課後、俺たち「自演乙じえんおつ」はひさかたぶりに部室に集つどったわけなのだが──


「あのさぁ、冬海？」


　千和ちわが低い声で言った。右の頰ほおが軽くひくついている。


「何よ、春咲はるさき千和」


「なんであんたがそんなえらっそーにしてるのよ！」


　冬海は不思議そうに小首を傾かしげ、


「あなたたちが廃部をギリギリで免まぬがれたのは、私のおかげなのよ？」


「あたしたちが廃部ギリギリまで追い込まれたのは、あんたのせいじゃん！」


　俺たちの部活を「校内風紀を乱す」として廃部にしようとしたのは〝鬼の風紀委員〟こと冬海愛衣本人である。その冬海が、すったもんだの挙げ句に「コーチ」として入部してきて廃部を取りやめにしたのだから、まさに「自演乙」。風紀委員と兼任するらしく、トレードマークの腕章わんしょうもそのままだ。


「この私が入部した以上、奇妙な部活は禁止よ。清く正しく美しく、高校生らしい活動に変えていくから、そのつもりでいなさい」


「ううう。新入りのくせに」


「コーチへの口答えも厳禁よ、ヒラ部員！」


「新入りのくせに、新入りのくせにぃぃぃ！」


「チワワ、マスターを怒らないであげて？」


　歯ぎしりする千和の背中を、隣に座るヒメがなでなでとさすった。


「マスターは恋愛の達人。きっとわたしたちを『モテまくり』へと導いてくれる」


　ヒメは澄んだ瞳ひとみを冬海に向けた。憧あこがれのまなざしである。師匠マスターなんて呼んで、すっかり心酔しているようだ。


　冬海の方でもまんざらではないようで、満足そうにウンウンと頷うなずき、


「あなたはなかなか見所がありそうね、秋篠あきしのさん」


「ヒメ、と呼んで欲しい」


「ヒメちゃん。この私が清く正しい乙女おとめに導いてあげるからね」


「嬉うれしい。マスター」


　冬海に頭をなでられ、ヒメはくすぐったそうに肩をすくめる。風紀委員と中２病患者で、美少女師弟コンビの誕生……なのだろうか？ 


「会長の私としても、部員が増えるのは歓迎です」


　机をはさんで千和の正面に座る真涼ますずが、湯飲みで熱い緑茶を飲みながら言う。


「モテまくりを目指す我わが部にとって、冬海さんはとても良いコーチになると思います。何しろ、東京の一流私大に通うお金持ちのイケメン彼氏がいらっしゃるのですから」


　すると冬海はきょとん、とした表情になり、


「いけめんかれし？　なんのこと？」


「ラブラブな彼氏がいるって、この前さんざん私たちに自慢していたじゃないですか」


「……あ、ああ！　ミッテランのことね」


「ミッシェルでは？」


「そ、そう、ミッシェル！」


　冬海の頰がひきつるのを、俺は確かに見た。


　こいつに「ミッシェル」という大学生の彼氏がいるというのは、実は真まっ赤かなウソ。噓彼氏ダミーである。


　千和たちと口ゲンカになった際、勢いでそういうことにしてしまってからというもの、つじつま合わせに必死なのであった。


「ま、まぁそうねっ。あなたたちとは『ラブの年季』が違うわね。モテカワ度も、女子力じょしりょくも、何もかも私の方が上だわ！」


「まあまあなんて素晴らしい♪　ぜひそのテクニックを、春咲さんや秋篠さんに教えてあげてくださいな」


　と、真涼はにっこり笑う──のだが、隣に座る俺には、半袖はんそでの腕に「さぶいぼ」がびっしり浮いているのが見えた。


「恋愛アンチ」だからなあ。俺と同じで。


　モテカワだの、女子力だの、そういう浮ついたワードには拒否反応が出るんだろう。それでも顔に出さないのはさすがと言うべきか。


「じゃあ、好きなひとへのコクり方とか……教えてよ」


　ちらっ、と千和が俺のほうを見る。こっち見んな。


「わたしも聞きたい。マスターの方法を参考にしたいから」


　ヒメも俺のことをじっ、と見つめる。だからこっち見んな！ 


　冬海は大きく首を振り、


「こっちからコクる、なんていう前提がそもそもダメなのよ。乙女なら、男のほうからコクらせないと！」


　春夏秋の三人から、おおっ！　と歓声がわいた。


「そういえば冬海って、ミッシェルからコクられたんだっけ？」


「大学生にコクられるなんて、マスターかっこいい」


「告白された際の振る舞いや心構えを、ぜひ教えていただきたいですね」


　コクられた回数にかけては校内一であろう真涼にまでそう言われて、冬海は目に見えてひるんだ。


「ふ、振る舞いって言われても、そんなの臨機応変だし。げ、現場の判断だしっ？」


「なるほど、わかりました」


　と、真涼は俺のほうを振り向いて、


「鋭太えいたくん。今ここで、冬海さんに告白してもらえますか？」


「はあ？」


「告白された時の乙女の正しい振る舞いというものを、冬海さんに実演してもらいたいのです」


　真涼め、また面倒なことを言い出しやがって。


　冬海は腕組みをして、


「えっ季堂きどうくんに？　冗談じゃないわよ？　私にも相手を選ぶ権利ってものがあるわよ？」


「でも、顔が思いきりニヤけてますけれど？」


「そっそんなわけないし！　きっと目の錯覚だし！」


　だが残念！　風紀委員の口元はフニャフニャになっている！


　ともかく会長命令には逆らえず、俺は「告白シーン」を演じることになった。


　ホワイトボードの前で冬海と向かい合う。


「じゃ、じゃあ、行くぞ」


「いいわ。来なさいっ」


　ツンっとしたすました顔で、冬海は腰に両手をあてるポーズ。


　…………。


「どうしたの季堂くん？　黙だまったままじゃ告白できないわよ」


「いや、わかってるけどさ」


　俺、誰だれかにコクッたことなんかないしなぁ。


　まぁいいか、テキトーで。


「冬海愛衣さん。実はボク、キミのことが好きだったんだー」


「ふん。知ってたわ」


「愛してるんだー。付き合ってほしいー」


「悪いけど、あなたを男性として意識したことはないの。お友達でいましょう？」


「わかったー。あきらめるー」


「あきらめちゃ駄目でしょ？」


「えっ」


　ぽかんとする俺を、冬海は指さして、


「あきらめたらそこでラブチャンス終了よ。もっと私への想おもいを、愛を、爆発させなさいよ！」


　……む、無理難題……。


「だって、今の流れだと俺、フラれるじゃないスか」


「当たり前でしょう？　私はそんな簡単にオチる女じゃないのよ」


「じゃあいいじゃないスか、あきらめて」


「そんなやる気のない告白があってたまるもんですか。もっとガツンと来て！　そして私はガツンと振る！　告白ってそういうものなのよ」


　やだー。ドーメンサイクー。


　他ほかの三人がかばってくれないものかと振り向くと、


「えーくんの根性ナシ！　あそこまで言われて引き下がるのっ？」


「同じ聖竜族ドラグーンの戦士として恥ずかしい」


「まったく見下げた男ですね。そろそろ別れようかしら」


　孤立無援、味方ゼロだった。ひどい。ひどすぎる。


　途方に暮れていると、真涼がカバンの中をごそごそやり、


「やはりここは、これの出番でしょうか」


　毎度おなじみ、俺の「中２ノート」を差し出した。


「ずいぶん古いノートね。なんなのそれ？」


「私の〝初恋の彼〟が遺のこした日記帳です。異性を惹ひきつける秘訣ひけつや、魅力的な人間とは何かといったことが書かれています」


「モテノートってわけね。面白おもしろそうじゃない」


　よせばいいのに、冬海も興味をそそられたようだ。


　真涼は俺の肩に肩を寄せ、ノートを開いて、


「ここの『マジヤバ☆濃縮１００％☆告白セリフ集』を、試してみてください♪」


「あ？　ふざけんな。テメーでやれ。この毒舌クソ女」


「冬海さーん？　発言を訂正します。実はこのノートは鋭太くんの」


「やァらせていただきますデスよォォォォォォォ真涼すわァァァァァん！」


　ああいいよ。やってやる。こうなったらヤケだッ！


　もう開き直ることにして、俺は冬海の両肩をガシッとつかんだ。


「なっ何よいきなり。ご、強引ごういんに口説くどこうとしても駄目なんだからねっ」


　ちょっとだけ頰を赤くしている冬海の目をじっと見つめて、


「『誠に勝手ながら、オマエはオレに惚れてもらうことになった』」


「……………………はあ？」


　冬海は心の底からあきれたような声を出した。


　そして俺は心の底から後悔していた。死にたい。軽く死にたい。


「何恥ずかしいセリフ言ってんの？　バカなの？」


　──うるせー！　こっちだって恥ずかしいんだよ！


　と、心の叫さけびを上げながら、さらに弾たまを撃ち込む。


「『お前が求めているのはコトバじゃない。どこまでもエクスカリバーなＫｉｓｓだ』」


「大丈夫？　病院行く？」


　素で心配されてしまった。


　今すぐ家に帰って枕まくらに顔をうずめて足をバタバタしたい気分だが、ここで止めたらもっと恥ずかしい。もう押し切るしかないッ。


「『気をつけナ？　オレのＫｉｓｓは烈風斬れっぷうざんと呼ばれている』」


「……あのさぁ、季堂くん？」


「烈風斬！　烈風斬烈風斬!!」


「ちょっとヒトの話を聞きなさいよ!?」


「れっぷぅーーーーーーざーーーーーーーーん！」


　ふう、押し切ったぜ！


　大切な何かを失なくした気もするけど、ともかくやるだけはやった。


　冬海には軽蔑けいべつされただろうが、真涼は納得してくれるだろう──。


　しみじみそう思っていると、しかめ面をしていた冬海がフッと遠い目つきになった。





「『そんなＫｉｓｓじゃ、私のくちびるのびゃりあーは切り裂けないわ』」





「……びゃりあー？」


「ば、バリアーよ！」


「バリアーかー」


　面白いヤツだなあ、冬海って。


　まさか俺の「中２な告白」にノッてくるとは思わなかった。


　だがしかし、こいつはあの「妄想ノート」の持ち主である。もともと素養はあるのかもしれない。


　まぁ、そういうことなら俺ももう少し付き合おう。


「『お前という宇宙を染め上げる俺。俺ｅｒオラー。俺ｅｓｔオレエスト』」


　うおおおおおー。


　死にてえー。


　つーか意味わかんねえ。


　なんで俺、愛の告白で死にたくなってるんだろう？


　まぁそれ以前にね、なんで名詞に比較級と最大級つけてるのかと。中学二年の英語の授業で「ｉｓの過去形は？」とあてられて「ｉｓｅｄ」と答えてしまって以来の屈辱くつじょくだ。


　今度こそ冬海もあきれ果てただろうと思いきや──口元をむずむずさせて、うつむいてしまった。


　もしかして嬉しいのか？　こんな告白で？





「しょッ、しょんなカッコいいこと言っても、駄目なんだからねっ！」





　……。


　カッコよかったんだ、俺ｅｒオラー。


　最初の二つとの違いがわからん。書いたの自分だけどわからん。


　イイゼ？　ならばもっと言ってやるッ！


　俺は獲物の耳元に口を近づけて、


「『いつから気づいてた？　俺のモテが社会現象だってことに』」


「はぅっ……」
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　冬海はうつむいたまま「ぴくんっ」とふるえ、長い髪を波打たせた。


　うるみはじめた目で、上目遣うわめづかいに俺をにらみつけ、


「いっ、いい加減にしないと怒るわよ？　風紀委員をバカにしすぎっ」


「『ポンジュースを上回るオマエの果汁１２０％、このオレなら搾しぼり出せる』」


「ふあ」


　冬海の綺麗きれいな髪がまた波を打った。さっきより大波だ。


　冬海はぼけっとなりゆきを見守っている三人に向かって、


「よッよよよよく見ておきなさいあなたたち。こんな風に言い寄るバカ男にオトされたら駄目なのよ？」


　俺はあくまで強がる風紀委員に追い打ち、


「『オマエがもがけばもがくほど、俺の中の野獣ビーストが覚醒めざめるッ』」


「もーっウソつき！　ウソよウソ、絶対ウソっ」


「『オレがウソつきだとしたら、オマエのフェロモンがそうさせているのさ！』」


「…………はぅ…………」


　冬海のまなじりが「とろん」と落ちた。


　幼稚園児の行進みたいにその場で小さく足踏みしながら、俺のシャツをつまんで、





「そ、そんなに言うなら……つ、つ、つきあっ……ちゃう……？」





　よっしゃあ、落ちたァー!!


　落ちたァー。


　……あれ？　これ、もともとどういう趣旨しゅしだっけ？


　最初の目的を思いだそうと頭をひねる俺の腕に、冬海は嬉しそうに腕をからめてきた。


「そういうわけで、私とタッくんは付き合うことになったから！　愛衣ちゃん大勝利っ♪」


　千和の手にしていたせんべいが、バキッと音を立てて砕くだけ散る。


「何がドーーーなってそーーーなんのよ!?」


　真涼が〝何か〟をはらんだ笑顔で首を傾げる。


「ちょっと意味がわからないですね？」


　ヒメが今にも泣き出しそうな顔で言う。


「マスター裏切るの？　ねえねえ、裏切るの？」


　さあなんて言い訳するのかと冬海を見ると、トマトみたいな真っ赤な顔で口元をフニャフニャさせていた。


　だけど俺の腕にはしっかりしがみついたまま、


「『好きになったらしかたない』。これが恋愛の大原則なの！　幼なじみだろうと彼女だろうと元カノだろうと、油断したら持っていかれるの。覚えておきなさい！」


「冗談じゃないわよ！　ていうかあんたチョロすぎでしょ何あっさりえーくんに口説かれてるの!?」


「くっ口説かれてないもん！　愛衣ちゃん口説かれてあげただけだもん！」


　あくまで上から目線は崩くずさないところは天晴あっぱれというべきだろうか。


　ともかく暴走しているようなので、俺は小声でささやく。


「おい、あーちゃん」


「なあにタッくん？　ハ、ハンコ押す？」


「そうじゃなくて。お前、まずいだろ。彼氏ミッシェルがいるのに」


　するとあーちゃんはまたしても小さく足踏みして、


「た、タッくんと付き合えるなら、別れるっ」


　あら可愛かわいい。ああ可愛い。


　しかし情に流された先に待っているのは修羅場しゅらばなので、


「イヤだってお前、『校内での不純異性交遊は禁止』って、前に大見得おおみえ切ってたじゃないか」


「そ、それはそうだけど」


「風紀委員として、乙女の会のコーチとして、これじゃ示しがつかないだろう？　お前を信頼してる他の風紀委員たちにもな」


「……ん。そうね。ルールと信頼は、踏みにじったらいけないわね」


　とろんとしていたあーちゃんの目に、理性の光が戻ってきた。


　どうやら元の「冬海愛衣」に戻ってくれたらしい。熱しやすく、冷さめやすい。結構わかりやすい性格である。


　冬海は名残なごり惜しそうにもう一度「ぎゅっ」としてから、俺の腕をほどいた。


「というわけで、告白の演技はおしまい。どう？　ためになったでしょう」


　机を乗り越えて飛びかかろうとしていた千和の動きが止まった。


「演技？　どういうこと？」


「だから。さっき言ったでしょう？　『もっと愛を爆発させなさい』って。私はそれにノッてあげただけ」


　真涼が疑わしそうな目つきで言う。


「つまり、本気で口説かれてはいなかったと？」


「当たり前でしょ。私にはちゃんとイケメンの彼氏がいるんだから。どうして季堂くんなんかにオチなきゃならないのよ」


「鋭太くん、もう一度さっきのセリフをお願いします」


「『オレがウソつきだとしたら、オマエのフェロモンがそうさせているのさ！』」


「うにゃあああああああ！　タッくんちゅきっ。だいちゅきぃぃぃぃぃぃぃ！」


　台無しだった。


　俺があわてて咳払せきばらいをすると、冬海はハッと我に返った。


「──えっと。まぁ、そういうわけよ」


　真涼はにっこり首を傾げ、


「どういうわけですか？」


「愛とは、どうしようもなく爆発して暴走してしまうもの。い、いま私が演技してみせた通りよっ」


　千和がうらめしそうな目つきで、


「ホントに演技なのぉ～？」


「ホントよっ！　あなたたちもこのくらい情熱的な告白をしたりされたりできるようにならなきゃ駄目！　モテまくりの道は険けわしいのよ！」


「わかった？」と冬海が言うと、千和はしぶしぶ頷いた。


「だったら、それはもういいけどさ。──ねえ、冬海？」


「『愛衣』でいいわよ、もう。私も千和って呼ぶし」


「じゃあ、愛衣。どうしてえーくんのことを『タッくん』って呼んだの？」


　ぎくっ。


「わたしも気になった。エイタもマスターのことを『あーちゃん』って呼んでいた」


　ぎくぎくっ。


「お二人とも、ずいぶん親しそうですよね？　夏期講習で一緒になっただけで、そこまで親しくなれるものでしょうか？」


　しまった……。


　つい勢いで、昔の呼び方が出てしまっていた。


　上手うまいこと言ってごまかすか？　いや、さっきごまかしたばかりなのに、それはちょっと無理が──


「バレたらしかたないわね」


　俺が悩んでいる横で、冬海が口を開いた。





「私と季堂くんはね、幼なじみなの」





　春夏秋の三人が、いっせいに「ぽかん」と口を開けた。


　俺だって「ぽかん」だ。


　まさか、こんな直球で来るとは思わなかった。


「ちょ、ちょっと待って。あたし知らないよ？」


　千和が冬海につかつかと歩み寄る。


「えーくんの幼なじみなら、あたしとも幼なじみのはずでしょ？　でも、愛衣と会ったのはハネ高に来てからじゃんっ」


「あなたが季堂くんと会ったのはいつの話？」


「小一の時よ。えーくんのおとなりに引っ越してきて、それからずっと仲良くしてきたんだもん。九年間ずっと」


「ふうん？　九年間？」


　冬海が微笑ほほえむ。


　今までの「風紀委員」然とした高飛車な笑みではない。


　控えめな、しかし確固たる自信に満ちた微笑だ。


「私が季堂くんと初めて会ったのは、十年前よ。幼稚園年長の『ほしぐみ』の時にね、一緒だったわ」


　千和が小さく息を呑のみ、俺を見つめた。今にも泣き出しそうな顔をしている。


「えーくん、どうして今まで黙ってたの？」


「黙ってたんじゃなくて、忘れてたのよ。夏期講習でしゃべるようになるまでね」


「愛衣には聞いてないっ！　ねえ、えーくんっ！」


　千和に肩をゆさぶられて、俺は大きくため息をついた。観念するしかないらしい。


「冬海の言う通り、忘れてたんだよ。小学校に上がる前に引っ越していったから、今の今まですっかり」


「あたしより前なの？　先に出会ってたの？」


　どうやら千和の「こだわりポイント」はそこらしい。


「冬海に会ったのが十年前の春、千和がうちの隣に引っ越してきたのが九年前の春。だからちょうど一年、冬海が先ってことになる」


「そんなぁ……」


　千和はくちびるを強くかみしめ、黙り込んでしまった。


「……ちがう……」


　ヒメが唐突とうとつに口を開いた。


　俺の右腕をぶらさがるみたいにひっぱって、


「エイタと出会ったのは、わたしが最初。前世は小学校や幼稚園より前だから。マスターでもチワワでもない。元カノのわたしが、一番先」


　抱きついてくるヒメの体は、かすかに震ふるえていた。


　いつもおとなしくて、千和や真涼に比べたらずっと押し出しの弱いヒメがここまでハッキリものを言うのは、かなり勇気が要いっただろう。前は子供みたいに駄々だだをこねる言い方しかできなかったのに、この一ヶ月で本当に成長したと思う。


　もっとも、その成長は俺にとってはさらなる修羅場を意味するわけだから、正直複雑だ。


「エイタ、ギュッとして？」


「ギュッとは駄目だ。ナデナデでいいか？」


「……今日はがまんする……」


　俺が頭を撫なでてやると、ヒメはうれしそうに笑って目を閉じた。良かった。元気になってくれたようだ。


「ちょっと待って。前世って何？　元カノってどういうこと？」


　首を傾げた冬海に対してヒメは胸を張り、


「わたしとエイタは、前世で恋人同士だった。だから、元カノ」


「ふ、ふうん……？」


　きっぱりと言い切るヒメに、冬海はそれ以上の追及をやめたようだ。





「なんとまあ。複雑怪奇な人間関係ですね、我が部は」





　銀色の髪を揺らして、俺の〝彼女〟こと夏川なつかわ真涼が立ち上がった。


　春、秋、冬の順に視線を巡らせて、静かな口調で宣言する。


「しかし、みなさん。鋭太くんはあくまで私の彼氏です。幼稚園のことは知りませんし、小学校のこともわかりませんし、前世のことも問いません。ただ、今現在は『私のモノ』だということを、ゆめゆめお忘れなきよう」


　三人は何か言いたそうに真涼をにらみかえすのだが──結局何も言えず、目を伏せてしまった。


　さすがの迫力。


　まさしく正妻の貫禄かんろくだ。


　この真涼が、実は「彼女」を演じているだけだなんて、誰も思わないよな……。





　しかしこの後、俺は思い知ることになる。





　どこまでいっても、演技は演技。


　しかも子供の学芸会レベルの演技でしかなく──人生経験豊富な大人が見れば、見破ってしまえるものだって。





♯１　夏合宿の会議で修羅場








「新・幼なじみ発覚」の話題がひと段落した後、真涼ますずは制服の上に白衣を羽織はおった。


　部活開始の合図だ。


「我わが『自らを演出する乙女おとめの会』は、冬海愛衣ふゆうみあいさんの加入によって部員数五名。これにより、同好会から正式な部に昇格することになります」


「申請書、用意しておいてあげたわよ」


　すかさず冬海が机に用紙を置いた。なんだこの準備の良さ。ノリノリじゃねえか。


「秋篠あきしのさん、書記係として記入をお願いします」


「了解」


　ヒメは少し誇ほこらしげに頷うなずくと、さっそく書き始めた。すごく綺麗きれいな字で、書き順もしっかりしている。書道とかペン字とかやってたんだろうか。非常にヒメらしい。


「新生・乙女の会として、改めてこの夏の活動計画を話し合いたいと思います」


　真涼はホワイトボードを回転させ、隠されていた裏面を指し示した。





自らを演出する乙女の会・夏合宿について





「わお」


「いいんじゃない？」


　ヒメと冬海が歓声をあげる。どうやら乗り気のようだ。


　千和ちわも同じと思いきや、うつむいたまま黙だまり込んでいる。さっきのこと気にしてるんだろうか。


　そして俺おれは──ため息しか出ない。


　せっかくの夏休み、なんでこいつらと顔を合わせなきゃならないんだ。冗談じゃない。


「あー、俺はパスだな。また明日から夏期講習で忙しくなるし」


　すると、同じ予備校に通う冬海が首を傾かしげて、


「来週から中休みでしょ？　休みは一週間あるんだし、合宿で二、三泊しても問題ないと思うけど」


「う」


　くそっ、余計なことを言いやがって！ 


「わかりました。合宿は来週ですね」


　真涼はきゅきゅっ、とマジックを鳴らしてホワイトボードに日程を書き出す。


「場所はどこにします？　海？　山？」


「海がいい！」


　と、ヒメが珍めずらしく大きな声を出した。


「わたし、海、見たことないから。海がいい」


　真涼はにっこり頷いて、


「では、この合宿が処女航海になりますね」


「処女航海ってそういう意味じゃないだろ……」


　ていうか、「海を見たことがない」は驚くところじゃないのか？　俺が知らないだけで、そういう人はわりと多いのだろうか。


「なあヒメ、見たことがないって『行ったことがない』って意味だよな？」


「肯定。だからネットの動画をよく眺ながめている。ＰＣの壁紙も、ウベア島のビーチ」


「ほー」


　ウベア島がどこかは知らないけど、ヒメの海に対する思い入れは伝わってくるな。


「今回は船瀬浜ふなせはまで我慢してくださいね。さすがにニューカレドニアまでは行けませんので」


「ああ、ウベア島ってそこにあるのか。遠いなそりゃ」


　その点、船瀬浜なら電車で一時間ちょっとだし、無難なチョイスだろう。


　って、待て待て！　このままだと話がまとまってしまう！


「そ、そういえば冬海っ、ミッシェルが東京から帰省するんじゃないのか？　デートで忙しくなるって前に言ってたよな？　なっ？」


「ああ、彼ならしばらく東京に残るみたい。どうしても外はずせない用事ができたらしくて」


「外せない用事？」


「なんかね、好きなアニメの再放送が始まったんだって」


「ミッシェルーーーッ！」


　アニオタだったのかよ、イケメン大学生！


　ていうか彼女よりアニメなのは許していいのか、あーちゃん！　噓彼氏ダミーの設定はそれでいいのか？


「しょうがないじゃない。こっちじゃ放映してないらしいし」


「……」


　論点そこじゃないヨー？


　別の方向で攻めよう。 


「しかし真涼、予算はどうするんだ？　泊まりがけで海なんて行ったら、交通費含めてひとり二万はかかるぞ」


「そこはそれ、正式な部になったのですから部費が下りるでしょう。ねえ、冬海さん？」


　真涼は期待をこめたまなざしで見つめるが、


「すぐは無理ね。ちゃんと申請して、生徒会の予算委員会を通さないと」


「では、通してください」


「予算委員会が開かれるのは二学期になってからよ」


「あらら……」


　真涼は表情をくもらせる。しかし俺はニコニコである。いいぞ、いい風が吹いてきた！


　さらに都合がいいことに、午後二時を報しらせるチャイムがちょうど鳴った。完全下校時刻である。登校日は授業が昼で終わるので、いつもより早いのだ。


「じゃあ、合宿については保留ってことで！」


　俺はカバンをかついで立ち上がった。ともかく結論を先延ばしして、うやむやにしてやる。


「いいえ、今日中に結論を出します」


　そんな俺の作戦を見透みすかしたか、真涼はきっぱりと言った。


「鋭太えいたくんの家」


「は？」


「鋭太くんの家で、会議の続きをしましょう」


　ヒメと冬海が目をキラキラさせて身を乗り出して、


「エイタの家、行けるの？　行っていいの？」


「そ、そうねっ。今日中に決めたいところだし、やむを得ないんじゃないかしらっ！」


「……待てよおい……」


　合宿に行くって話の時よりテンションが高いぞ、この二人。


　真涼は白衣を脱いでカバンの中にしまい、


「そうと決まれば、さっそく出発しましょう」


「だから待てって！　家主やぬしの俺を無視して勝手に決めるな！」


「あら、鋭太くんの家なら私の家も同然じゃないですか。彼氏の家は彼女の家。彼女の家も彼女の家」


「意味わからんわ！」


　事態は思わぬ方向に転がり始めた。


　こいつらがそろって俺の家に来るなんて、悪い予感しかしない。







◆







　そういうわけで、俺は自称・乙女どもを引き連れて帰ることになった。


　児童公園の前を通る時、子連れの奥様方の視線が次々に突き刺さる。「季堂きどうさんちの鋭太くんじゃない？」「まあまあ、可愛かわいい子を四人も引き連れて！」「やるわねえ～」「中学の時はあんなだったのに……」。待ってくださいよ二丁目の田中たなかさん。あんなってなんスか、あんなって！


「この世界でのエイタの城塞、どんな霊的結界に護まもられているか興味がある」


「鋭太くんのお部屋、楽しみですね。ふふふ、特にベッドの下とか……ね？」


「季堂くんがどうしてもって言うなら、お、お夕飯作ってあげてもいいけどっ？」


　三人ともそれぞれに「何か」を期待しているようだ。特に真涼が恐ろしい。


　ただひとり、千和だけが靴のつま先を見つめながらとぼとぼ歩いている。いつもは一番うるさいのに、部室にいた時からずっと元気がない。


　俺は千和の腕を引いて、他ほかの三人から少しだけ離れた。


「どうしたんだ？　大丈夫か？」


「な、何が？」


「元気ないじゃないか。腹が減ってるってわけでもないだろうに」


　千和は弱々しく笑って頭をかく。


「えーくんには敵かなわないや。どうしてわかっちゃうんだろ？」


「わかるに決まってるだろ。お前と何年付き合ってると思ってるんだ」


　俺を見上げる千和の目のふちにジワッと涙が浮かんだ。


　体ごと投げ出すような勢いで俺にしがみつき、


「うぎゅぎゅぎゅぎゅぎゅぎゅぅぅぅ！　えぇぇーーくううううんんんんんっっ！　えーくんえーくんっ！　えーくんえーくん！」


「し、静かにしろ！　他の連中に見られたらどうする！」


　俺はあわてて千和の口を塞ふさいだ。離れて歩く三人の様子を窺うかがうが──大丈夫、気づかれてない。「俺の部屋のエロ本の隠し場所」で盛り上がっており、それどころではないようだ。


　千和は俺に抱きついて胸に顔をうずめ、ぐすぐす鼻をすすった。


「どうして？　どうして愛衣の方が先なのっ？　あたしが一番じゃないの？」


　ああ、やっぱりそこだったか。


「そんなのこだわる必要ないだろ。幼なじみは早いモノ勝ちじゃないんだから」


　千和は体をゆさぶるように「イヤイヤ」をして、


「だってえーくんの幼なじみはあたしなのに！　あたしだけなのに！」


「そんなわけあるか。お前にだって、子供の時からの友達は他にもいるだろ？」


「いるよ？　北海道に引っ越しちゃったミッタンとか、フィフネルの高等部に行った榊さかきちゃんとか」


「ほらみろ。俺だって同じだ。その中の一人が、たまたま冬海だったってだけの話じゃないか」


　千和は「うぅ～……」と下を向いた。


「そもそも幼なじみっていうのは、期間で考えるべきじゃないのか？」


「期間？」


「どれだけ一緒にすごしてきたかっていう『長さ』だよ。最初に出会った方が偉いなら、産婦人科の先生が最強ってことになるじゃないか。そんなの違うだろう？」


　千和は顔を上げ、チワワみたいにうるんだ目で俺を見つめた。


「えーくんと一番付き合いが長いのって、あたし？」


「ああ。ぶっちぎりでな」


　しおれていた千和の表情が、花が咲くみたいに明るくなった。


「…………えへ♪」


　千和は小さく跳び上がって、俺の背中に抱きついた。強制的におんぶである。


「こっ、こら降りろよ千和！　恥ずかしいだろ！」


「だって、だってだってだってだって、あたしもえーくんが一番なんだもん！」


　千和のリボンがぺち、ぺち、と俺の頰ほおに当たる。どうやら俺の背中にほおずりしまくっているらしい。近所の奥様がまたもやひそひそ話を始める。「あいかわらず仲がいいわねえ」「結婚したらカカア天下よきっと」「尻しりに敷しかれて小遣こづかい月一万円ですごすのね」。四丁目の鈴木すずきさん、俺の未来まで予測するのはやめてください。


「いいかげんに降りろって！」


　怒鳴どなるのとほぼ同時に、千和はぴょんと俺の背中から飛び降りた。


　スカートをひるがえし、肩越しに振り返ってとびっきりの笑顔を見せて、


「えーくん、愛してるっ！」


　と衝撃的な愛の告白をして、先行する夏秋冬のところまで駆けていくのだった。


「ハイハイ……」


　愛してる、ね。


　小一の時から数えて何回目だろうか。


　おやつを分けてやった時や、ハンバーグを作ってやった時なんかは毎回言われている。軽く三桁けたはいってそうだ。


「もおー、みんな、えーくん家ちくらいではしゃぎすぎぃー。あたしは毎日行ってるからもう飽きてるしー。今日も夕飯食べに行くしー」


　と、先輩風ならぬ「幼なじみ風」をびゅーびゅー吹かせている。すっかりいつもの千和に戻ったようだ。その一方で冬海がものすごーく嫌いやそうな顔をしている。あちらを立てればこちらが立たずである。


　自宅の門近くまで来たところで、背の高い女性が反対側から歩いてくるのが見えた。


　ワイシャツにジーンズというラフな格好かっこうで、ふらふら～っとした寝不足な歩き方である。さらに、開いているのか閉じているのか判別しがたい細い目とくれば──間違いない。


「冴子さえこさん、お帰りなさい！」


「よっす、鋭太。そっちこそおっかえりぃ～」


　俺が駆け寄ると、冴子さんはニコッと白い歯を見せて笑った。


　伯母おばの桐生きりゅう冴子さん。


　両親に捨てられた俺の保護者を買って出てくれた恩人である。いつも仕事で会社に泊まり込んでいて、顔を合わせるのは十日ぶりくらいだ。


「あー、冴子さんだっ！　こんにちはっ」


「ようチワワちゃんも！　あいかわらず元気そうだねえ」


　いち早く駆け寄った千和に続いて、他の三人も追いついてくる。


「話には聞いてるよ。『自らをなんちゃらする会』の部員さんだよね？　あたしは桐生冴子。鋭太のお姉さんでっす。キュンキュン！」


「うわー」


　ひくわー。恩人だけどひくわー。


　全員の微妙な表情を察したのかどうなのか、冴子さんはカカッと笑い、


「しょっぱなの軽いギャグでした～。というわけで、伯母さんです」


「そんなツカミいらないよ……」


　まあ、確かに年齢よりはずいぶん若い。見た目も性格も、三十後半とは思えない。


「っで、どの子が鋭太の彼女なんだい？」


　幼なじみと元カノと婚約者の表情が「ビキッ」と音を立てて凍こおった。


　ひとり〝彼女〟だけが、バラ色の微笑ほほえみを浮かべて進み出る。


「初めまして、伯母様。夏川なつかわ真涼と申します。以後お見知りおきくださいませ。鋭太くんとは清い交際をさせていただいております」





[image: ]


　すると冴子さんは苦笑して首を振り、


「いやいや、あたしが聞いてるのはそういう〝フェイク〟じゃなくてさ──」


　俺と真涼は同時に息を呑のみ、顔を見合わせてしまった。


　どうして!?


　どうやってフェイクのこと、気づいたんだ？ 


　冴子さんはからからと笑いながら、マニキュアを塗ぬった指で俺の胸をツンとつついて、





「さあ教えてよ。本当にキミが好きなのは、どの子だい？」





「い、いやっ、俺は……」


　とっさのことで、上手うまく声が出ない。


　本当に好きなのは？　と言われても──冴子さんが言うからには、恋人としてっていう意味だよな？　だったら答えは「いない」だ。ここにいないのではなく、どこにもいない。俺に好きな女の子なんかいない。


　しかし、もしここで口に出してしまえば、真涼との偽彼氏フェイクは破棄はきということになる。今までの苦労がすべて水の泡だ。


　無論、他の三人も黙ってはいない。


「えーくん？」


　千和が大きく見開いた目で俺を見つめている。何かを期待するようなまなざしだ。


「エイタ……？」


　ヒメが俺のシャツをつまんで、強くひっぱっている。うん、ヒメちゃん、伸びるからやめようね。


「ハンコ……？」


　と、つぶやいたのはもちろん冬海である。押さねえよ！ 


　そして肝心の真涼は──すがるような目で俺を見ていた。


　普段は滅多めったに見られない、真涼の「脆もろさ」みたいなものがむき出しになった表情だ。


　くそっ……。


　どうしたんだよ夏川真涼、こういう時こそお前のよく回る舌が活躍する時じゃないのか？


　何を普通にショック受けてるんだよ！


　そんな目で見られたら…………、


　がんばるしか、ないじゃないか。


「冴子さんが何を言ってるのか、わからないなぁ」


「うん？」


　俺は背中で汗をかきつつ、真涼のことをのろけまくる。


「俺と真涼はマジで付き合ってるよ。ラブラブってやつだ。いつも一緒に帰ってるし、喫茶きっさ店でお茶を飲んだり、コーヒー飲んだり、コーラを飲んだり……それから、いつも一緒に帰ってる」


「飲んで帰ってばかりだね～」


「いやー、真涼にコクられた時は参っちゃったなあ！　クラスメイトの目の前だったからなあ！　思わず神を呪のろいたくなったなあ！　ハハハハ！」


　のろける、ってこういうのでいいんだよな？


　真涼の顔がものすごくガックリしているのは気のせいか……？ 


「──鋭太、キミはひとつ見落としをしているよ」


　心臓がぎく、と飛び跳ねた。


　なんだ？　な、何かおかしかっただろうか？


「あたしはね、鋭太」


「は、はいっ」


「おなかすいた」


「……は？」


　目が点になった。


「あたしは、とっても、おなかが、すいてるのでぎゅぅ～～……」


　俺にずるずるとしなだれかかるように、冴子さんは倒れた。


　真まっ青さおな顔で、ぶるぶると手を震ふるわせ、


「ここんとこ、修羅場しゅらば続きで、寝てない食べてないねてないたべてない……」


「早く言ってくださいよそれを!?」


「ゴメンね～。可愛い鋭太のお姉さんとして見栄をはりたかったの。きゅんきゅん」


「キュンキュンうるせえよ！　歳としを考えろ歳を！」


　ホントにもう、このヒトは。


　我が恩人にして変人、変人にして恩人、桐生冴子さんであった。





♯２　デレテストで修羅場








　おにぎり、ウインナー、卵焼き。


　俺おれが食卓に並べる端から、冴子さえこさんの胃袋に消えていく。いつものことながらロクに嚙かんでない。


　俺は追加でタマネギの味噌みそ汁を作りながら、


「そんなにおなかすいてたんなら、すぐできるレトルトとかのが良かったんじゃ？」


「だってせっかく鋭太えいたがいるんだから、手料理食べたいよ～」


　あごにご飯つぶをくっつけて笑う冴子さんを見ていると、こっちまで嬉うれしくなる。料理のしがいがあるってもんだ。


　真涼ますずたちにはリビングのソファに座ってもらった。三人がけなので、千和ちわはカーペットにクッションを敷しいて正座している。


　千和以外の三人は呆然ぼうぜんと冴子さんの食べっぷりをながめている。まぁ、普通の人はびびるよな。食べる勢いだけなら千和以上だし。


　味噌汁をまるで水みたいに飲み干して、冴子さんは「ぷは～」と大きなため息をついた。


「さって、ほんじゃあ…………おやすみっ」


「おやすみなさい」


　冴子さんは机に倒れ込むようにして突つっ伏ぷすと、ぐーぐーいびきをかき始めた。寝つきの良さもあいかわらずだ。


　真涼が目を丸くして、


「もうお休みになったんですか？」


「ああ。満腹になったらいつもこうだよ」


　俺はリビングの壁にかけてあったカーディガンを冴子さんの肩にかけた。


「机で寝るのが一番なんだってさ。その方が短時間で眠気が取れるって」


　これも職業病だな、と冴子さんはいつも笑っている。


　ヒメが首を傾かしげて、


「わたしたち、どこかに移動するべき？」


「気にしないでくれ。どうせ三十分くらいで起きると思うし」


「でもわたし、エイタのお部屋にいきたい」


「駄目だ」


　俺はきっぱりと拒否った。


　だってお前ら、絶対家探やさがしするだろ！　エロ本探すだろ！


　そして冬海ふゆうみはさっきからずっとリビングをきょろきょろ見まわしている。膝ひざの上で手をぐーぱーぐーぱー、落ち着きがない。


　俺はピンときて、


「言っておくが、この部屋に実印は保管してないからな？」


「いっ、言いがかりだわ！　そんなものを私にどうしろっていうのっ？」


　押すんだろ。婚姻こんいん届けに押すんだろ。ソウナンダロ。


　話が脱線しかけたところで、真涼が咳払せきばらいした。


「そろそろミーティングの続きを始めませんか。そのために来たのですから」


「ねえ、ちょっと待ってよ」


　と、千和が口を開いた。


「なんだよ、お前は俺の部屋なんかもう見飽きてるだろ？」


「そうじゃなくて！　ミーティングの前に聞きたいことがあるんだってば」


　千和は真涼にキッと視線を向けて、


「さっき冴子さんが言った『フェイク』って、なんのこと？」


　ぎくっ。


　……や、やっぱりそこ、ついてくるよなあ。当然。


「わたしも気になる。会長が『フェイク』ってどういうこと？」


「偽物にせものとかまがいものとか、そういう意味よね？」


　ヒメと冬海までもが疑問を口にする。


　真涼は大きなため息をついて、


「それはこちらが聞きたいですよ。初対面なのに言いがかりのようなことを言われて、困っているんですから」


　千和は俺のことをジロリと見て、


「そのわりには、えーくんもなんかあわててなかった？」


「そっ、そんなことないけどなぁ？」


　シラを切ってみたつもりだが、どうも声が裏返ってしまう。


　それにしても……。


　最近の千和は、本当に鋭いな。俺と真涼のことに限定だけど。


　しかし千和もそれ以上確証があるわけでなく、ひとまず引き下がってくれた。


「それで、合宿の予算をどうするかって話だろ？」


「ええ。何か手っ取り早くお金を手にする方法はないでしょうか？」


　真涼の問いにヒメが手を挙げ、


「みんなでウァルヴァイトーする？」


「……もしかしてアルバイトのことか？」


「肯定」


　ヒメが言うと、「アルバイト」が魔法か武器の名前に聞こえるから不思議だ。


「間に合わないわよ。アルバイトには学校の許可がいるもの」


　と、冬海が堅苦しいことを言う。


「えー。そんなの守ってるひといなくない？」


「駄目です！　この私が部員である以上、校則違反はさせませんからね」


　ぶー、と千和がむくれる。


「そもそも来週には間に合わないだろう？　女の子が日雇ひやといの高給バイトなんてなかなかないだろうし」


　千和は「そんなことないって」と首を振り、


「あたし、こないだ貼はり紙見たもん。お菓子食べながらおじいさんの愚痴ぐちを聞くだけで三万円もらえるんだって。どんなお菓子が出るのかなっ？」


「……千和、絶対そこには行くなよ。いいな」


　俺は強く強く言い聞かせた。本当にもう、危なっかしいヤツ。


「こうなったら」


　と、真涼が俺に視線を移し、


「鋭太くんにひと肌脱いでもらうしかありませんね」


「ふん？　何をすればいいんだ？」


「腎臓じんぞうは二つあって、一つなくなってもそれほど困らないそうですよ」


「売り払えってか!?」


　ひと肌どころか、ひと臓器だった。


　なんで夏合宿でそんな危ない橋を渡らなきゃならないんだ……。


「さっきからお前らは！　そういう物騒なことしか言えないのか？　もっと穏健な方法がいくらでもあるだろう」


「はあ、例えばなんです？」


「合宿所を近場にすればいい」


「近場？」


「駅前のファミレスとかどうだ？」


　すると四人から一斉にブーイングが起きた。なんだよ。ファミレスのどこが不満だ？　冷房完備だし百八十円でドリンク飲み放題だし、しかも日帰りできるじゃないか。


「ファミレスなんて論外です。夏合宿というからには、やはり海に行かないと」


　と真涼が言い、またまた議論が暗礁あんしょうに乗り上げかけたその時だった。





「──いいだろう。連れてってやる」





　冴子さんがむくっ、と体を起こした。


　さっきは糸みたいに細かった目が、ぱっちりと開かれている。どうやら睡眠バッチリ、覚醒かくせいモードに移行したようだ。


　真涼ヒメ冬海はぽかん、と口を開けている。


　冴子さんは物憂ものうげに髪をかきあげて、


「どうした？　海に行きたいんだろう？　あたしの会社が船瀬浜ふなせはまに保養施設を持ってるから、そこを提供してやる。二泊でも三泊でもしてくればいいさ」


　冬海が俺の耳元に近づいてささやく、


「あれ、あなたの伯母おば様よね？　別人に入れ替わったんじゃないわよね？」


「ああ。さっきまでは徹夜明けの『へろへろモード』だったからな」


　俺も千和も、初めて見た時はびっくりしたっけ。雰囲気も口調もまるで別人。こっちの『覚醒モード』だとふつーに美人だ。きゅんきゅん言ってたのと同じ人とは思えない。


　真涼は警戒するように表情をこわばらせ、


「無償で私たちに宿やどを提供してくださるというのですか？」


「そうは言ってない。対価はいただくさ」


　真涼の鋭い視線を受け止め、冴子さんは笑う。


「なあチワワ、あたしの職業はなんだ？」


　急に話を振られた千和はきょとんとして、


「ゲームクリエイターでしょ？」


「違う。そういう高尚こうしょうな言い方は好きじゃない」


　冴子さんはテーブルをどんと叩たたき、





「あたしは──可愛かわいい女の子やカッコいい男の子がたくさん出てきて『ぶひいいいい！』ってするゲームを作る人だァ！」





「……」


　高尚に言う必要はないだろうけど、低俗に言う必要もないのでは……？


「それは、ギャルゲーや乙女おとめゲーのこと？」


「ふむ、そこの前髪ぱっつんはわかっているようだな」


　ほめられて、ヒメはちょっぴり嬉しそうに頰ほおを染めた。ゲーム好きだからな。冴子さんが関かかわったゲームもやったことがあるかもしれない。


　いっぽう、カタブツの風紀委員サマは眉根まゆねをひそめて、


「そういう作品は破廉恥はれんちな表現が多いって聞きますけど、まさかＸ指定のゲームじゃないですよね？」


「今関わってるのは全年齢ばかりだ。そこのツンデレ、こっち方面詳しいのか？」


「くっ、くくく詳しいわけないですっ！　風紀委員の職務に必要なことだから知ってただけですからねっ！」


　冬海はムキになって否定する。それより「ツンデレ」の方を否定しろ。


　真涼が探るような目つきで、


「そのギャルゲーを作っていることと、宿を提供してくださることに、どんな関係が？」


「まあ、とりあえずこれを見ろ」


　冴子さんがバッグから取り出したチラシを、俺たちは覗のぞき込む。





★キミのデレを夏にこめて[image: ]ミス・俺デレコンテスト★





主催：ソフトダンク（株）


会場：船瀬浜第二ビーチ


日程：×月×日×時受付開始　×時開演　雨天決行


参加資格：十歳～二十歳までのデレデレな女性





「今度ウチの会社が作る新作『俺の彼女がデレデレすぎる』、略して『俺デレ』の取材と宣伝をかねて行うイベントだ」


「俺デレ、ねえ」


　この略称だと、「彼女」ではなく「俺」がデレてることになるような。どうでもいいけど。


「このコンテストにキミたちが出てくれるなら、さっき言った宿を提供しよう」


　千和が冴子さんの顔を見上げて、


「ねえ、参加資格の『デレデレな女性』ってなに？」


「参加者はステージ上で『自分がいかにデレているか』をアピールするというのが、このミスコンの特徴だ。だから『誰だれかにデレている』＝『恋をしている女性』に参加は限られる。なかなか参加者が集まらなくて困ってたんだが──」


　冴子さんは千和、ヒメ、冬海の順に見まわして、





「キミら三人、鋭太に惚ほれているんだろう？」





「──!?」


　三人とも声らしい声はあげなかったが、リビングの空気は一変した。


　千和は急にまじめな顔つきになり。


　ヒメは顔を真まっ赤かにしてうつむいて。


　冬海は……なんか、両手で顔を覆おおってジタバタ足踏みをしている。リビングが揺れる。揺れている。やめろあーちゃん、俺の自宅をどうするつもりだ。


「ふふ、乙女だな。参加資格は十分のようだ」


　三人の反応を楽しそうにながめて、冴子さんは頷いた。


「待ってください」


　真涼が毅然きぜんとした声で、


「先ほども申し上げた通り、鋭太くんの彼女は私です。何故なぜ私だけ除外するのですか？」


「理由はないさ。直感だ」


「直感って……」


「あたしの直感をバカにするなよ？　様々なタイプのキャラクターを大量に生み出し、そのキャラがいかに恋に落ちるかを創造してきたあたしから見れば、キミたちの『デレ度』くらいだいたいわかるさ」


　真涼はうさんくさそうに顔をしかめて、


「それは、ゲームのお話でしょう？　作り物の世界じゃないですか」


「作り物だからこそ、だ」


　冴子さんの語りが熱を帯びる。


「偽物を本物に見せる時は、本物以上に本物らしく作らないといけないんだ。ゲームの仕事はそこに一番気を遣つかう。だから、恋心デレの真偽しんぎにも敏感になるのさ」


　険けわしかった真涼の表情が、何かに気がついたように「ハッ」となった。


　ほぼ同時に、俺も気づく。


　今の「偽物は本物以上に本物らしく」って──いつか真涼が俺に言ったセリフとほぼ同じじゃないか。


「では、ひとつテストをしてみよう」


　と、冴子さんは言った。


「どのくらいデレているかを試す、簡単な心理テストだよ。せっかくだからチワワたちもどうだ？」


　四人は戸惑とまどったように顔を見合わせる。


　そんなことにはお構いなしに、冴子さんは自分のスマートフォンを取り出し、問題文を読み上げた。





Ｑ


　ここに、あなたが好意を寄せている男の子がいます。


　仮に『Ａ太』くんとします。





「仮に、じゃねえよ！」


　俺は声を荒らげた。


　せめて、せめてそこはＢ太とかＣ太にして欲しかった……！





　Ａ太くんが『このマンガすっげー面白おもしろいんだよ。マジやべぇって、ハマるって、読んでみ読んでみ？』──と、ウザイ感じで勧めてきました。


　あなたはどう反応しますか？





「では、まずはチワワからだ」


　俺の抗議をガン無視して、冴子さんは話を進めていく。


　千和は「ん～」と十秒くらい悩んだ後、


「えーくんとはマンガの趣味があんまし合わないんだよね」


「いや、俺じゃなくて『Ａ太くん』の話だからな？」


　千和は「あ、そっか」と頷いて、


「じゃあ、いちおう読んでみるかな？　でもつまんなかったらつまんないって言うと思う」


　ごく普通の対応だ。


　俺のお勧めはつまらなくなんかないけどな！


「じゃあ次、ぱっつん子」


「エイタが勧めてくれるなら、どんなにつまらなくても読む」


　ああ。やっぱりヒメ、優しいなあ。


　……でも、つまらないのは前提なんだな。ちょっと悲しい。


　冴子さんはタッチパネルに触れながらふんと頷き、


「次は、ツン子」


「マンガとかくだらないし。私はそんなの読まないしっ」


「じゃあデレ子」


「タッくんとマンガをきっかけにお話できるかもしれないしっ、ゼ～ッタイ読むっ♪──って誰がデレ子ですかっ!?」


　冬海さんがノリツッコミをおキメになった。じゃあ反応すんなよ。


「ラスト。夏川なつかわ真涼」


　真涼だけはあだ名じゃないんだな。「毒舌子ちゃん」とか言われるよりはいいんだろうけど。


　俺はさりげなく真涼の後ろに歩み寄り、耳打ちする。





　──おい、頼むから上手うまくやれよ。


　──この私を誰だと思ってるの？　任せておきなさい。





　そして真涼は回答した。


「Ａ太くんの勧めてくれたマンガはもちろん読みます。同時に、私のお勧めのマンガも貸してあげます」


「その心は？」


「相手の好みを知ることも大切ですが、私自身を知ってもらうことも、彼氏彼女の関係には大切だと思うからです」


　千和たちから「おおっ」と声が漏もれた。さすが真涼、これ以上ない模範もはん回答の気がする。


　冴子さんは「なるほど」と頷いて、スマートフォンを指でぐりぐりする。


　俺は気になって、


「それ、さっきから何してるんですか？」


「ウチの会社で作ってるアプリゲームだ。今のはそこからの出題さ。もう一万人以上のユーザーに回答してもらってる。そのほとんどが十代二十代の女性」


「へえ……」


　確かに、今の心理テストみたいなのって女は好きそうだよな。


　千和がもどかしそうに体をゆすり、


「それで冴子さん、結果はどうなの？　誰が一番デレてるのっ？」


「んむ。一番は………………ツンデレ子だ」


　冬海の顔がものすごい勢いで赤く染まった。


「なっ、ななななんでですかぁ!?　なんでここここの私が季堂きどうくんなんかににににに」


　いや、これはＡ太くんの話なんだが。


　冴子さんはにやりと微笑ほほえみ、


「『これをきっかけにお話しできるかも』っていうのは、なかなかポイント高いぞ？　いじらしい恋心が伝わってくるね。乙女だよ」


　冬海は髪を振り乱してぶんぶん首を振り、





「ウソウソウソウソウソぜぇーったいウソですっ！　私タッくんなんか好きじゃないもん！　大好きだもん！」





　場の空気が一瞬にして凍こおりついた。


　千和の目に殺意がこもり、ヒメの目がきょとんとして、真涼の目はしらーっとなり、


　そして俺はあきれかえる。


　お前、またミッシェルの存在忘れてるだろ……。


「だからちがくてえええええええ!!　今のナシでええええええええ！　愛衣あいちゃんおそとはしってくるっ！」


　真っ赤な顔を両手で覆いながら、あーちゃんは一目散に逃げていくのだった。カバン忘れていったので、明日予備校で渡そう。


「そして、二位はチワワだ」


　さすが冴子さん、ツンデレのご乱心にも動じた様子はない。


「なんでツンデレ子より下かっていうと、親しすぎるんだな。本音を言い合える仲もいいが、あまり距離が近すぎると恋愛対象として見られないから、注意した方がいい」


「はうっ」


　思い当たるところがあるのか、千和は考え込むように黙だまってしまった。


「三位はぱっつん子。キミの場合はチワワと逆だ。もっと距離を縮めた方がいいな。気持ちばかり先行させないで、ちゃんと普通に会話して、鋭太……じゃなくて、Ａ太と親しくなることに重きを置いた方がいい。きっといいことあるだろう」


　ヒメは素直に瞳ひとみを輝かせて、何度も何度も頷いている。なんだか人生相談みたいになってる気がする。


　そして──真涼。


「私が最下位、ですか」


　淡々とした口調だが、隠しきれない悔くやしさがにじんでいた。


　真涼のこんな表情、見るのは初めてかもしれない。


「だってキミのは、いわば『模範回答』だからな。正しすぎて『デレ』を感じられない」


「正しすぎる？」


「付き合って一年以上のカップルなら、その回答でも正解だ。しかし──キミたち、付き合い始めてまだ三ヶ月目だろう？　しかも十五歳の高校一年生。それにしちゃあ、あまりに綺麗きれいすぎる」


　なるほど。


　確かに真涼の答えは非の打ち所がない。相手を思いやる気持ちにあふれている。


　だけど、周りにいる本物のカップルって、実はそうじゃないんだよな。


　彼女のいるクラスメイトのウワサをたまにカオルから聞くけれど、もっと起伏が激しい。彼女がこんなワガママを言ってきたとか、逆にこんなワガママを言ってやったとか、そんな「のろけ」ばっかり。


　高校生カップルを演じるのなら、もっと「恋愛脳」っぽい回答をすべきだったのだ。


「このテストを携帯やスマホでプレイする時は、年齢や性別、職業、交際年数なんかの質問に答えてもらってる。だから同じ回答をしても、人によって点数が変わるのさ」


　真涼はじっと冴子さんの目を見て、


「信用できません。こんなテストで私たちの何がわかるというのです？」


　と、あくまで屈服しない構えのようだ。


「……ふう、む」


　冴子さんは考えこむように自分のあごを触りながら、


「そこまで言うなら、夏川真涼もコンテストに出場すればいい。司会者はあたしだからな。もし優勝できたなら、キミを『彼女』と認めてもいい。鋭太の保護者として誓おう」


「二言はありませんね？」


「当然だ」


　真涼と冴子さんの間に、見えない火花が散る。


　触発されたのか千和が立ち上がり、


「あたしも参加するっ！」


　と宣言した。その目がひさしぶりにメラメラ燃えている。


「最近、なぁんか馴なれ合っちゃってたけどさ。これって夏川と決着つけるいいチャンスじゃん！」


　なんだか雲行きが怪しくなってきた。


「わたしも参加したい」


　と、ヒメまでもが手を挙げる。


　もう一方の手で俺のシャツをきゅっとつかんで、


「もし優勝できたら、元カノから今カノにランクアップさせて？」


　と、過激なことを言う。ていうか、俺コクられてますかもしかして。


　冴子さんは満足そうに何度も頷き、


「ならいっそ、この大会で優勝したコが鋭太の嫁よめってことにしよう。保護者のあたしが太鼓判たいこばん押すぞ？」


「──ホント？　ハンコ押してもらえるの？」


　リビングの戸口から声がした。振り向けば、汗だくのあーちゃんが肩で息をしながら立っている。カバンを忘れたことに気づいて、戻ってきたようだ。


　こちらをビシィと指さして、


「し、しかたないわね！　この私も参加してあげるわっ！」


　ははっ、すごいことになってきたぞ。


　すごいことになってきた。


　うん……。





　逃げ出したい……なぁ……。





♯３　ゲーム恋愛脳な修羅場








　真涼ますずたちが帰宅した後、冴子さえこさんは風呂に入った。


　夕方からまた出勤らしいので、俺おれは弁当を作ることにする。健康を考えて野菜中心のメニューで、油は控えて……となると、煮物だな。筑前煮ちくぜんにでも作ろう。前も「うまいうまい」って食べてくれたし。


　コトコト鍋なべが煮えるころ、冴子さんが濡ぬれ髪をふきながらリビングに入ってきた。タンクトップにホットパンツというラフな格好かっこうだが、いつものことなので俺も気にしない。


　……慣れるまでは、正直ドキドキしてたけどな。冴子さんスタイルすごいし。


　冴子さんは鼻をひくひくさせて、


「嬉うれしいな。愛妻あいさい弁当か」


「愛甥あいおい弁当でしょ？」


　俺は菜箸さいばしでレンコンを刺して具合を見る。あと三分ってところだ。


　冴子さんは冷蔵庫からビールを取り出す。


「キミは本当によくできた甥っ子だ。あの最低最悪の夫婦からどうしてこんな子供が生まれるのか、不思議でならん」


「はは、やめてくれよ。世話になってるんだからこのくらい」


「鋭太こそやめろ。あたしがキミの世話を焼くのは当然だ。家族だからな」


「……そうだな。ごめん」


　俺はこみあげる嬉しさをかみしめてうつむく。


　冴子さんはあっという間に缶ビールを飲み干して、


「ところであの四人のことなんだが──キミは人生を修羅場しゅらばにしたいのか？　それともハーレムにしたいのか？」


「どっちもお断りです」


　俺はおかわりの缶ビールを冷蔵庫から出した。


「修羅場を選ぶなら護身術を習え。あと少年ジャンプを常にシャツの下に入れておけ。刺された時に捗はかどるぞ」


「捗らないと思うなそれは……」


　すげー動きづらそう。


「ハーレムを選ぶなら、綿密な計画を立ててフラグ管理しないと五人同時攻略は難しい。ほんの少し選択肢を誤るだけで爆弾が連鎖爆発して収拾がつかなくなる。セーブを怠おこたるな」


「俺の人生対応のメモリーカード、見かけたら買っといてください」


　てきとーに返事をしつつ、コンロの火を止める。


「って、五人？　なんで五人？」


「あたしも攻略しろ」


「お断りします」


　冴子さんは軽く肩をすくめて、


「だったらもう、誰か一人と決めて付き合ってしまえばいいのに」


「……だから、付き合ってますよ。真涼と」


　しかし冴子さんは肩をすくめる。やっぱりまるで信じてない。


「あのコは何ひとつ自分の本心を話してないだろう？　さっきはデレがどうとか言ってみたが、正直それ以前の問題だ」


　うーん、さすが鋭い。


　真涼が何を考えているのか、正直俺にもよくわからないからな。


「まあでも、そんな悪いヤツじゃないよ。あれで結構いいところもあるんだぜ」


「ふむ。例えば？」


「まず顔だろ。それから顔。ええと、あとはやっぱり顔かな」


　あれ？


　顔しかいいところがない……？


　いや、他にもなんかあるだろ。ほら、ルックスとか容姿とか見た目とか。


　冴子さんは見透みすかしたように微笑ほほえみ、


「綺麗きれいな花には毒やトゲがあるものと相場は決まっている。せいぜい刺されたりしないように気をつけろよ」


「はいはい」


　鍋のふたを取ると、キッチンに醬油のいい匂においが流れ出す。


　それで、ふと気になった。


　真涼って、いつもどんなものを食ってるんだろう？







◆







　真涼がちゅーちゅーしていた。





　冴子さんを送り出し、千和ちわと晩ごはんを食った後。いつものごとくメールで喫茶きっさ店に呼び出された俺おれが見たものは、銀色のチューブに入ったゼリーを吸う夏川なつかわ真涼だった。食事を取るヒマもないビジネスマンがよく食べているアレだ。


　俺は向かいの席に座って、やってきたウエイトレスにコーラを注文する。


「もしかして、それがお前の晩ごはんか？」


「ええそうよ。何か問題が？」


　抗議のつもりなのかなんなのか、真涼はチューブを「ぷくー」とふくらます。


「そんなんじゃ食べた気がしないだろう？　サンドウィッチかパスタでも注文しろよ」


「私、食事っていう行為があまり好きじゃないの。手軽に空腹を満たせれば何でもいいわ」


　そういえば、こいつがちゃんとしたモノを食ってるところはあまり見かけないな。


　いつぞやの朝、俺ん家ちで食おうとしてたのもレトルトカレーだったし。部室でもお茶ばかり飲んでる。


「よく言うわよね恋愛脳どもは。『今度食事でも行かない？』『おいしいお店知ってるんだ』って。空疎くうそな口説くどき文句をささやきながら、動物の死骸しがいや卵、植物の種や根や葉っぱをすり潰つぶして口に詰め込むというその行為は、恋愛という行為の卑いやしさを表していると思わない？」


「……いや、さすがにそこまでは……」


　どうやらものすごく不機嫌らしい。


　無理もないか。冴子さんにあれだけやりこめられた後だし。


　時刻は午後八時すぎ。夏休みの夜を満喫する学生カップルで店内はほぼ満席である。俺たちもそのひと組に見られてるだろう。見ただけでフェイクが見破れるわけがない。──普通なら。


「それで、いったい何の用事なんだ？」


「聞きたいことがあるの」


　真涼は自分の頼んだアイスコーヒーをひと口すする。


「まず、冬海愛衣ふゆうみあいの件。まさかあなたの『幼なじみ』だったとはね。さすがに驚いたわ」


「部室でも言ったけど、隠してたわけじゃないぞ」


「信じましょう。でも私が確認したいのはそこではなくて──冬海さんはあなたのことが好きなのか、ってところよ」


　注文したコーラが届いた。


　俺はひと息で半分を飲み干して、


「ふん、どうかな？　千和に幼なじみの座を取られたから、ムキになってるだけじゃないか？」


　婚約者うんぬんのことは言えないので、そういう答え方をした。


　真涼は深いため息をついて、


「あなたって本当に素直じゃないわね。冬海さんよりよっぽどツンデレだわ」


「う、うるさいな！　ほっといてくれ」


「質問を変えましょう」


　真涼は汗をかいたグラスを指でつつきながら言う。


「冬海さんに『大五郎だいごろう』という彼氏がいるというのは、噓ダミーね？」


「……」


　俺は何も言わなかったが、真涼は肯定と判断したようだ。


「まあ、そこは見え見えだったわね。気づかない春咲はるさきさんや秋篠あきしのさんがどうかしているくらい」


「ヒメはともかく、千和は疑ってそうだけどな」


　冬海自身がちょくちょく設定を忘れてるし、遠からずヒメにもバレるだろう。その時あの師弟関係がどうなるのか、ちょっと心配だ。


「素朴な疑問なのだけれど、気を悪くせずに聞いてもらえるかしら」


「……なんだよ？」


　真涼は真剣な目で俺を見つめ、


「春咲さんも秋篠さんも冬海さんも、あなたみたいな『説教ガリ勉』のどこがいいの？」


「気を悪くしたぞ!?」


　説教ガリ勉だと……。


　説教ガリ勉だとおおおおおおおお!!


「なんだそれ！　どういうあだ名だテメエ!?」


　ていうか、ただの悪口じゃん！


「だって鋭太えいた、説教ばかりしてるじゃない。私にも説教、真那まなにも説教、秋篠さんにも説教。どうせ冬海さんも説教して落としたのでしょう？」


「言いがかりだッ！　人をギャルゲーの主人公みたいに言うな！」


　真涼は「ふうん？」と首を傾かしげて、


「寡聞かぶんにして知らないのだけれど、ギャルゲーってそういうものなの？」


「え？　……ん、まあ。俺もそんなに詳しいわけじゃないけど、そういうのもあるかな」


　なんらかの葛藤かっとうを抱えている美少女に対して、主人公が説教をして諭さとす→落ちるっていう展開は、ギャルゲーの王道だ。「諭す」と「落とす」は似てるって、冴子さん言ってたもんな。


「私にはそもそもギャルゲーの存在そのものが理解できないわね。ゲームの中でまで恋愛がしたいだなんて」


「いやあ、むしろゲームの中だからこそじゃないのか？　現実の恋愛に出てくる七面倒くさいことを、ゲームならショートカットできるからな」


「へえ……」


　真涼は目を見開いて、


「はじめて鋭太の意見に納得できた気がするわ。たまには見識のあることを言うのね」


「たまには余計だ」


「説教強盗のくせに」


「ガリ勉はどこ行った!?」


　こいつと話していると、どんどんあだ名が増えて収拾がつかない。


「あら、女の子の心を盗んでいくという意味ではまさに『強盗』でしょう？」


「……。上手うまいこと言うな、お前」


「ギャルゲーの主人公＝説教強盗」説。


　さすがの俺も聞いたことがない。


「それでさっきの質問に戻るけど──あの三人はあなたのどこを気に入っているの？」


「知るかよ。あいつらに直接聞いてくれ」


「鋭太なりの分析を聞かせて欲しいのよ」


「そんなこと言われてもな……」


　あいつら超変わり者だし。何考えてるかわかんないし。


「とりあえず、ヒメは『前世』の妄想を共有できているところじゃないのか？　共通の趣味があるみたいなものでさ」


「そうね。秋篠さんはわかりやすいわね。……冬海さんは？」


「わからん。見当もつかん」


　幼稚園の時は「花火大会の穴場を教えてもらうために」俺にコクッたらしいが、さすがに今は違うだろう。どこを気に入られてるのかわからない。


「春咲さんは？」


「千和？」


　俺は首を傾げて、


「千和の『好き』は恋人の『好き』じゃない。家族の『好き』だよ。前も言ったけど、俺にしたら妹みたいなもんだ」


　もっとも、あっちは俺のことを「弟」扱いしてるけどな。


　俺のことを好きは好きだろうけど、それは「家族として」だ。


「果たして、そうかしら？」


　真涼は冷たい目で俺の顔を覗のぞき込む。


「あなたがそう思い込んでいる──いいえ、そう思いたがっているだけではないの？」


「思いたがってる？　どうしてだよ」


「春咲千和を──『家族』を失うのが、怖いから」


「……？」


　真涼が何を言おうとしているのか、わからなかった。


　家族を失うのが怖いのは当たり前じゃないか。そのことと今の話題と、なんの関係が？


「まあ、それはともかくとして」


　お冷ひやのおかわりを持ってきたウエイトレスが立ち去るのを見計みはからい、真涼は話題を変える。


「あなたの伯母おば様って、いったいどういう人なの？」


「子供がそのまま大人になった人……かな。なんか物の見方の基準が全部『ゲーム』だし」


　冴子さんみたいな人も、一種の天才なんだろうな。クリエイターって人種はそういう人が多そうだ。


「やっかいね。『恋愛脳』なら対処の仕方はいくらでもあるけど、ゲームの恋愛に毒された『ゲーム恋愛脳』なんて、勝手がまるでわからないわ」


「そりゃそうだろうな」


　少年マンガには造詣ぞうけいの深い真涼も、ギャルゲーやエロゲーの類たぐいは詳しくないだろう。


「それにしても、直感とは言えフェイクを見破られてしまうなんて。私もヤキがまわったわね」


　氷で薄くなったアイスコーヒーを、真涼はストローでかき混ぜる。


「どうしたんだよ、珍めずらしく弱気じゃないか」


「こう見えても『擬態』には自信があったのよ。いい子のフリをすれば、たいていの大人はだませたし。通じなくてショックだわ」


「……そうだな」


　ショックなのは俺も同じだ。もうちょっと上手くやれてるつもりだったのに。


　すると真涼が不思議そうな顔をして、


「どうして鋭太まで落ち込むの？」


「どうしてって？」


「だって、もしフェイクがバレたとしてもあなたに不利益はないでしょう。むしろせいせいするのではないかしら？」


「そんなわけあるか！」


　俺は力説する。


「お前と俺は、今や学校公認のカップルだからな。もし今までのことが全部ウソだってバレたら、どんな大騒ぎになるか。ここまで来たら俺だって一蓮托生いちれんたくしょう、後にひけるかよ」


「……」


「もちろんノートを返してくれるっていうなら別だけどな。そしたら今すぐお前をフッてやるぜ」


　ここまで言ってやると、真涼の口元にみるみる笑みがよみがえった。


「ずいぶん生意気を言うじゃない。説教ガリ勉強盗のくせに」


「ははは、どんな強盗だよ」


　殊勝しゅしょうでしおらしい真涼なんて、らしくないからな。


　毒舌で傲慢ごうまんなくらいがちょうどいい。


「どんな強盗ですって？　それはもうひどい強盗よ」


「ホントに説明しなくていいよ」


「独ひとり暮らしの女子大生宅に押し入って下着を漁あさり、部屋いっぱいに敷しき詰めてくんかくんかゴロンゴロンと転がり女子大生が戻ってきて悲鳴をあげると『下着は白一択やろ！　黒とか赤とかありえへんやろ！』とへたくそな関西弁で説教し、警察を呼ばれたら『有言実行犯！　有言実行犯！』と絶叫しながら頭パンツで逃げていくの」


「ホントに説明しなくていいよ!?」


　つーかやめて！　周りの客がみんなこっち見てる見てる！


「そして捕まった後、刑務所の中でガリ勉」


「無理やり回収してんじゃねえよ！」


　隣のボックス席に座っていた女子大生二人組が、あわただしく席を立った。まるで汚物でも見たかのように顔をひきつらせて去っていく。


　……か、悲しい……。


「ともあれ、汚物の言う通りね。落ち込んではいられないわ。こうなったら伯母様の要求通り、ミスコンで優勝してみせるまでよ」


「……」


　汚物ってボクのことですか？ 


　〝彼氏〟じゃなくて？


「もちろん汚物にも協力してもらうわよ。合宿中、春咲さんたちに私が彼女だって認めさせるためにね」


「その前に、俺を人間として認めてくれ……」


　やっぱり〝彼女〟は、もうちょっとしおらしい方がいいかもしれない。





♯４　海に行きたい親友の修羅場








　翌日の夕方、午後五時半。


　夏期講習を終えた後、俺おれは冬海愛衣ふゆうみあい＆遊井あそいカオルと連れだって駅前のファミレスに入った。こうして軽くお茶してから帰るのがもう習慣になっている。


「へええ、合宿！」


　チョコパフェの生クリームを大切にちびちび食べながら、隣のカオルが目を丸くする。


「ついに『乙女おとめの会』も、まともな部活らしいことをするようになったんだねえ」


「フフフ。主に私のおかげなんだけどねっ」


　と、正面に座る冬海は得意顔でバナナパフェのバナナをほおばる。


　ちなみに俺はコーラだけである。ドリンクバーだけを注文するのは割高なのだが、晩ごはん前に甘いモノっていう気にはなれない。家で千和ちわがハラすかせて待ってるだろうし。


「おかげで、俺の平和はますます遠のいたけどな」


「また、そういうことを言うー」


　カオルは苦笑して、


「もっと喜びなよ鋭太えいた。チワワちゃんに夏川なつかわさん、秋篠あきしのさんにあーちゃん。ハネ高の美少女を独ひとり占めじゃないか」


「うーん……」


「他ほかの男子がどれだけうらやましがってるか。呪のろいのワラ人形のひとつやふたつ、作られててもおかしくないと思うよ」


「ああ、そういえば」


　今日、予備校のトイレ（大）で隣になったサッカー部の山本くんがつぶやいてた。「ンーッ。モテたい。ああモテたい。モテたいよ俺も。ンーッ。モテたい。モテたいモテたい。俺がサッカーやる理由知ってるか。モテたいからだ。バンドもやってんだぜ。モテたいからだ。なのにモテない。ンーッ。お前だけモテる。ンーッ。モテまくってるンーッ許せないンーッンーッ！」。つぶやくというより、最後はほとんどうなっていた。ごめん山本くん。できれば代わってあげたい。ホント代わりたい。ンーッ！


「じゃあカオル、お前も俺がうらやましいっていうのか？」


「ん？　ん～……」


　カオルは小首を傾かしげて、何故なぜかちょっとさみしそうな顔になり、


「そうだね。うらやましい、かな」


「へえ」


「僕がうらやましいのは、夏川さんたちの方だけどね」


「？」


　どういう意味だろう。なんであいつらがうらやましいんだ？


　冬海がテーブルをこつこつ指で叩たたいて、


「あのさカオル。今日はここおごるから、合宿中メールするのお願いね？」


「わかってるよ。朝と夜、一回ずつだね」


　頷うなずきあう二人に、俺はきょとんとする。


「お前ら、そんなしょっちゅうメールしてるのか？　予備校で会ってるのによく話すことあるな」


　カオルは苦笑いして、


「違う違う。アリバイ工作」


「アリバイ？」


　冬海はちょっと恥ずかしそうにうつむき、


「ミッシェルからメールが来てることにするのよ。二泊三日の間、彼氏とメールくらいしてないと怪しまれるでしょ？」


「じ、自演乙じえんおつ……！」


　どうやら冬海は入部するべくして入部したようだ。


「だけど、メアドがカオルのだったらバレるだろう？」


「大丈夫。どこかで適当にフリーのアドレスを作ってもらうから」


　そこまでやるのかよ。真涼ますず並みだな。


「ていうか、もうその『彼氏がいる』っていう設定やめろよ。お前だってしんどいだろ？」


　すると冬海は肩をすくめて、


「バカね。こういうのは途中で止めるのが一番駄目なのよ？」


「はあ。そーゆーもんかねえ」


「そーゆーもんなのっ！　一度ついちゃったウソは、責任をもって最後までつき通さないと」


　さすが風紀委員。ウソのつきかたまで折り目正しいのか。


　一方、カオルは机に頰杖ほおづえをつき、


「それにしても海かぁ、いいなあ～。船瀬浜ふなせはまはわりと綺麗きれいだっていうし、お金持ちの別荘とか高級ホテルもあるんでしょ？」


「第三ビーチの方はな。俺たちが泊まるのは第二で、そっちはボロい旅館ばかりだ」


「それでもうらやましいよ。僕も一度でいいから、海で思いっきり遊んでみたいなぁ」


　カオルは遠い目をして、物憂ものうげにため息をついた。


　一度でいいからって、海に行ったことがないのかな？　ヒメと同じで、やっぱりそういう人は多いのか。


「良かったら一緒に来るか？　冴子さえこさんに頼めばもう一人くらい大丈夫かもしれない」


　カオルは苦笑して手を横に振り、


「前にも言ったでしょう？　僕は日光とかダメなんだ。真夏の砂浜になんて出たら、大変なことになっちゃうよ」


「そうだったな、ごめん」


「ううん。気持ちだけでも嬉うれしいよ。──もし僕がこんなカラダじゃなかったら、一緒に行けたのにね？」


「……うん」


　なんだか妙な言い方をするヤツだなあ。


「でも少しだけ、お言葉に甘えようかな……？」


　カオルは少し横にずれて俺の隣に寄り添うと、ぴったり肩をくっつけてきた。


　コテンと首を傾げて、女の子みたいに小さな顔を俺の肩にのっける。


　髪からすごくいい匂においがして、なんだかおかしな気分になった。


「な、なんだよいきなり？　どうした？」


　するとカオルは「えへへ～」と微笑ほほえんで、


「僕もちょっとだけ、夏合宿。ねっ？」


「……お、おう……」


　カオルって時々よくわからないことするよな。別に構わないけど。


　一方、正面に座る冬海はお怒りの巻である。ストローをくわえて「ぷくー！」と頰をふくらませている。


「なによ。私だけのけ者にして、ずいぶん楽しそうじゃない」
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「ごめんごめんあーちゃん。心配しなくても鋭太は取らないから。ねっ？」


　カオルは笑いながら元の位置に座り直した。夏合宿終了である。


　その時、机に出してあった冬海の携帯から着信メロディが流れ出した。どうやらメールのようだ。


「誰だれからだ？」


「ヒメちゃん。最近よくやり取りしてるの」


　しゃべりながら冬海は返信している。見事な指さばきだ。やっぱり女はメール打つのが早い。


「あいつとどんな話するんだ？」


「もちろん恋愛の相談よ。師匠マスターだもん」


　と、冬海は少し得意そうに肩をそびやかす。


「あんまりヘンなこと吹き込むなよ？　ヒメはお前らと違って純粋なんだからな」


「わっ私だって純粋よ！　失礼ね！」


　パフェを食べ終わったカオルがナプキンで口をふきながら、


「でもヘンだよね。鋭太の元カノである秋篠さんに、婚約者のあーちゃんがアドバイスするなんて」


「確かにな」


　普通なら考えられない、ずいぶんと奇妙な構図ではある。


「って、あれ？　カオルに『元カノ』の話ってしたことあったっけ？」


「あーちゃんから聞いたんだ。前世の彼女って聞いた時は、目が点になっちゃったよ」


　納得。筒抜けってわけか。


　返信を終えた冬海は携帯を置いて、


「元カノだの前世だのはともかく──私としては恋愛の仕方を教えることによって、ヒメちゃんを普通の女の子にしてあげたいわけよ」


「うん」


　学校では「変わり者」として浮いているヒメだが、入部以来少しずつ変わろうと努力している。俺としても、その協力はしてやりたい。


　カオルが首を傾げて、


「でも、あーちゃんはそれでいいの？　鋭太争奪戦の強力なライバルになるんじゃ？」


「大丈夫。その心配はないわ」


　と、風紀委員はやけに自信アリアリである。


　俺は気になって、


「どうしてそう言い切れるんだ？」


「そんなの簡単よ──」


　冬海は白い歯を見せて微笑み、





「だってヒメちゃんが普通の女の子になったら、タッくんなんか好きになるわけないじゃない！」





「……」


　こういう時、どんな顔すればいいんだろう。


　怒るところなのか？


　それとも「だよねー」と苦笑いするべきか？


「あはは、だよねー」


「ってカオルが苦笑いかよ!?」


　俺ってそんな、そんなにアレか？


　イヤ、そりゃ確かに中学の時まではアレだったかもだけど。


　高校に入ってからはちゃんとまともに、普通に、まともに、普通……に……。


　ずーんと落ち込んでしまった俺の肩を冬海が叩いて、


「タッくんの面倒をみられるのは、私だけなんだから。他の三人にフラレる前にハンコ押した方がいいわよ？」


「だッれッがッ押すか！　ボケえええええええええええええ!!」


　絶叫が夕方のファミレスにこだまする。


　あーちゃんと一緒にいると、ホンット、叫さけんでばかりだよ！





♯５　合宿前夜のワクワクは修羅場








　それから数日が過ぎ去り、いよいよ合宿前日の夜となった。


　とはいえ、特別なことなんか何もない。俺おれはいつも通り家事を済ませた後、日付が変わるまで勉強することにした。夏期講習前半の総ざらいをしておこう。


　数学のノートとにらめっこを始めて一時間、携帯から某国民的ＲＰＧのオープニングマーチが流れ出した。


　ヒメからのメール着信である。





【Ｆｒｏｍ】burningprinprincess@xxxx.mail.ne.jp


【件名】うみ


【本文】エイタは　うきわ　もっていく？





「ははは」


　なんか微笑ほほえましいな。


　遠足の前日みたいに興奮しているヒメの様子が、目に見えるみたいだ。


　なんて笑っているうちに、次のメールが着信した。





【件名】しー


【本文】メガネ　もっていく？





「視力よくないのか？」


　……ああ、いや、水中メガネのことか。


　そうだな。塩水は目にしみるし、持って行った方がいいかもしれない。


　返信を打とうとボタンに指をかけたところに、またまた着信。





【件名】おーしゃん


【本文】焼きそば　もっていく？





「なにゆえ、焼きそば！」


　弁当箱に詰めれば持って行けるだろうけど、冷さめてると美味おいしくなさそうだ。


　俺は頭をひねって考えて──わかった！　海の家で売ってる焼きそばのことだ。普通の焼きそばなのに、海で食うと何故なぜかやたら美味いんだよな。


　どうやらヒメは「海の定番アイテム」を思いつくまま書いているらしい。


　向こうで買うから必要ないぞとメールを打っていると、また新たに着信。





【件名】まりーん


【本文】聖槍せいそうトライデント　もっていく？





　あ、なんかちょっと「らしく」なってきた。


　中２中２してきた。ヒメヒメしてきた。


　トライデントというのは、ギリシャ神話の海神ポセイドンが用いたと言われる三つ叉またの槍やりである。ＲＰＧなんかでもおなじみの伝説の武器だ。


　持ってるなら持ってきてくれ、ぜひ見てみたい──とメールを打っていると、さらに着信。





【件名】よる


【本文】ひにんぐ　もってきてね？





「…………………………」


　俺は指が折れんばかりに、猛然もうぜんとメールを打った。





【件名】Ｒｅ　よる


【本文】持って行かねーよ！





　送信後、すぐに返信が届いた。





【件名】ひどい


【本文】男が持ってくるものだって　匿名掲示板に書いてあった





「ひ、ヒメの奴やつ……」


　ネットの知識ばかりで、頭でっかちの耳年増になっている。


　ここは一丁、お説教してやらねば。





【件名】Ｒｅ　ひどい


【本文】名無しの書き込みなんて　信じるな！





　五分くらいしてから返信があって、





【件名】のーぷろぶれむ


【本文】インターネットの社長だって言ってる





「だッ、だまされてるーーー!?」


　これは駄目だ。埒らちがあかない。


　俺はヒメに電話して、「ひにんぐ」を持って行く必要がないこと、ネットの書き込みを鵜呑うのみにしてはいけないことを小一時間かけて説明した。


　聞けば「ひにんぐ」がなんなのかよく理解していなかったようだ。かなーり抽象的に、コウノトリとキャベツ畑というワードを駆使して説明すると、電話口でもわかるくらい恥ずかしがり、黙だまりこくってしまった。


　うーん、実にヒメらしい。


　ハダカで布団ふとんに入ってきたり、過激なことはするけど──「それ」の意味するところは理解してない気がする。今どきの高校生女子には珍めずらしく純真なヤツなのだ。


　電話を切って時計を見ると、時刻はもう夜十一時。


　あと一時間は日本史の年号の記憶でもしようかと思っていると、部屋の窓に「こつん」と何かが当たる音がした。


「あいつめ……」


　俺は立ち上がり、カーテンと窓を開けて、隣の家の窓にいるそいつに声をかけた。


「おい千和ちわ、消しゴムを投げるな！　窓が傷いたむだろ」
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「だって、ケータイにかけたら話し中だったんだもーん」


　髪をおろしたパジャマ姿の千和が「エヘヘ」と笑う。お風呂ふろ上がりなのか頰ほおがピンク色になっている。


「だったら玄関のチャイム押して上がってこいよ」


「それはめんどくさいじゃん！」


　こいつは昔からそうだ。一階まで下りるのが面倒だからと、猿ましらのごとく屋根を飛び移り、俺の部屋までやって来るのだ。


「で、なんの用事だ？」


　すると千和は「じゃーんっ」と白い紙袋を取り出して、


「これ新しい水着！　今日のお昼にメイちゃんたちと買ってきたの！」


「ちっ、ブルジョアめ」


　俺なんか、中一の夏に買った水着のままで行くというのに。


「海についたらいっーぱい遊ぼうね！　スイカ割りとか、花火とか！　バーベキューもしたいな！　お肉とかビーフとかいっぱい焼いてさ」


　いつも以上にハイテンションだ。ヒメと同じで、明日の海に浮かれまくっている。


　しばらくはしゃいだ後、千和は少し声のトーンを落として言った。


「やっぱり、他ほかのヒトの目から見ても不自然だったんだね」


「何が？」


「えーくんと夏川なつかわのカンケイ」


　思わずドキッとした。


「ど、どういう意味だよ？」


「なんていうか、どっか普通のカップルとは違うっていうか」


「どう違う？　どこがおかしい？」


　千和はくちびるに指をあてて考え込み、


「んー、上手うまく言えないんだけど……なんか演技っぽいっていうのかな？　きっとヒメっちや愛衣あいも気づいてると思うよ？」


「……」


　まずいな、このままじゃ。


　真涼ますずと話し合った通り、明日からの合宿で本当の「彼氏彼女」だって認めさせなくては。


　そんな俺の気も知らずに、千和は胸をどんっと叩たたいて、


「あたしが必ずミスコンで優勝して、夏川から救い出してあげるからね！」


「……はは、そいつはありがとうよ」


　──もし。


　もし千和が優勝して、冴子さえこさんが千和を俺の「嫁」ってことにしたら、どうなるんだろう。


　真涼と別れて、千和と付き合うのか？


　いや、冴子さんは冗談で言ってるわけだし、そんなことは──


「あ、ごめんえーくん。電話かかってきたかも」


　千和の声で現実に引き戻された。


「お、おう。俺も勉強残ってるし」


「明日朝六時だよね？」


「ああ、門の前でな」


　明日の待ち合わせの確認をして、俺は窓を閉めた。


　閉める直前、千和の「もしもし？　愛衣？」という声が風に乗って聞こえてきた。あいつらもう電話で話す仲になってたのか。あんなにケンカしてたのに、本当に千和は誰だれとでも仲良くなってしまうなあ。





　──なんて軽く考えていた俺は、後に自分の浅はかさを思い知ることになる。





　この時にはもう、できあがりつつあったのだ。





　フェイクの包囲網が。
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♯６　旅の車窓から修羅場








「ぜんぜん緑じゃない」





　午前八時二分発の特急「ウイング号」に先頭切って乗り込んだヒメの、記念すべき第一声である。


「いやヒメ。グリーン車のグリーンは色のことじゃなくてだな」


「違うの？　では何？」


「……ええと」


　あれ、考えてみたら俺も知らないや。


「わからないの？　罰としてギュッとして？」


「嫌いやだ。わけわからん」


「グリーンギュッとして？」


「グリーンわけわからん」


　あー、和なごむなあ。ヒメとのこういう無意味なやり取り。


　俺の後ろにいた真涼ますずが「こほん」と咳払せきばらいして、


「入り口で止まらないでください。後ろがつかえてますよ」


「おお、悪い」


　俺はヒメの背中をつついて前に進むように促うながし、その後に続いた。俺たちの席はこの八号車の一番奥だ。


「やっぱりグリーン車って空すいてるのね。もしかして貸し切り状態？」


「ホームにはあんないっぱい並んでたのにねー」


　真涼の後ろに続く冬海ふゆうみと千和ちわが車内を見渡して言う。グリーン車に乗るのは俺は初めてだが、こんなに空いてるとは思わなかった。「どうせ会社の経費だし」と五人分の指定券を用意してくれた冴子さえこさんに感謝しなくては。


　その冴子さんは今日も仕事があるので、明日の昼に現地で合流することになっている。


　午前九時五分着の船瀬町ふなせちょう駅まで、女四人男一人の旅路だ。まだ発車までは数分ある。


　さて。


　俺たちが座るのは最後列のＡ～Ｅ席。窓側からＡ、Ｂ、Ｃの三人がけ。通路をはさんでＤ、Ｅの二人がけとなっている。他の席は全て二人がけだが、最後列だけは五人グループ用にあつらえてある。


　さすが冴子さん、俺たちの人数を考えて席取ってくれたんだな。


「──で、誰だれがえーくんの隣に座る？」


　と、千和が口火を切ったことで、席取りゲームの幕は開いた。


「誰も何も、指定席のチケット通りでいいじゃねーか」


　ちなみに俺が持っているのはＤ席だ。だから隣に座るのは、Ｅ席チケットを持っている真涼ということになる。


「そんなのつまんないよねー？」


　と千和が言うと、冬海とヒメが「ねー」と口をそろえた。なんだこいつら。息ぴったりだ。


　真涼は「ふん？」と首を傾かしげて、


「彼女である私以上に、彼の隣にふさわしい人間はいないと思うのですが？」


「そんなことないもん。家がお隣のあたしだって資格はあるもん」


「前世で家が隣同士だったわたしにも、資格はある」


　千和はともかく、ヒメの設定は初耳である。絶対今考えて付け足しただろ！


「私も幼稚園ほしぐみの時に席が隣同士だったから、資格アリだわ」


　冬海もしれっ、と付け足す。こっちは本当なのだろうか。全然覚えてない。


「なあ。家も前世もほしぐみも、電車の座席とはなんの関係もないと思うんだが……」


　俺の声には聞く耳を持たず、三人は真涼とにらみあっている。


　奇妙なのは、真涼ＶＳ．その他みたいになっていることだ。何故なぜだろう？　座席を奪い合うなら、自分以外の全員が敵じゃないのか？


　いつまでも立ちっぱなしなわけにいかないので、俺が一度チケットを集めてシャッフルし、トランプのようにして四人に引いてもらった。


　Ａから順に冬海、ヒメ、千和と来て──


「正義は彼女われにあり、ですね」


　隣のＥ席を引き当てた真涼が、チケットを握って勝ち誇る。他の三人はにがーい顔だ。


　結局、収まるべきところに収まったわけだ。


　『彼氏彼女の関係』を見せつける意味でも、真涼は隣の方がいい。


　俺と真涼は席に座ってアイコンタクト、





　──わかってるわね？　鋭太えいた。


　──まかせとけ。恋愛脳顔負けにやってやるぜ。





　俺は自己最大出力の「さわやかな笑み」を作って、


「へいハニー、網棚あみだなに荷物をのっけてあげようー」


「ありがとうございます♪　優しいんですね」


「このくらいお安い御用さー」


　ややセリフが棒読みになってしまったが、ともかく彼氏っぽく振る舞わねば。


「ねえ鋭太くん。到着したら、一緒に海岸を散歩しませんか？」


「いいなぁそれー。それで夕焼けを眺ながめたりしてさー。まるで恋人同士みたいだよなー」


「フフフ、当たり前でしょう？　恋人同士なんですから」


「そうだったあー。ハハハハー」


　笑い声に重なるように、発車のベルが鳴った。


　車体がほんの少しだけ揺れて、それから前に進み出す。


　と、その時。





「きゃー、ゆっ、揺れるぅー♪」





　通路をはさんで隣に座る千和が、俺の膝ひざに体を投げ出すようにして滑り込んできた。


「ごめんねっ、えーくん。ちょっとバランス崩くずしちゃって！」


「お、おう、大丈夫か？」


　てへへと笑う千和の体を起こして席に座らせた。……そんな倒れ込むほど揺れたかな？


　気を取り直して真涼に話しかける。


「でさ、砂浜を散歩して貝殻かいがらを探したりするのもロマンチックかもな。桜貝を見つけたらお前にプレゼント──」





「きゃー、大地が震ふるえる～」





　今度はヒメだった。


　ゆら～っと柳やなぎの枝のようにしなだれかかり、俺の首に抱きついてきた。なんで千和と席替わったんだ？


「どうしたヒメ!?　何があった？」


「大地母神ガイアが邪竜族ワイバーンの攻撃でダメージを負った模様。ついでにギュッとして？」


　お断ことわりします！


「ていうか、別に揺れてないだろ？　静かに走ってるじゃないか」


「否定。邪竜族ワイバーンの暗黒絶技テスタメントが大地を砕くだく震動、わたしのセンサーは確かに感知した」


「ああもうわかったから！」


　抱きつくヒメを引きはがして、さっきの千和のように座らせてやった。


　真涼が眉まゆをひそめて、


「さっきから何を大騒ぎしてるんです？」


「それはこっちが聞きたいよ！」


　その時、隣で「何か」が動く気配がした。


　即座に振り向くと、ヒメが座っていた場所に冬海が移動していた。何食わぬ顔で視線をそらしているが、体を少しだけこっちに倒している。


「おい、どうして席を替わった!?」


「だってヒメちゃんが窓の景色を見たいっていうから」


　とか言いつつ、視線を合わそうとしない。


「なるほどね……」


　読めたぞ、こいつらの魂胆。


　冬海と千和は犬猿の仲だと思ってたけど、「反・真涼」の一点で結託けったくしやがったのか。ヒメまで巻き込んで。


　ゆうべ千和が電話していたのも、俺たちを「分断」する作戦を話し合っていたわけだ。


　乗るか、そんな手にッ！


「…………」


「…………」


　重苦しい沈黙が流れる。


　俺は冬海の横顔をじっとにらみつけ、ヤツの「揺れ」を目で牽制けんせいし続けた。


「……きゃー」


「揺れてない！」


「きゃー」


「揺れてなぁぁぁい！　ンーッ！」


　山本くん、俺に力を貸してくれ！　ンンーッ！


「揺れてないってなによ！　本当に揺れてるんだってば！」


　と、冬海は同志の二人を指さす。


　千和とヒメが「ああああゆれるうううううう」と自分の席で小刻こきざみに揺れ……ていうか震えていた。なんなんだお前ら。マナーモードか。


　が、その時本当に電車が少し揺れた。


　冬海は俺とにらめっこで踏ん張っていたため倒れて来なかったが、隣の真涼が俺の肩に寄りかかってきた。


「大丈夫か？　真涼」


「はい。鋭太くんが抱きとめてくれたおかげです」


　にこっと微笑ほほえむ真涼はいつもの三割増しで可愛かわいかった。


　いっぽう、マナーモード三人衆は早くも仲間割れ、





「ちょっと愛衣あい！　なにボサッとしてんの？　チャンスだったのに！」


「マスター、見損なった。もっとえぐるように打つべし」


「し、仕方ないでしょとっさのことだったんだし！　だいたいこんな作戦私は反対だったし！」


「あーっ、そーゆーこと言うワケ!?」





　俺の幼なじみと元カノと婚約者の結束は、やはり脆もろいようである。







◆







　そんな騒動が収まった後は、普通に会話する感じになった。


　千和たちもひとまず「分断工作」をあきらめてくれたようだ。ヒメはゲーム、千和はお菓子もりもり、冬海は読書とそれぞれ好きなことをしている。


　俺は真涼と仲の良いところを見せつけなくてはならないのだが──十分も話すともう話題が尽つきてしまった。


　実は俺たち、共通の話題が少ないんだよな。


　唯一の共通点は「ジョジョの奇妙な冒険」が好きなところか。でもジョジョについて語っても、ラブラブにはならないんだよな。真涼がガチすぎて。ロードローラーを見るとときめきを覚える話とか、第４部最強のスタンドは本当にハーヴェストなのかを検証するとか、どう考えてもカップルの会話じゃない。


「そういえば……」


　俺が話題に困ったのを察したのか、真涼から話を振ってきた。


「この前、例の『まぐれ刑事鈍痛派けいじどんつうは』を見てみました」


「えっ、マジで？」


　それは嬉うれしいなあ！


　いつぞやは「興味ない」「どうでもいい」とまで言ってたのに。


「私、あまりテレビは見ないんですけど、鋭太くんが好きなドラマなら見てみようかなって」


「俺の好みを理解しようとしてくれたんだな！　彼氏冥利みょうりに尽きるぜ！」


　会話が弾はずむ気配を察したのか、千和たちがジトッとした目でこちらを見ている。いいぞ、いい調子だ。この流れを続けよう。


「でも、途中からだと話がわからなかったんじゃないか？」


「ええ。だからレンタルで借りてきました。テレビ版はすべて貸し出し中だったので、劇場版と書いてあるのを」


「……あっちゃあ～」


　俺は苦笑してしまった。


　よりにもよって、アレを見ちゃったかー。


「？　何が『あっちゃー』なんです？」


「いや、その劇場版っていうのはさぁ……」


　ようし。


　ここは「まぐ刑」初心者の彼女ますずに、プロである彼氏おれがていねいに解説してあげなくてはッ！


「テレビドラマが映画になるとさ、わりと微妙になることが多いと思うんだけど、まぐ刑のはほんっとヤバイんだ。微妙どころの騒ぎじゃない。『ヤバイ』。ドラマの良さが完全に殺されてるんだよ。まず脚本が勘違いしてる。ナマの人間が描けてないんだよね。『まぐ刑』のテーマは『人はなぜ罪を犯おかすのか』なのに、劇場版の犯人の動機は『お金欲しい』っていうだけ！　それで次々に銀行を襲うの。確かにアクションシーンは増えたよ？　映画館のスクリーン的には映はえたかもしれない。でもさ、まぐ刑ファンがそんなの求めてるかっての。お金欲しい、じゃないよ。なんでお金欲しいんだよ。病気のお母さんの手術代がいるとか、借金のカタに取られた恋人を救い出すためとか、経営してる会社が不渡りを出しそうで社員や家族を路頭に迷わせないためにとか、そういう理由を描かなくてどうするんだって。ラストあたりで語られるのかなって我慢してみてたら、犯人撃たれて海に落ちて終わりだもん。やってらんないよ。ここは本当に納得いかなかったね。次に駄目なのが、映画版の上司。本庁から来たっていうメガネのイケメン。そう、なぜかテレビ版と変えちゃうんだよ。俳優さんのスケジュールの都合がつかなかったって言うけど、そこは駄目でしょー変えたらー。泥臭どろくさい現場の刑事と冷徹なエリートっていう対立軸がまぐ刑の魅力なのにわかってないんだよなあ。そんでもう一つ、ここは小さなことかもしれないけど、テーマソング歌ってるのがさあ、ジャニンズのタレントってどうなの？　どうなのよ？　そりゃあさ、映画館にお客を入れなきゃならないのはわかるんだよ。俺にだってわかる。まぐ刑は女子中高生にウケるようなドラマじゃないから、少しでもそういう層にもアピールできるようにジャニンズに歌わせるっていうのはさぁ、理屈ではわかるんだよ。わかるけど……ああ、やっぱり納得できないなあ！　もっと渋しぶいおっさんの声がいいんだよまぐ刑のテーマは！　いや、ボーカル自体いらないな。インストみたいなやつでいい。まぐ刑みたいな背中で語るドラマにチャラチャラした歌詞なんかいらないんだよ。へらへら笑いながら踊ってなぁにが『キミのひとみにほーみたーい』だよ。ばぁ～～～かじゃないの？　あんまりね、まぐ刑ファンをナメた商売してるとね、キレるから。ほんとキレるから、そこんとこヨロシクって感じだよ。──ああ、なんかこういうこと言ってると俺がうざいオタみたいじゃないか（笑）。そういうんじゃ全然なくてぇ、俺は普通の一ファンでいたいと思ってるんだけどさ……（苦笑）。まぁ一応少しだけ擁護ようごしておくとさ、シリーズのファンとしては見所もあるんだ。この劇場版は第一シリーズ終了後に作られたわけだけど、後の第二、第三シリーズで活躍する役者さんが出てたりするんだぜ。気づいた？　気づいた？　まぁ初見だと気づきにくいかもしれないから、プロの俺が解説しておくとさ、まず強盗に銃をつきつけられる女性銀行員の役が、第二シリーズの三話に出てくる犯人役なんだ。犯人役と被害者役どちらもやった役者さんってこの人だけ！　これ、豆な（笑）。それからヤスさんが人質交換に向かう時に流れるＢＧＭ、なかなか良かっただろ？　ハマッてただろ？　あの曲が第二シリーズ以降まぐ刑のメインテーマになる音楽ね。あれいい曲なんだよなあ、渋くてさぁ。あのテーマ、実は映画が初出なんだ。ここもテストに出るから（笑）。それからそれから──あれ？　真涼？」


　ふと気がつくと、真涼はうつろな目で窓の外を見つめていた。


　何やらブツブツつぶやいている。


「田中たなか工務店、肉のハナマル、ミナト製材所」


「おい……？」


「県道１３２号、出玉で勝負、ランチ￥５９０より、過払い金取り戻します、くつろぎの宿やどグランドオープン」


　ようやく俺は気がついた。


「すッすれ違う看板を読んでいるッ!?」


　お、俺の話はそんなクソつまらなかったというのかッ!?


「ま、真涼サン？　今の話興味なかった？」


「動かないバイクも買います、ゴゴス根塚ねづか店、ヘブンイレブン、文縁ぶんえん堂書店」


「ごめん！　つい調子にのっちゃった！　謝あやまるから許して！」


　頭を下げる俺だが、真涼はひたすら看板を読み続ける。


「ニワカ食品（株）、ダニーズにわか店、ニワカナルド」


「ちっ違うぞっ！　俺はにわかじゃない！」


　看板を読むフリして彼氏をディスるとは、なんて高度な毒舌！


「めぞほ銀行にわか支店、にわか寿司ずし、にわかクリニック、にわか海。──海」


「えっ？」


「海、だわ」


　あわてて顔を上げると、真涼の見つめる景色は──





「おおお、きたあああ！　海だーーーっ！」





　思わず大声をあげてしまった。


　鮮やかな真まっ青さおな空が、降りそそぐ陽射ひざしに光る白波が、砂浜に咲く色とりどりのパラソルが、窓の外に広がっている。


「すっごーーーいっ！　綺麗きれいーーーっ！」


「ふふん、なかなかのものじゃない？」


　千和と冬海も身を乗り出し、興奮した表情で海をながめている。


　ヒメは携帯ゲームを握ったまま船を漕こいでいたので、


「おいヒメ、起きろ！　海だぞ海！」


　肩を揺すってやると、ぱちっと目を覚ました。


「うみ？　どこ？」


「そっちの窓じゃない。こっちだこっち」


　座席を代わってやると、ヒメは窓の外を見つめたまま硬直してしまった。


　大きく見開かれた目だけがきらきら輝いている。


「どうだ、初めて見た海の感想は？」


　ヒメは景色を食い入るように見つめたまま、ハッキリ大きな声で言った。





「ｚｉｐで欲しい！」





♯７　海を満喫する修羅場








　冴子さえこさんが紹介してくれた保養施設は、砂浜に面した高台にある一軒家だった。こぢんまりとした二階建てで、建物は新しく内装も清潔。これなら快適に三日間をすごせそうだ。


　管理人さんから鍵かぎを受け取って諸注意を受けた後、リビングのソファでこれからの予定を話し合うことになった。


「へ？　もちろん泳ぐんじゃないの？」


　と、千和ちわはその場で屈伸しながら言う。


「だってあたし、もう下に水着着てるよ？」


「小学生かお前は」


　今にも服を脱ぎ捨ててビーチに突撃していきそうだ。こいつ泳ぐの好きだからなあ。


「私たちは泳ぎに来たのではありません。部活に来たのです」


　と、真涼ますずが会長らしいことを言った。


「塩水につかってバチャバチャやるヒマがあるなら、ビーチの視線を独ひとり占めする『モテカワ行動』を実践しなくては」


「それ、夏川なつかわが泳げないからってだけじゃないの？」


「いいえ泳げます。ただ私の場合、凹凸おうとつの少ないロリボディを水の中に隠す必要がないだけです」


「誰だれがロリボディよ!?」


　と、いつものように口ゲンカする二人を「まあまあ」となだめつつ、


「ヒメ、お前は何がしたい？」


「前世で暮らしていた我わが居城『アナスタシア』を千分の一スケールで砂浜に蘇よみがえらせたい」


　ようするに砂遊びか。定番だな。


「冬海ふゆうみは？」


「貝殻かいがら拾いなんてどうかしら。なかなか乙女おとめでいいと思わない？」


「おお、いいなそれ」


　準備であわただしくて朝を抜いたから腹が減った。アサリとかハマグリとか食べたい。


「そういうえーくんは何がしたいの？」


「ん？　俺おれか、俺は……スイカ割りかな」


　スイカ割りがしたいというより、単にスイカが食いたいだけだけど。


　真涼がぽむ、と手を叩たたいて、


「じゃあ、全部やっちゃいましょう」


「は？」


「ですから、モテカワ海水浴にモテカワ砂遊び、モテカワ貝殻拾いにモテカワスイカ割り。全部実行すればいいじゃないですか」


「いちいち『モテカワ』つける必要あるのかそれ」


　スイカ割りでどうやってるモテるんだろう。割ったスイカを無料で振る舞うとか？


「例のミスコンに向けての特訓もかねています。私の優勝は動かないでしょうけれど、他ほかのみなさんも入賞くらいしてもらわなくては」


　真涼が挑発の笑みを浮かべると、三人の目つきが変わった。


「やってやろうじゃないの！　『海に落ちたチワワ』と言われたあたしの泳ぎを見せてあげるわっ！」


　千和、それはぜんぜん褒ほめてないと思うぞ。


「『アナスタシア』はただの城ではない。精霊魔術エンジンを搭載した戦闘要塞。主砲である『火竜サラマンダの雷いかずち』の他、魔動砲まどうほう二百三十五門を備え、火星を十回破壊するだけの戦力を有している」


　ヒメよ。火星を十回壊そうが百回壊そうが、モテないもんはモテない。


「潮風しおかぜに髪を吹かれながら、桜色の貝殻にそっと耳をあてる……。そんな乙女なふるまいが一番似合うのは誰なのか教えてあげようじゃない」


　そんなのいいからアサリ探そうぜ冬海。宿やどに持って帰って味噌みそ汁にしよう。なんなら酒蒸さかむしでもいいぞ。


　──と、いう俺のツッコミはもちろんガン無視され。


　部屋で各自着替えを済ませた後、俺たちは海の家で道具一式を借りてビーチへ出た。


　駅から歩いてきた時には気にならなかった潮の香りが一気に来た。サンダルのすき間から入り込む砂が熱い。海の家から流れるＦＭラジオ、波の打ち寄せる音、海水浴客のはしゃぐ声が混じり合う独特の喧噪けんそうが裸の上半身にぶつかってくる。


　海だ。


　正真正銘の海。


　なんだかんだで、テンション上がるなあ！


「うーーーーみーーーだぁーーーっ！」


　俺と真涼がビーチパラソルやレジャーシートをセットしてる横で、千和がヒメの手をひっぱって突撃していく。


「ちょっとあなたたち、準備運動しなさいよ！」


　と、冬海が堅苦しいことを叫さけんでもどこ吹く風、


「ち、チワワ、こわくない？　ホントにこわくない？」


「あはは怖くない怖くない！　行っくよー！　いっちにっのっ、ざっぶーん！」


　千和は押し寄せる波めがけてヘッドスライディングを敢行かんこうした。当然手をつないでるヒメも付き合わされるハメになり、派手に水しぶきを上げて滑り込んでいく。


「きゃっほー♪　きっもちいー！」


「ついに七つの海を制覇した……！」


　無邪気に笑う千和の声に、フフフと魔女ちっくに笑うヒメの声が重なる。


　俺はあきれて、


「子供か、あいつらは」


「まったくです。あれではモテませんね」


　ビーチパラソルの下で体育座りした真涼が「やれやれ」とため息をつく。


「で？　お前は泳がないのか？」


「……いじわるを言うと、鋭太えいたくんでも許しませんよ？」


　おお、むくれてるむくれてる。泳げないこと結構気にしてるんだな。


　いっぽう、冬海はさっそく貝殻拾いを始めたようだ。艶つややかな髪をかきあげてしゃがみこみ、じっと白い砂を見つめるその姿はなかなかサマになっている。これならモテるかもしれない。


「どうだ？　アサリとかあるか？　ハマグリは？」


「あのね潮干狩りじゃないんだから。……あっ」


　冬海は小さな白い貝殻をつまみ上げ、嬉うれしそうに俺に差し出した。


「ねえ季堂きどうくん、この貝殻なんだかハートの形に見えない？」


「そうか？　俺にはアジフライに見えるが」


　ああ、ますますお腹なかがすいた。


　もうすぐ正午だし、海の家が混こむ前に何か買ってこようかな。


　冬海は微妙にひきつった顔で貝殻を見つめ、


「き、きっとこれと同じ形をしたのがもう一つ落ちているはずよ。一緒に探さない？」


「アジフライを？」


　冬海の肩がプルプルしはじめ、握りしめた手の中でアジフライ貝がパキッと音を立てた。


「もういいわよ、タッくんのバカぁっ！」


　ふんっと顔をそむけ、足取りも荒く海に入っていく。何をそんなに怒ってるんだあーちゃん。


「冬海さんの『モテカワ力』も、鋭太の『鈍感力』には歯が立たないようね」


　と、他人事ひとごとのように真涼が言う。近くに千和たちがいないので「冷たい真涼」モードになっている。


「そういうお前の『モテカワ力』はどうなんだ？」


「……見ての通りよ」


　言われて周りを見まわすと、遠巻きだがちょっとした人だかりができていた。ざっと見たところ男七：女三くらい。そのほとんどが真涼に注目し、ぼーっと見とれたりツレとささやきあったりしている。


　銀色の髪と蒼あおい瞳ひとみの破壊力は、海でも十分発揮されているようだ。


「動物園のコアラだな、まるで」


「ふん。誰がコアラのマーチですって？」


「言ってねえよお前ん中チョコつまってんのか」


　真涼は自分の体を隠すように、背中を丸めて膝ひざを抱えている。注目を浴びるのは慣れっこのはずだが、こうも「見世物」扱いされるとさすがに居心地が悪いのかもしれない。


　俺はバッグからバスタオルを取り出して、真涼にかけてやった。


　周囲の男どもから「余計なことすんなよ」的なため息が聞こえたが、鈍感力を発揮してスルーする。


　真涼はジロリと俺をにらみ、


「恋愛脳みたいなことをして、なんのつもり？」


「この合宿中、千和たちに本当の『彼氏彼女』だってところを見せつけるんだろう？」


　真涼はくちびるをとがらせてバスタオルをかき合わせ、


「……では、一応礼を言っておくわ」


「おう」


「でもあの三人、全くこっちを見てないわね」


　真涼が指さす先を見ると、確かに三人ともそれどころではないようだった。
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　千和は沖に見える一本松の生えた岩まで「でやーっ！」と遠泳しているし、ヒメと冬海は砂のお城をせっせと作っている。戦闘要塞「アナスタシア」は相当に大物らしく、土台として積み上げられている砂がハンパじゃなく多い。火星の破壊は無理だろうが、明日二人を筋肉痛にするくらいはできそうだ。


「みんな、満喫まんきつしてるなあ」


　いったいどこら辺がモテカワなのかわからないけど。


　──まっいいか。その方が平和で！







◆







　一時間くらい遊んだ後、昼食となった。


　海の家で焼きそばとラムネを五人前買ってきて、ビーチパラソルの下で食べる。


「不思議な味」


　麵めんをひとくちすするなり、ヒメが声をあげた。


「味そのものは中途半端はんぱ。ソースは塩辛いばかりで滋味じみに乏とぼしく、何より麵がふやけているのが致命的。──しかし、不思議と後をひく」


　珍めずらしく中２ワード以外で饒舌じょうぜつなヒメである。意外と味にうるさいのだろうか。


「海で食べるとなんでも美味おいしいよねー」


　と、千和は早くも容器をカラッポにしてラムネをぐびぐび飲んでいる。ほっぺについた青のりを取れ、モテカワにほど遠いぞ。


「味が濃いめなのは、泳いで疲れてる人のことを考えてるのかしら」


　冬海はパスタを食べるみたいに箸はしに少しずつ麵を巻きつかせて口に運んでいる。食べ方にも個性が出るなあ。


　食の細い真涼も海で食べる焼きそばは格別のようで、もうほとんど食べ終わっている。良いことだ。こいつ、ちゃんと飯食ってるのか不安だからな。


　一番遅かったヒメが食べ終わるのを待って、真涼は言う。


「鋭太くん、デザートの準備をお願いします」


「は？」


「あなたが言い出したのでしょう？　ほら」


　と、真涼は海の家で買ってきた（俺が買わされた）スイカ一玉を指さした。


　どうやら「割れ！」ということらしい。


「がんばれえーくん！　モテカワに割ってね！」


「エイタのモテカワ流剣術ならば造作もないこと」


「モテカワ風紀委員の私が、あなたのスイカ割りを採点してあげるわ！」


　ああもうモテカワモテカワうるッせぇぇぇーよ！


　俺はスイカに背を向けて座らされ、真涼にタオルで目隠しをされた。


「ところで棒はどこにあるんだ？」


「ありませんよ、そんなもの」


「棒なしでどうやって割るんだよ？」


「そこは頭を使ってください」


「知恵でどうにかなるのか？」


「ええ、おでこでガツーンと行けば楽勝です」


「物理的かよ！」


　俺の抗議を無視して、真涼は「ではスタート！」と号令をかけた。


　俺はともかく立ち上がって一歩踏み出したが──ど、どうすりゃいいんだ？


　すると右の方から手を叩く音がして、


「ほらほらえーくん、こっちこっち♪」


　千和の声だ。俺は右に向かって歩き出す。


　次は左手の方から声がして、


「エイタだめ、そっちは冥界めいかい。わたしの方にきてきて？」


　と、ヒメの可愛かわいい声がするので左に方向転換する。


　すると今度は斜め後ろ右から声がして、


「季堂くんこっちよ！　風紀委員の言うことに従したがえば間違いないわ！」


　と、冬海が言うので俺はそちらに向かって歩き出す。


　しかし背後で真涼の声がして、


「みんながあなたをだまそうとしている！　正しいのは私だけです」


　なんだ後ろかと方向転換してみれば、


「夏川の言うことだけは聞いちゃダメだってば！」


「会長は暗黒邪神……混沌魔王……悪魔将軍……」


「気をつけなさい。その女は季堂くんを堕落だらくさせるわ」


　と、三人口をそろえて「真涼は信じるな」と言う。


　──さて、どうしたものか？


　これまで真涼にはさんざん振り回されてきた。


　今回もひどい目にあう可能性は高い。


　しかし、ここで〝彼女〟を信じないのは〝彼氏〟としてどうなのか？


　イチかバチか、飛び込んでみよう！


　俺は真涼の声がする方へ一歩一歩砂を踏みしめて近づいていった。背中で千和たちが口々に何か言うのが聞こえたが、気にしないことにする。


「真涼、スイカはどこだ!?」


「その位置からまっすぐ五メートルです。飛び込んでゲットしてください」


「……信じて、いいんだな？」


「もちろんです。幸せになれますよ」


　ならば俺も覚悟を決めよう。


　俺は真涼の声が示した地点めがけて、体勢を低くして突進した。





　もみゅ。





　──んん？


　顔が何かにぶつかったぞ？


　スイカじゃないよな。こんなまろやかなスイカがあるものか。


　張りがあって。ほどよく指が沈み込み。なんとも言えず良い香りがして。


　しかもスイカは二つあって、俺の頰ほおをやさしく包み込んでくれるのだ。





「どうですか鋭太くん。スイカ……美味しいですか？」





　笑みをこらえるような真涼の声が耳をくすぐる。


　うむぅ。


　オチが読めてしまったぞ。


　まさかなぁ、こんなベッタベタの使い古されたパターンをやってくるとはなぁ。


　確かに幸せにはなれたけど。


　すっげー、気持ちいいけど。





「えーくぅん？　ぬぁぁぁにをやってるぅぅぅのかぁなぁぁぁ？」


「……わたしのことはギュッとしてくれないのに……」


「は、は、は、は、破廉恥はれんちだわーーっっっ！」





　怨念おんねんのこもった声が聞こえる。


　この後、俺に待っているのは、地獄。


　修羅場しゅらばという名の地獄。


　だから少し、もう少し、このままで……。







◆







　その後のことは、あまり思い出したくない。


　俺は風紀委員に「ボクは破廉恥な男です」と背中にマジックで書かれて、午後はずっと荷物番させられるハメになった。単語帳持ってきてて本当に良かったと思う。


　まぁ、彼氏彼女と認めさせるっていう意味では、あれは良いアピールになっただろう……と、無理やり自分を慰なぐさめた。


　宿に帰ってシャワーを浴びて背中を鏡で見ると、文字の部分だけが日焼けせずに白くなっていた。どうやらこの夏を「破廉恥」の文字を背負ってすごさねばならないらしい。


「フッ。刻きざまれし罪の烙印らくいん、か」


　中２病戦士っぽくつぶやき、背中の文字を指でなぞる。


　ああ、それにしても──





「もうちょっとだけ揉もんでおけば良かったあああああああああ!!」





♯８　女二人のキッチンは修羅場








　夕食はカレーを作ることになった。


　宿やどにあらかじめ用意されていた食材が、じゃがいも、にんじん、タマネギ、牛肉。これでビーフシチューを作るやつは相当のひねくれ者だと思う。やっぱり合宿と言えばカレーだろう。


　キッチンの戸棚を探し回っていた冬海ふゆうみが肩をすくめて、


「ダメね。他ほかの調味料はそろってるけど、ルーはないみたい」


「マジかよ、どうしろと？」


「ビーフシチューの素ならあるけど」


「……管理人さん、相当のひねくれ者だな」


　ともかくルーなしではカレーが作れない。買い出しに行く必要があるだろう。


「買い出しは二人もいれば十分でしょう。公平にじゃんけんで決めましょうか」


　と、真涼ますずが提案する。


「ただし鋭太えいたくんは残ってください」


「ん？　どうして？」


　真涼はリビングの天井てんじょうからぶら下がっているシャンデリアを指して、


「さっきスイッチを入れてみたんですけど、つかないんです。電球を探して替えておいてもらえませんか？」


　なるほど、それは男の仕事だな。


　冬海がてきぱきエプロンをつけながら、


「私も残ってカレーの下ごしらえするわ。どうせあなたたち料理できないんでしょ？」


　千和ちわがむっとくちびるを尖とがらせて、


「なんで決めつけるのっ？　ひどいよ！」


「あら、できるの？」


　千和はハイッと手を挙げ、


「ごめんなさい！　言ってみたかっただけです！」


「……あのねえ……」


　じゃんけんするのは冬海以外の三人になり、その結果真涼がここに残ることになった。


　千和とヒメが出かけた後、俺おれはリビングの押し入れを開けて電球を探し始めた。真涼と冬海はキッチンの流しで野菜の皮むきである。





「夏川なつかわさん、ひとつ聞いてもいいかしら？」


「私に答えられることでしたら」





　背中で二人の会話を聞きながら、俺は押し入れの一番下の段を探す。


　……うーん、暗くてよく見えない。


　電気がつけられればいいのだが、その電球を探しているというジレンマ。





「四月や五月のことだけど、夏川さん困ってたわね。男子に告白されすぎて」


「いえ？　別に困ってなんか」


「私、一度見かけてるのよ。体育館の裏で告白された後ため息をついてるあなたを」





　手探りで漁あさってみたが──ダメだ。ここは洗剤のストックばかりだ。


　ひとつ上の棚を探そう。





「そうですか。それが何か？」


「悪いけど、その告白の様子も聞こえちゃったの。花壇の所まで声が届いてたもの」


「……」


「相手の男子すごい剣幕だったわね。ああいう逆ギレ男、私も大嫌い」





　……。


　なんかあっちは、シビアな会話してるなぁ。





「あんなことが続けば、告白されるのが嫌いやになるわよね。もう誰だれでもいいから付き合ってしまおうと思っても不思議じゃないわ」


「……はあ」


「そういう意味では、季堂きどうくんっていい人選よね。クソ真面目まじめだし、女の子にガツガツしてないし、成績トップだからあなたが付き合ってもそれほど不思議に思われないし」


「…………。ねえ冬海さん」


「何？」


「じゃがいもって、どこまでむけばいいんです？」





　ああっ!?　という声がキッチンに響いた。


　ビー玉みたいに小さくなったじゃがいもをつまんで、冬海が怒鳴どなっている。





「皮だけで良かったのに、どうして実まで削けずっちゃうのよ!?」


「そうでしたか。道理で『止やめ時がないな』って」


「もう、じゃがいもはいいから玉ねぎの皮むいてて！」


「了解しました」





　二人が料理を再開したので、俺も押し入れ探検に戻った。





「話を戻すわよ。季堂くんと付き合ったおかげで、告白されることはなくなったのよね？」


「ええ、まあ」


「当然よね。彼氏がいる相手に迫せまろうなんていう破廉恥はれんちな男子はいないでしょうし」


「でしょうね」


「もし、それが目的で季堂くんと──だったら。私、許せないかも」





　俺は思わずキッチンを振り返り、二人の背中を見た。


　真涼と冬海はせっせと手を動かしていて、お互いの顔を見ようとはしない。


　二人の表情は、どうなってるのだろう。





「おっしゃる意味が、よくわからないのですが」


「私なりにね、考えてみたのよ。もし彼の伯母おばさんが言う通り二人の関係が『偽物フェイク』としたら、その目的は何かって」


「……。冬海さん」


「どう？　当たりかしら」


「タマネギって、どこまでむけばいいんですか？」





　冬海の「なあぁっ!?」という悲鳴が響いた。


　小さな芯しんだけになってしまった可愛かわいいタマネギをつまんで、





「茶色いところだけでいいのよ！　なんで実までむいちゃうわけ!?」


「ああ。道理で『止め時がないな』って」


「その言い訳さっき聞いたし！　もういいからお米研といでて！　洗剤は使わないでよっ！」


「ぷぷぷ。お米研ぐのに洗剤なんて使うわけないじゃないですか」


「あなたがベタなことばっかりしてるからだしぃぃぃ！」





　冬海は床を踏み抜かんばかりに地団駄を踏む。


　やっぱり、真涼の方が一枚上手うわてか？


　……いや、それにしても。


　冬海の推測、かなり核心をついてるな。


　さすが鬼の風紀委員、千和やヒメとは役者が違うってことか。





「それでどうなの？　私の推測は当たってるの？」


「そうですねぇ、どうなんでしょうかねぇ」


「……ちょっと待ちなさい。砥石なんか取り出してどうするつもり？」


「ええ。一粒一粒丹誠込めて研いでいこうかと」


「ひと晩かかっても終わらないわよ！　あなた一体いつまでボケ倒すつもり？」


「ええ、『止め時がないな』って」


「今すぐ止めないと怒るし温厚な愛衣あいちゃんもしまいにゃキレるしもおおおおおっ！」





　と、まあ、そういうわけで。


　怒鳴り疲れたのか、冬海は黙々とカレーの下ごしらえをするばかりになった。真涼の「ボケ勝ち」である。


　俺もようやく電球を見つけて、脚立きゃたつを使って取り付けにかかる。


　野菜を炒いためる音とともに、香ばしい匂においがキッチンから流れてきた。そろそろ千和とヒメも帰ってくるだろう。


「それにしても、冬海さんは料理が上手ですね」


　真涼はテーブルの上に五人分のお皿を並べる。


「まあね。うちお母さん死んじゃっていないから。お父さんや弟のご飯つくるのは私の役目」


　おやさいきつね色～♪　と鼻歌を歌いながら、冬海はコンロの火を止める。


「夏川さんの家は？　兄妹とかいるの？」


「ええ、妹が」


「ふうん。仲いいの？」


「ド最悪です」


「…………そ、そう」


　ただならぬものを感じたのか、冬海もそれ以上聞かなかった。


「うちは結構仲いいのよ。転校ばっかりでなかなか友達できなかったから、いつも弟と一緒に遊んでたわ」


「お医者さんごっこですか？」


「お医者……いや、普通にゲームしたりとかそんなところね」


「ははあ、お医者さんゲーム」


「だから違うって言ってるし!?」


　このやり取りだけ見ていれば、普通に仲のいい部活の仲間である。


　だけど──さっき冬海が口にしたセリフが、俺は気になる。


　やっぱり、疑われているのだ。


　俺と真涼が「彼氏彼女」と認められるには、いったいどうしたらいいのだろうか？





♯９　謀略の結末は修羅場








「思い切った手段を取るしかないでしょうね」


　風呂ふろ場の中で、真涼ますずは言った。


「思い切った手段って、なんだよ？」


　風呂場の外で、俺おれは答える。


　夕ごはんの後は自分の部屋でくつろいでいたのだが、真涼から「内緒の話アリ」とメールが来たので、指定された「宿やどの裏手、風呂場の窓の隣」に来てみたら──真涼は風呂に入ってた。


　風呂場の窓越しに会話しよう、ということらしい。


　宿の中は千和ちわたちの目があるから、確かに内緒話にはうってつけだけれど。これってもし誰だれかに見つかったら通報されるんじゃないか？　覗のぞきの現行犯。


「さっきの冬海ふゆうみさんとの会話で確信したのよ。これだけ疑われているのであれば、決定的な証拠を突きつけるしかないわ」


「え？　なんだって？」


　シャワーの音にかき消されてよく聞こえない。


「けっていてきな、しょうこ！」


「証拠って、なんの？」


「私たちが付き合っているという証拠よ」


　そんなこと急に言われてもなぁ。


　例えば何があるだろう？


「デートで撮ったプリクラとか、プレゼントした記念の品とか、そういうヤツか？」


「悪くない考えだけれど、どちらもねつ造しようと思えばできる物だわ。春咲はるさきさんや秋篠あきしのさんが納得しても、冬海さんやあなたの伯母おば様は納得しないのではないかしら」


「難しいな……」


「そもそも、そのどちらも私たち持ってないでしょう？」


「あ、そっか」


　実はまだ「フェイク」を始めたばかりの頃、「証拠写真としてプリクラでも撮ろうか？」とゲーセンまで行ったことはあるのだが、機械の前で回れ右して帰ってきてしまった。あのまがまがしい「恋愛脳オーラ」に耐えきれなかったのだ。真涼なんて、帰り道ずっと「死ね腐れ死ね腐れ死ね腐れ死ね腐れ死ね腐れ」とかつぶやきながらガードレールを蹴けっていた。俺の彼女と国土交通省が修羅場しゅらばすぎる。


「じゃあどうするんだ？　プレゼントなんてすぐにねつ造できるわけないだろうし」


「だから、品物では駄目なのよ」


　シャワーの音が止み、バスタブからお湯があふれる音がした。


「彼女たちが見て一発で信じてしまうような、強烈な『何か』でなければ」


「きょーれつ、ねえ」


　会話が途切れると、近くの砂浜から波の音がはっきり聞こえてきた。


　空を見上げれば満天の星。月のない夜だから、夏の星座がのびのびと広がっている。


　ああ、やっぱり海っていいなあ！


　……なのに、してる話は偽装フェイクの相談だからな。非常にトホホな気分になる。


「例えばこういう手はどうだろう？」


「聞かせて頂戴ちょうだい」


「あいつらの前で、二人で行ったデートの話で盛り上がるんだよ。あそこのお店が美味おいしかったねとか、あそこの景色が綺麗きれいだったね、とか」


「それには口裏を合わせるための綿密な打ち合わせと、もっともらしくしゃべる演技力が必要ね。私はこなしてみせるけど──鋭太えいた、自信ある？」


「……ないな」


「では却下」


　俺は思わず窓の方を振り向いて、


「なんだよお前！　さっきから反対ばっかで、」


　そこまで言いかけたところで、俺は声を失った。


　磨すりガラスの向こうに、真涼の裸身らしんが浮かび上がっていたのだ。
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　肩から背中、背中から腰へと流れていくラインが、肌に貼はりついた髪で強調され。


　お尻しりはぷくんと丸く、いつも見ているスカート姿からは想像できないくらい豊かで。


　瑞々みずみずしく張りつめた乳房ちぶさが、上向きに尖とがってるのがわかる。


「……」


　ただただ、見とれてしまった。


　ギャルゲーの主人公が「ラッキースケベ」にあった時みたいな奇声を発することもできない。


　絵心のない俺は、美術の題材にヌードが選ばれる理由がずっとわからなかったけれど……唐突とうとつに理解できた気がする。そのくらい強烈だった。





「──考えが、ないでもないわ」





　真涼の声で、現実に引き戻された。


　俺はあわてて窓から視線をはずし、


「き、聞かせて、くれよ」


「烈風斬れっぷうざん」


「…………は？」


「自分で書いたのに忘れたの？　キスのことよ」


　ああなんだ、中２ノートにあったアレのことか。


　──って、


「き、キスだと!?」


「春咲千和、秋篠姫香ひめか、冬海愛衣あいの見ている前でね」


「……ちょ、ちょっと待てよ」


「さりげない感じがいいわね。いかにも『こんなの軽いあいさつだぜ』という風に、あなたから私にキスするの」


　真涼の口調は淡々としていた。


　いつもの毒舌のように、俺の反応を見て楽しむ感じではない。


　それだけに恐ろしい。本気度が伝わってくる。


「そっそれはマジで言ってるのか!?」


「あら、そんなに驚くことかしら？　もう何度もしてるじゃない」


　確かに。


　真涼とはもう、何回かキスしてる。


　だけどそれは、あくまで向こうからの不意打ちだ。


　千和たちの前でしたことはないし、それを知られたこともない。


「キスごとき、私たち『恋愛アンチ』にとっては大した意味もないけど、彼女たち『恋愛脳』にとっては強烈でしょう？　これを利用しない手はないと思うのだけれど」


「だけど千和たちは怒るだろう。いや、怒るだけじゃすまない」


「ええ、修羅場になるでしょうね」


「他人事ひとごとだと思って！　三人分だぞ!?」


「……そうね。言う通りだわ」


　真涼の声が響く。


「だから、この件に関してはあなたに『選択権』をあげる」


「選択権？」


「ノートの秘密を盾に強要はしない、ということよ」


　黒歴史を暴あばくよりも、よほどに惨むごいことを、真涼は告げた。





　──キスするか、しないか。あなたが決めて。季堂きどう鋭太。







◆







　夜十時すぎ。


　ご飯も食べたし、お風呂も入ったし、いつもなら後は勉強して寝るだけ──というところだが、合宿の夜は終わらない。


　リビングに集まった俺たちはトランプをして遊ぶことになった。ポーカー（真涼の圧勝）と七ならべ（これも真涼の圧勝）を経へて、今は神経衰弱をしている。


「あ……ミスった」


　確かここにハートの３があったと思ったのに、めくってみたらスペードの７だった。


　これでもう五連続失敗。一組も取れてないのは俺だけだ。


　次の番の千和がくすくす笑いながら、


「えーくんよわっ。ハートの３はこっちだよーん」


　と、俺が狙っていた札をあっさり取ってしまった。


　冬海があきれたように、


「もしかして暗記苦手なの？　日本史とかどうやって勉強してるのよ」


「いやぁ、ははは……」


　俺はもう笑うしかない。


　さっきから札が頭に入ってこない。まったく集中できない。


　ふと気がつけば、正面に座る真涼のくちびるをぼーっと見つめている自分がいる。


「エイタ、具合悪い？」


　隣にいるヒメが心配そうに顔を覗きこんでくる。


「だ、大丈夫だぞーお？　ここから巻き返すからなっ！」


　腕まくりして強がってはみたものの、正直トランプどころではない。


　心臓はさっきからバクバクいってるし、変な汗はかいてるし、本当に神経が衰弱しそうだ。


　真涼の方は淡々としたもので、特に緊張した様子もなく、普通に神経衰弱を楽しんでいるように見える。ただ、俺とは視線を合わせようとしないのがちょっとだけ気になった。


　──この後。


　俺は覚悟ができたところで、「疲れたから先に休む」と席を立つことになっている。真涼が「おやすみなさいダーリン」と言ったら、それが合図。俺は真涼の耳元で「ああ、おやすみハニー」とささやいて、そのままくちびるにチュッ。


　って、自分で言っててカユくなってくるなぁ！


　どこの米国人カップルだよ。日本人じゃねーよそんなヤツら！


「頭かきむしって、どしたの？」


　千和が不思議そうに、


「もしかして、もう眠かったりする？」


「いやいやそんなことないって！　ほら、こんなに元気さぁ！」


　俺は右腕を折り曲げて力こぶを作ってみせた。神経衰弱で腕力は関係ないと思うのだが、とっさに元気アピールする方法が他ほかに思いつかない。


「そう？　それならいいんだけど」


　そう言いながら、千和はソワソワ体をゆすっている。落ち着きがない。


　ヒメや冬海もさっきから目配めくばせし合ったり、俺と視線が合いそうになるとそらしたりと、なんだか落ち着かない様子だ。


　どうしたんだろう。何か気になることでもあるのだろうか。


　ともかくこっちはそれどころじゃない。千和たちが先に「おやすみなさい」しないうちに、決断しなくてはならないのだ。


　どうする？


　まさに今、俺は冴子さえこさんが前に言った「選択」を迫せまられている。


　ハーレムか。


　修羅場か。


　あの時は「どっちもお断りです」と俺は答えた。


　恋愛アンチにとっては、ハーレムだろうと修羅場だろうと同じこと。恋愛そのものが忌避きひすべきものだから。


　しかし、今はどちらかを選ばなくてはならない。


　真涼にキスすれば、修羅場ルートまっしぐら。


　キスしなければ──ハーレムルート「気味」の選択肢ということになるだろう。なるべく千和ヒメ冬海を刺激せず、真涼とも一定の距離を保ったままになる。


　ただ、フェイクは崩壊する。


　崩壊した先に待っているのは──やっぱり修羅場じゃないのか？ 


　だったら。


　結論を先延ばしにするより、今決断するべきだ。


　ちら、と時計を見る。午後十時二十七分五十秒。千和はいつも十一時前には寝てしまうから、そろそろ危険水域だ。


　二十八分になったら、行こう。


　カウントダウン。


　三、


　二、


　いち、


「つ、疲れたから、俺は先に休ませてもらうわ」


　俺は合図の言葉を口にした。


　次に真涼が「おやすみなさいダーリン」というはずだ。


「じゃあ、今日はこれでお開きにしよっか」


　ところが、千和に先を越されてしまった。


「なんだよ。俺に合わせて止めることないだろ？」


「いいよもう、飽きちゃったし。それより今日中に渡しておきたいものがあるの」


　千和は自分のトートバッグから白い紙袋を二つ取り出した。


「こっちが夏川なつかわので、こっちがえーくんね」


　紙袋を手渡された真涼はきょとんとしている。


　俺も同じく、きょとん。


「この袋がなんだって言うんだ？」


　すると冬海が俺の脇腹わきばらをつついて、


「いいから開けてみなさいって。ねえ、ヒメちゃん？」


　話を振られたヒメは顔を赤くしてうつむいた。どうやら三人ともグルらしい。


　言われるまま袋の中身を取り出すと、ちょっと洒落しゃれたデザインのストラップが入っていた。


　アルファベットのＺをかたどってある。


「言っとくけど、それＺじゃなくて『乙女おとめ』の『乙』だからね？」


　笑いをこらえながら、千和は同じストラップをポケットから取り出す。


「五人ともおそろいだよ。ちなみにデザインはヒメっちだから」


「発案者は千和で、作ってくれるお店を紹介したのは私ね」


　と、冬海とヒメも同じストラップを取り出してみせた。


　千和がにこにこ笑いながら、


「ほら、運動部ならおそろいのユニフォームとかバッグとかあるけど、乙女の会ってそういうのないでしょ？　せっかく正式な部になったのにさみしいなーって思ってさ、代わりに何か作れないかなって二人に相談してみたの」


「夏川さんには内緒でね。いちおうあなた、この部を作った功労者だし？　部員からのプレゼントってことにしようってヒメちゃんがね」


　ヒメはまたまた顔を赤くして、こくりと小さく頷うなずいた。


「でも、なんで俺にまで内緒にしてたんだよ？」


「えーくんに言ったら、夏川にバレるじゃん！　ウソつくのすっごいヘタなくせに！」


　と、千和に笑われた。その通りすぎて何も言えない。


「ほら、明日は例のミスコンでしょ？　勝負の後だと、やっぱりこういうの渡しづらいし。先に渡しておきたいなって」


「……」


　いったいどんな顔すりゃいいんだ？　こういう時。


　合宿前に千和たちが連絡を取り合ってたのは、俺と真涼の仲を邪魔するためだけじゃなかったんだ。


　違いすぎる。


　千和たちのくれた「愛情」と。


　俺たちが演じようとする偽物にせものの〝愛情〟が。


　こんなにも、違うなんて。





「…………して、やられましたね」





　ため息をついて、真涼は笑った。


「心のこもった品物ありがとうございます。このストラップ、大切にしますね」


　千和、ヒメ、冬海の順に見つめて礼を言う。いつもの皮肉まじりな口調ではなく、心の底から礼を述べているように見えた。


「俺も……なんか、ごめんな」


「へ？　なんで謝るの？」


　千和が小さく首を傾かしげる。


「いや、その……ごめんじゃないよな。うん。ありがとう」


　俺はあわてて言い直す。





　この空気の中でキスすることは、俺にはできない。







◆







　みんながそれぞれの部屋に戻るのを確認してから、俺は真涼の部屋をノックした。


「すまんっ！」


　パジャマ姿でベッドに腰掛ける真涼に、土下座する勢いで頭を下げる。


「き、キスどころじゃなくなってしまった！　なんか予想外の展開になって。あの状況でキスするのは気まずいっていうか、なんつーか……俺には無理だ！　ごめん！」


「──どうして謝あやまるの？」


　優しい声に顔をあげると、真涼は微笑ほほえんでいた。


　疲れと、そしてどことなく寂さびしさがにじんでいるように見える。


「あの場でもしキスを強行していたら──私、あなたを軽蔑けいべつしたわきっと」


「……」


「不覚にも」


　と、真涼は大きく首を振る。


　その手に握られているのは、「乙」のストラップだ。


「不覚にも、私、少しうるっときてしまったの。感激してしまったのよ。彼女たちの贈おくり物に。同時に、私はなんて醜みにくい生き物なんだろうって思ったわ。自分が悪魔なんだって、あらためて思い知ったの」


「いや、でもそれはたまたまで……」


「たまたまじゃないのよ」


　揺れる「乙」を見つめながら、真涼は言う。


「たまたまじゃないのよ、鋭太。確かに春咲さんたちは私のことを敵視している。けれど、同時にこういう贈り物ができる人たちなのよ。敵対している、いがみ合っている相手に、こんな贈り物ができてしまう人たちなのよ。……私とは、違いすぎる」


　重苦しい沈黙。


　こんなに自分を責せめている真涼を見るのは、初めてかもしれない。


「明日のミスコン、優勝は無理ね」


「……かもな」


　真涼がこんな状態では、「デレアピール」とやらが成功するとは思えない。


「いっそ、棄権きけんするか？」


「そうね。正直それも考えたけれど……やはりきちんと姿を見せたうえで、裁さばかれるべきでしょう。彼女の気持ちを考えると」


　真涼は立ち上がると、旅行バッグから俺の「中２ノート」を取り出した。


「春咲さんが、あなたを私に取られてどれだけ悔くやしかったか、どれだけ悲しかったか──。それを考えたら、不戦敗というわけにはいかないわ」


　ノートをめくって、最後のページを指し示す。


　そこには、両面をいっぱいに使って書き殴られた文字があった。


　俺の胸に、懐かしさがこみあげる。


　あの時の気持ちを思い出す。








　医者になって　千和の体を　なおす!!








　そして真涼は、静かに笑った。


「今までありがとう。この合宿が終われば、あなたは自由よ」
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♯10　彼女の妹と修羅場








　合宿二日目は、朝からユルかった。


　朝食は俺おれが準備して、午前八時には千和ちわヒメ冬海ふゆうみがリビングにそろっていたのだが、いつまで経たっても真涼ますずが下りて来ない。


　心配して部屋の前まで呼びに行くと、


「わたし、あさはひるまでねているので」


　と、妙な日本語と低血圧な声で追っ払われた。どうやら寝起きがすこぶる弱いらしい。


　もしかしたら、昨夜のことが尾を引いてるのかもしれないな……。


　四人だけで朝食を食べた後は、冬海の提案で夏休みの宿題をやることにした。


　千和は「海に来て宿題なんてっ」とぶーぶー言ったが、俺が無理やり納得させた。こいつ、放っておくとギリギリまでやらないからな。


　ヒメは素直に従したがって、漢文の宿題をやっている。「字、上手うますぎない!?」と冬海がビビっていた。やっぱり相当のものらしい。


　俺も千和の隣で、数学の問題集を解とき始めたのだが──


「ねえ、えーくん！　ここ教えてよってば」


　鉛筆の尻しりでヒジをつつかれて、俺はハッと我に返った。


「お、おお、悪い」


　またぼーっとしていたらしい。これで三度目だ。


「エイタ、もしかして疲れてる？」


「季堂きどうくんが勉強に集中できないって、珍めずらしいわね」


　ヒメと冬海も不思議そうにしている。確かに、我ながら珍しいことだ。


　ロクに身が入らないまま時間だけがすぎ、気がつけばもう正午。


　お昼は手軽に食べられるそうめんにした。真涼の分も用意して部屋の前まで呼びに行ったのだが、「しょくよくがないので」と辞退されてしまった。


「夏川なつかわだいじょうぶなの？　夏バテ？」


　紅白のそうめんをツルツルすすりながら、千和が首を傾かしげる。


「昨日までは元気だったのにね。今日のミスコン出られるのかな？」


「開始って、何時からだ？」


　冬海が携帯を取り出して画面を確認し、


「十六時開場、十六時半開演ね。出場者は十五時半までに第二ビーチの特設ステージ前に集合だって」


「そうか。その時間までにはきっと起きるだろう」


　自分は裁さばかれるべきだと、真涼は言っていた。


　何をするつもりなのだろう。


　ステージ上で俺が偽彼氏フェイクであることを話すつもりなのだろうか。そこまではしなくても、別れたことを告げるくらいはするのかもしれない。


　昼食をすませた後、千和がまた海に行こうと言い出したのだが、


「すまん、俺はパスさせてくれ」


　と、三人のブーイングを押し切ってひとりで外に出た。


　あてどなく散歩したい気分だった。


　このクサクサした気分が、ちょっとでも晴れるかもしれない。


　とりあえず、砂浜に沿そって南に歩いてみることにした。北に行くと羽根ノ山市だから、なるべく離れたいと思ったのだ。


　遠くへ。遠くへ。遠くへ。


　陽射ひざしに照らされ、汗を流し、波の音を聞きながら三十分ほど歩いたあたりで、周りの建物の様子が変わってきた。今までは古びた民家ばかりだったのが、瀟洒しょうしゃなお屋敷やホテルが並ぶようになってきたのだ。


　──ああ、ここが第三ビーチか。


　俺たちが滞在している第二ビーチは「海水浴場」だが、ここはれっきとした高級リゾート地である。カオルのやつがうらやましがってたっけ。


　おしゃれなカフェや小物店なんかを眺ながめながら歩いてると、向こう側から黒い群れが近づいてきた。日焼け男の集団である。地元のサーファーかなんかだろう。


　その黒い集団の中に、紅あかい点がぽつんと混じっていた。


　真まっ赤かなワンピースを着た女の子である。


　しかも金髪。


　さすが高級リゾート、外国の人も遊びに来るのか──なんて思っていたのだが、距離が縮まるにつれ、どうもその顔に見覚えがあることに気づいた。


　向こうも同じことを思ってるようで、しきりに首をひねっている。


　顔がわかるくらいの距離に近づいたところで、


「うげっ」


「うえっ」


　うめき声はほぼ同時だった。


「なんでお前がここにいるんだよ」


「それはこっちのセリフだっつの」


　そう言ってにらみけてきたのは、夏川真那まな。


　あいかわらず口の減らない中坊ガキである。


　遠目からは気づかなかったが、外国製の真まっ赤かな自転車をひいている。この辺に別荘でも持ってるのだろうか。さすがブルジョア。


「なーなーマナちゃん、このヒト誰だれよ？」


　取り巻きのサーファーの一人が猫なで声で尋たずねる。


　真那はしら～っとした顔で、


「姉貴のカレシ。かつキモオタ」


「キモオタは余計だ」


　すると取り巻きどもは、「マナちゃんお姉さんいるんだ」「俺わかってたよー妹タイプだと思ったんだー」「マナちゃんのお姉さんならすげー美人だろうね！」と、一斉におべんちゃらを言い始めた。なんなんだこいつら。時給いくらだ。


　真那はふんふん気持ちよさそうに賛辞を聞き終えると、


「んじゃ、アンタらもう帰っていいわ。アタシこいつに用事あるから」


　当然、サーファー軍団からは「エーッ!?」という声が上がるが、


「ゴメンネ、ここまでおしゃべりしてくれてアリガト！」


　と、真那が笑顔で両手を合わせると、だらしなくニヤけた顔で引き下がっていった。


「良かったのか？　追っ払って」


「良いに決まってんじゃーん？」


　真那は何度も振り返りながら去っていく軍団にニコニコ手を振りながら、


「うじゃうじゃ数で来るナンパ野郎に、ロクなのいないって。どこで切ろっかなーって思ってたトコにアンタがいて、ちょうど良かったわ」


　と、表情とは真逆のキツイことを言う。


「つーか、俺はお前と話すことなんか何もないんだが」


「アンタになくてもこっちにはあんのよ。──ま、歩きながら話そっか」


　と、俺の返事も待たずに自転車をひいて歩き始める。強引ごういんなところは姉ソックリだ。


「お前、この辺に泊まってるのか？」


「そーよ。別荘あるから」


「なんで船瀬浜ふなせはまなんだ？　金持ちなら海外行けよ。ウベア島行けよ」


「あ、去年行ったわ」


「……」


　行ったのかよ畜生ちくしょう。ヒメに代わってやれ。


「やー、すごいなー。勝ち組中の勝ち組だなお前！」


　イヤミのつもりで言ってやったのだが、


「当たり前じゃん？　このアタシが勝ち組じゃなかったら、『勝つ』って一体なんなのってハナシっしょ」


　と、まるで通じてない。駄目だこりゃ。


「で、アンタはなんでここにいんの？　スズも来てるの？」


「ああ。部活の合宿だよ」


「『妄想乙』の？」


「失礼な。『自演乙じえんおつ』だ」


「たいして変わんないじゃん」


「……ハイ」


　反論できなかった。というか全面的に肯定だ。


「そんで？　スズとは上手くいってんの？」


「…………」


　絶対聞かれると思った。


「ねえどうなのよぉ？　仲は進んでるの？　キスくらいした？」


「……答えたくない」


「ハァ？　何いってんの？　アンタ何様？」


　俺はカチンときて、


「別に敬語使えなんて言わないけどな、『アンタ』はやめろ。お前には先輩に対する礼儀ってもんが欠けている」


「あーうるさいうるさい。一度くらいアタシを凹へこましたくらいでいい気になってんじゃないでしょうね？」


　怒って「ぷいっ」と行ってしまうかと思いきや、真那はまだ俺の横をついてくる。


　潮風しおかぜに金のツインテールをなびかす女子中学生を連れていると、当然のことながら注目を集めてしまう。すれ違う男の嫉妬しっとが、トゲとなって俺の背中に突き刺さる。


　まぁ、真涼で慣れっこだけどな。


「どう？　みーんなアタシを見てるわよ」


　真那が勝ち誇ほこったように俺を見上げる。


「スズも美人だけどさ、ちょっと近寄りがたいカンジじゃん？　その点アタシは違うもん。チョーカワイイもん。アンタも嬉うれしいっしょ？　こんな美少女と歩けて！」


「はぁん？」


　俺は鼻で笑ってやった。


「そんじょそこらの男と一緒にすんじゃねえ。この俺はな……」


　ここだ！


　ここで、ここで決めるんだッ！





「この俺はどんな女にもなびかない！　恋愛アンチだァァーーーッ！」





　決まったァ……！


　実はこれ、一度言ってみたかったんだ。カッコイイ！





「ばっかじゃないの童貞どうてい」





　……。


　あ、あれぇぇぇ？


「ふ、フン！　童貞か。この俺にとっては褒ほめ言葉だな！」


「キモイキモイキモイキモイキモイ死ね死ね死ね死ね死ね死ね」


　お、あおうっ。


　女子中学生に「キモイ」「死ね」って連呼されてる？


　もしかして俺、世界でもトップクラスにカッコ悪いんじゃ……？


　いや、しかしそれ以上に、


「し、新鮮だ……っ」


「なっ何がよ？」


　ここんとこずっと、女にちやほやされてばかりだったからな！


　俺に冷たくしてくる女、最高！


「なにニヤニヤしてんの？　最高にキモイんだけど」


「もっと、もっと罵ののしってくれ！」


「ま、マジでキモッ！　寄らないで童貞！　童貞日本代表！」


「そうだ！　もっとだ、もっとォ！　ンンーッ！」


　真那は青ざめた顔をひきつらせて、


「つ、付き合ってらんない！　もう帰ろうっと。じゃあね！」


　サドルにまたがって自転車を発進させた。


　ところが五メートルも進まないうちに、ふらふらとバランスを失って、


　びったーん！


　……と、派手な音を響かせてコケた。


　赤のワンピースも金色の髪も、砂だらけである。


「ちょ、ちょっと失敗！　次が本番だから！」


　と、聞かれてもいない言い訳をして立ち上がると、再びサドルにまたがる。


　今度は十メートルくらいもったのだが、やはりふらふらとバランスを崩くずし、


　──びったーん！


　俺は真那を指さしてぴょんぴょん反復横跳びしながら、


「お？　お？　なんですかぁ～？　もしかしてチャリ乗れないんですかあ～？　夏川真那さぁ～ん？　確か中三でしたよね～え？」


　ここぞとばかりに煽あおってやると、真那の顔がみるみる真っ赤になった。


「ざまぁないぜ！　ハッハー！　タッくん大勝利ぃぃぃ！」


　女子中学生相手に勝ち誇る俺、カッコいい！


　カッコイイ！


　……カッコイイ……かな？ 


　むしろ普通に…………クズ？


　疑問を覚えたその時、真那が顔を覆おおってうずくまった。


「ぐすっ……ひぐっ……そんなに笑うコト……ないじゃないのよぅ……っ」


　ああ、なんか泣かせてしまった!?


「ご、ごめん。調子に乗りすぎた。悪かったよ」


「ぐすんっ、ぐすぐすっ」


「本当。この通りだから。な？　ホラつかまれって──うおっ!?」


　手を差し伸べたところ、手首をつかまれて思いっきりひっぱられた。当然転ぶ。そりゃ転ぶ。さっきの真那以上の勢いでつんのめり、道路に砂ぼこりを巻き上げてしまった。


「きゃははははははは！　ぶぁーか！　ひっかかったわね！」


「てっ、てめえウソ泣きかこのガキ！」


「ちょっとさわんないでよ童貞！　一生処女の呪のろいがかかったらどうすんの!?」


「おーおもしれーじゃねーかよかけてやんよオラァァ！」


　白昼の往来で、女子中学生とガチでケンカする俺──最低！







◆







　人が集まる騒ぎになったので、とりあえずその場を離れることにした。


　俺が自転車をひいてやって二人で歩き、人気ひとけのない児童公園にやって来た。


「ここでいいでしょ」


　真那がベンチに腰掛ける。


　自転車のスタンドを立てて停めてから、俺も隣に腰掛けた。


「お前、なんで自転車なんか持ってきたんだ？　乗れないくせに」


「だから乗れるってば！　さっきはチョット乗り方を忘れただけ」


　その言い訳が、すでに「乗れません」と白状してるようなものだが。


　真那は俺の顔をじっと見つめて、


「それで、スズの様子はどうなの？　元気なの？　毎日暑いけど、ちゃんと食べてる？」


「そんなに気になるのか、姉さんのこと」


　すると真那はあわてて顔をそらし、


「き、気になるっていうか、パパに報告する義務があるだけだから」


「そうか」


　こいつ、なんだかんだで姉想あねおもいだよな。言ったら怒るだろうけど。


　俺は最近の真涼の様子を、なるべく細かく話して聞かせた。


　当然、昨夜のことも話すことになり──フェイクのことは隠したまま、「別れるかもしれない」ということだけを伝えた。


「──そっか。もう限界なんだ」


　聞き終えた後、真那はぽつりと言った。


「でもアンタよくもった方よ。スズの人間不信は相当なものだし」


「そうなのか？」


　真那は足下の小石を蹴けっ飛ばして、


「スズはね、向こうの国では『夏川家の宝石』って呼ばれてたの」


「自慢の娘ってことか？」


「半分はそう。でも、残り半分は皮肉」


「ヒニク？」


「宝石、つまりは『アクセサリー』。向こうの社交界で『こんな美しい娘がいますよ』ってパパが自慢するための道具ってこと。スズを母親から引き離して向こうに連れて行ったのって、そのためだもん」


「お前らって、やっぱり母親違うのか？」


「そ。スズから聞いてないの？」


「あいつは何も言わないし、俺も聞かなかった」


　もっとも、髪や瞳ひとみの色で一目瞭然りょうぜんだったけど。


「スズは父親の期待通りに振る舞ったわ。あの子の評判は、そのまま母親の評判になるもの。聡明で淑しとやかで、そして父親を尊敬する従順な娘っていう役柄を完璧かんぺきに演じてた。異国の地で見知らぬ大人たちを前に『いい子』を演じることが、スズの存在意義だったのよ」


　いい子を演じる真涼。


　〝彼女〟を演じる真涼。


　昔から変わらない、変われない、夏川真涼の生き方。


「アタシはさ、最初っから『そんなんムリ！』ってわかってたから、パパにも期待されてなかった。でもスズにはできちゃうのよね。だから期待に応こたえようとした。そうやって演技を続けて、ウソをつき続けて──そんで、おかしくなっちゃった」


　真那はビルみたいにそびえる入道雲を見上げて、


「ホラよく言うじゃん？　他人をだますにはまず自分からって。いい子でいよう、いい子でいなきゃ、いい子だ、自分はいい子だ──ってウソをついてるうちに、自分が本当はどんな人間か、わからなくなっちゃったのよ」


　今の真涼もそうなのだろうか。


　恋愛を演じているうちに、恋愛がわからなくなった？


「あのコ、言ってることかなりメチャクチャじゃん？　すごくキツイこと言ったかと思えば、ふいに優しかったり。そうかと思えば、また冷たくなったり。──ね、アンタもだいぶ振り回されたでしょ？」


「そうだな」


　心当たりがありすぎる。


　真涼にコクられてからというもの、俺はアイツに振り回されっぱなしだ。


　何度呪ったかわからない。


　修羅場しゅらばすぎると、何度叫さけんだかわからない。


　──だけど、


「だけど、悪くない」


　俺は力をこめて言う。


「悪くない──日々だった」


　真那は「そっか」と小さくつぶやいた。


　ぴょん、と跳ねるようにベンチから立ち上がると、ツインテールを翻ひるがえして振り向く。


「アタシのお姉ちゃんを、好きになってくれて、ありがとう」





[image: ]
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　そろそろ夕方なので、宿やどに戻ることにした。


　真那はもう少しこの公園で休んでいくらしい。


「じゃあな」


　とベンチから立ち上がったところで、唐突とうとつに気がついた。


「そうか。ようやくわかったぞ」


「なにが？」


「お前──ここに自転車の練習に来たんだろ？」


「んなッ……」


　真那は池のコイみたいに口をぱくぱくさせた。図星らしい。


「ア、ア、アタシは乗れるっつってンでしょ!?　さっさと帰れキモオタ！」


「へいへい、キモくてすいませんねえ」


　俺は投げやりに手を振りつつ歩き出す。


　と、またもや唐突に思い出し、


「なあ」


「だから乗れるってばてばぁ！」


　と、悔くやしそうに金切り声をあげる中学生に尋ねる。


「もし、真涼と一緒にいられる人間がいるとしたら、どんなヤツなんだろう？」


　真那は「ハ？」と首を傾げ、それからちょっとだけ考えた後、


「『ウソつき』と一緒にいられるヤツっていったら、決まってるじゃん」


「どんなヤツだ？」


　息をひそめて、真那はささやく。





　──共犯者、よ。





♯11　ミスコンで修羅場








　第二ビーチまで駆け足で戻った。


　途中、道に迷ってだいぶ時間をロスしてしまった。走りながら携帯の時刻を見れば、午後十六時三十二分。すでにコンテストが始まって二分経たっている。始まる前に真涼ますずと話したかったのに。


「げっ……」


　ようやく砂浜についた俺おれの前に広がっていたのは、昨日とは比べ物にならないほどの人ごみだった。みんなコンテストの見物客らしい。海の家そばにあるステージがとても遠くに見える。


　冗談じゃないぞ……。


　これじゃあステージに近づくのもひと苦労じゃないか。


　なんとか人ごみをかきわけようとあがいていると、近くに設置されていたスピーカーから大音量で音楽が流れ始めた。


　周囲から拍手が巻き起こる。


　右前方にある大型ビジョンにステージの映像が映し出される。


　Ｔシャツ姿の冴子さえこさんがマイクを握っていた。目が糸のように細いところを見ると「へろへろモード」のようだ。





『さあーみなさんおまちかねぇ～。〝キミのデレを夏にこめて[image: ]ミス・俺デレコンテスト〟はっじまっるよ～』





　ビジョンの中で手を振る冴子さんに、拍手と歓声がひときわ大きくなる。


　田舎いなかの海水浴場のイベントだし、そんな大した人出じゃないだろうと思っていたら──まさかこんなに観客がいるなんて。


　あいつら、本当に大丈夫なのか？





『えーと、前口上とかはわりとめんどっちいので～、さっそく出場者を紹介していきたいと思いま～す』





　へろへろモードにふさわしいテキトーさで、冴子さんは進行していく。





『まずはエントリーナンバー１、春咲千和はるさきちわさん～。高校一年生～』





　って、いきなり千和かよ！


　水着姿の千和が舞台袖そでから歩いてくるのが、ビジョンに映し出された。


　すると周囲の観客から「おおっ」と歓声が起きた。「ちっちゃ～い」「かわいーっ」「チワワみたい」と、主に女性からの声援が多い気がする。


　──おい、どうする千和。可愛かわいいってよ！


　なんか自分のことのように嬉うれしくて、そして恥ずかしい。


　で、その千和だが──やはりかなり緊張しているようだった。いつぞやの告白練習の時ほどではないものの、表情はこわばり、動きもカクカクしている。





『それでは千和ちゃん、観客のみなさんに自己紹介をお願いしま～す』


『ひ、ひゃいっ』





　裏返った声で返事すると、千和は真まっ赤かな顔で正面を向き、





『は、春咲千和ですっ。あ、うー、高校一年生！　昔は剣道とかやってました！　しゅ、趣味はハラミとコプチャン。最近は少女マンガとかもよく読む……カナっ？』





　おそらく好物と趣味を順番にしゃべりたかったんだと思うのだが、好きなホルモン部位と少女マンガが混ざって紹介されてしまった。





『続きまして～、デレアピールをお願いします』





　きた。


　いよいよこのコンテストの本題、メインテーマである。





『まず千和ちゃん、この会場に、あなたがデレている人は来てますか？』


『あ、はい。多分』


『その男の子はどんなヒトなのかな～？』





　くそっ、冴子さんがニヤニヤしてる。めっちゃニヤけている。


　何がそんなに楽しいんだチクショウ。





『あー、うーん……そですねえ、なんていうか、クソ真面目まじめ？』


『へえ、ただの真面目とは違うんだね？』


『融通がきかないっていうか、心配性っていうか、不器用っていうか、んー、例えばレトルトカレーのあっさり風味とまろやか風味のどっちを買うかっていうことくらいで、いちいち考え込んじゃうの。スーパーの試食コーナーで！』


『あはは、それはクソ真面目だねー』





　観客からどっ、と笑いが起きる。


「あの時はそんなに悩んでねーだろ!?　おっおッ俺が買おうとしたところでお前が先にカゴに入れやがったんじゃねーか！　訂正しろおおおおお！」


　と叫さけんでみたところで、ステージまでは届かない。





『でもねっ？　そういうクソ真面目なところが、なんかほっとけないんだ。子供の時からずっと一緒だし、お互いになんでも知ってるし』


『へえ、幼なじみなんだね？』


『そう！　弟みたいにカワイイの！』





　またもやドッと笑いが起きる。


　くそっ！　ど、どう見てもあいつの方が「妹」ってカンジなのに！　この連中だって、俺とあいつを見たら絶対にそう言うはずなのにっ！ 





『あとね、すっごくあだ名がたくさんあるの！　「女子便所オーバードライブ」でしょ？　「ピッカリハゲ魔王」でしょ？　それから「エロトニックラブ開眼」！』





　あああ。


　ああ。


　もう、もう、ああああ。


　俺はもう、あいつと一緒に船瀬浜ふなせはまには来られない……。


　名前バレしたわけじゃないから、まだいいけどさ。





『でもね、そんなえーくんだけど』





　言っちゃった！　えーくんって言っちゃった！


　……あだ名だから、まぁセーフ？





『あ、えーくんっていうのは、季堂鋭太きどうえいたのことで』





「なんでいちいち俺の逃げ場をなくすんだお前は!?」


　思わず叫んでしまった俺を、周囲の観客がじろじろと見た。いかん、これでは俺が「季堂鋭太」と白状してるようなもんだ。





『そんなえーくんだけど、本当はすっごくすっごく優しいの。あたしはいつもえーくんに優しさをもらってばかりで、なんにもしてあげられなくって。それどころか、いつも迷惑かけちゃう。やきもちばっかり妬やいちゃう。本当に──だめな女の子だと思います』





　千和の声のトーンが落ちていった。


　つられて、うるさかった観客の声も静まっていく。





『えーくんがあたしにしてくれたことは、本当に本当に大きすぎて、もうどうすればいいか、どんな風にしたらいいのかわからないです。……なんて言えばいいんだろう？　デレアピールっていっても、本当に、なんていうか、『ありがとう』しか……』





　千和は一度だけ空を仰あおいで、それからまた前を向き、





『こんなあたしだけど、もっと部活で女子力じょしりょくを磨みがいて、もっともっとヒトの心がわかるようになって──ステキな幼なじみに釣り合うような女の子になれたらなって、思いますっ！　いつもいつも本当にありがとうっ！　えーくんっ！　愛してるっ！』





　千和はぺこっ、と頭を下げた。


　そして真っ赤な顔のまま、舞台袖へダッシュで消える。


　観客からは、今日一番大きな、本当に大きな拍手が鳴る。


「ちぇっ……」


　千和のヤツ、最後はなんかちょっとイイこと言って〆やがって。


　これじゃ、怒るに怒れないじゃないか……。
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　ビジョンに再び冴子さんが映し出された。


　夕方五時になって少し風が肌寒くなってきたけど、ますます観客は増えている。ミスコンってよく知らないけど、こんなに人が集まるものなんだろうか。冴子さんの会社、実はすごいんじゃないか？





『それでは次の方ぁ～。エントリーナンバー２、秋篠姫香あきしのひめかさんどうぞー』





　って、次はヒメかよ。身内が連続しているなあ。





『秋篠さ～ん？　秋篠姫香さ～ん？』





　様子がおかしい。


　冴子さんが何度呼んでも、ヒメが出てこないのだ。


　もしやとは思うが──緊張して出てこられないとか？


　いや、十分ありえる。


　これだけ予想外に観客が集まれば、俺が同じ立場でも圧倒されると思う。ヒメはもともとこういうの得意じゃないし、土壇場で腰がひけてしまっても不思議じゃない。


　今ごろ、舞台袖でひとり震ふるえてるのかも。


　そう考えると、ちょっと可哀想かわいそうだ……。


「エイタ、ギュッとして？」


「そう、俺がついてギュッとしてやれれば……って何ぃっ!?」


　振り向けば水着姿のヒメがいた。


　俺の腕にぎゅっとつかまって、ぶるぶる震えている。


「ど、どうしたヒメ!?　なんでここに？」


「……ギュッとして……」


　ヒメの顔は真っ青だった。


　どうやら本当に怖くて逃げてきたらしい。


　俺は周囲の男どもの「なんだこいつモテやがって」的な視線を気にしつつ、ヒメの肩をぎゅっと抱き寄せた。


「ヒメ、緊張してるのか？」


「わたしには無理。チワワみたいにはできない」


　ヒメの華奢きゃしゃな肩が可哀想なくらい震えていた。俺の体にまで震えが取り憑つきそうになる。


「そんなことないって。できるよ」


　俺は自分の携帯を取り出し、例の「自演乙」ストラップを見せて、


「お前だって、乙女おとめの会の一員じゃないか。なっ？」


「……」


　ヒメの体の震えは止まない。そりゃそうだ。俺なんかがちょっと何か言ったくらいでどうにかなるなら、ヒメだって逃げたりしない。


　俺はちらりと思う。


　──逃げてしまって、いいかな？ 


　別にミスコンなんか棄権きけんしたところで、何か不利益があるわけでもなし。優勝したらヨメだとか、そんなことは冴子さんが勝手に言ってるだけで俺にそんなつもりはない。


「なあヒメ、そんなに怖いなら……」


　と言いかけた時だった。





『ちょっとヒメちゃん！　出てきなさいよーーーっ！』





　と、いきなりのシャウトに振り向けば、大型ビジョンには「鬼の風紀委員」の姿が映し出されていた。可憐かれんなビキニ姿に似合わない、鋭く厳しい表情。しかも何故なぜかカメラ目線である。





『あなたは、ウチの部で一番がんばってるんだから。それなのに最後の最後で逃げたら、がんばったのが全部ムダになっちゃう。そんなのマスターとして看過かんかできないわ！』





　ううっ、さすがあーちゃん。弟子思いだなあ。


　あいつがここまで体を張ってるとなれば、こっちも簡単にあきらめるわけにはいかない。


「エイタ、わたし、どうしたらこわくなくなる？」


　ヒメも感じるものがあったのか、俺にすがりついてくる。


「そうだな……」


　怖いの逆ってなんだろう？


　怖くない？　いや違うな。楽しい？　安心？　好き？


　うん。「好き」だな。


「ようしヒメ、『怖い』は『好き』で塗りつぶすぞ。お前が一番好きなものはなんだ？」


「エイタ」


「わお」


　即答だった。ていうかまたもやコクられている。


「よ、よしわかった！　じゃあ、俺に十回好きって言おうか！」


「？　意味がわからない」


　と、ヒメは首を傾かしげる。何故そこで素に戻るんですか。


　俺は頰ほおが熱くなるのを感じながら、


「だ、だから……黒魔法の呪文じゅもん詠唱えいしょうみたいなもんだよ！　大好きな存在の言霊に宿やどるエレメントを呼び出すことによってバイタルなエネルギーをチャージしてシャッとズガーンと来てポポポポーンだ！」


　最後の方は自分でも何を言ってるのかわからなかったが、


「理解」


　と、ヒメは頷うなずいた。さすが前世もとカノ。魂で通じ合っている。


「詠唱、はじめていい？」


「おう、いつでもいいぞ」


　するとヒメは俺の背中に手を回してきた。


　──ギュッ。


「おお……ッ」


　俺の胸と、ヒメの胸のあいだで、その、えっと、


　……つぶれてる。


　ふにゅふにゅしてる。


　やばい。


　うん。


　うううん。


　なんか。


　なんていうか、さ。


　水着姿を見た時から気づいてたんだけどさ。


　なんとなく言うのがはばかられたんだけどさ。


　ヒメみたいな子をそういう目で見ちゃいけないってさ、なんかさ。


　でも、でも、でも、やっぱり、いうね？ 


　ヒメって、けっこう、おっきい、





「だい、すき」





　不意打ちだった。


　すごい破壊力だ。


　ややかすれた甘い声と、白い肌のぬくもりと、ふにゅふにゅの合わせ技。


「エイタ、大好き」


　今度ははっきりとした声。


「わたし、エイタと出会って変わった。大好き」


　触れた肌から、ヒメの温度が伝わる。


「クラスメイトに挨拶あいさつできるようになった。大好き」


　全身がカッと熱くなってきた。


「友達が三人もできた。大好き」


　ヒメが身じろぎするたびに、頭がじんじんする。


「海なんて一生来られないと思ってた。大好き」


　そんな大したもんじゃないよ。


「エイタの一番になりたい。でも捨てられるくらいなら二番でもいい。大好き」


　一番とか二番とかないって。ヒメはヒメじゃん。


「もし三番以下になっても、たまに笑顔を見せてくれたら嬉しい。大好き」


　三番もないけど、笑顔くらいいつでも。


「もしエイタがわたしを大嫌いになっても、わたしの大好きは、ずっとエイタ」


　…………。


　これで、十回か。


　俺は一回だけやり返すことにした。


　ヒメのことを強く強くギュッとして、ささやく。


「大嫌いになんか、なるわけないだろ？」


「……うれしい」


　ヒメも俺のことを抱きしめ返す。


　まるで映画のワンシーンのようだった。


　雰囲気に酔って、なんのためにこれを始めたか忘れそうになるが……そう、ヒメをステージに送り出すんだった。


「ヒメ、もう怖くなくなったな？」


「肯定」


「よし、それじゃあ行ってこい！」


　と、そこで俺は気がついた。


　肩が触れるほど近くにたくさんいた観客が、いつの間にか距離を取っていた。ちょうど俺とヒメを中心として、半径五メートルくらいのスペースができている。


　その代わり近くにいるのは、テレビカメラを担かついだスタッフと、マイクを持った冴子さんだ。


　カメラのレンズは、俺とヒメにロックオンされている。


　大型ビジョンを振り返ると、恋人同士のように抱き合う俺とヒメが大写しにされていた。


　近くの観客は、俺たちを食い入るように見つめてる。


　遠くの観客は、ビジョンを食い入るように見つめてる。


「よっす、鋭太」


「……こんちは」


　冴子さんに軽く手を挙げる。


「もしかして、今までの、全部撮ってた？」


「うん。だって、ぱっつん子ちゃんの『デレアピール』じゃないの？　今の」


「Ｏｈ……」


　どうやらステージに向かうまでもなく、ヒメの出番は終わったようだった。


　ヒメにとっては最高の形で。


　俺にとっては最悪の形で。


　さらに最悪を極きわめたことに、俺に忍び寄る二つの影がある。





「ねええーくん、何してるの？　ねえねえ、何してるのお？」





　さっき感動の演説をしたはずの幼なじみが、こめかみにビキビキ青筋を浮かべている。





「タッくん、ねえタッくん？　ヒメちゃんのことは気にしないって言ったけど、抱き合っていいとまで言ったかしらぁ？　ねぇねぇ、言、っ、た、か、し、らぁぁぁ!?」





　さっき弟子想いのシャウトをかましたはずの婚約者が、拳こぶしをぎゅーぎゅー握ってる。





「はははは……」


　はいよー。


　はいよはいよー。


　あと一人足りないけど、とりあえず叫んでみよう。


「俺の元カノと幼なじみと婚約者が修羅場しゅらばすぎるッッ!!」





♯12　彼氏を覚悟する修羅場








「ウソも百回つき続ければ真実になる」という人がいる。





　だけど、それは「ウソ」だ。


　ウソはウソだから。真実とは違う。





　だけど。


　それでも。


　本気でウソをつく覚悟を決めた時、真実とは違う何かが見える。





　あいつとなら、きっと──。








　──結局。


　その後は砂浜に正座させられて、右は千和ちわから左は冬海ふゆうみからサンドイッチでお説教を食らった。またもやマジックで、冬海には「破廉恥はれんち」、千和には「浮気者うわきもの」と左右の腕に書かれた。百歩譲って破廉恥はいいとしても、浮気者って違うだろ。


　ヒメは存分にデレアピールができて満足したのか、すっかり観戦モードで、


「ねえマスター、あの11番のひと、すごく綺麗きれい」


「そうね、まぁまぁかしら。デレアピールもなかなかツボを押さえてるし」


　と、今は大型ビジョンを見ながらえらそうに批評している冬海だが、俺おれへの説教に夢中になって出場機会を逃し、見事失格を食らった。ヒメに逃げちゃダメだと言っておいて非常にマヌケな結果である。


　俺は正座させられたまま、隣に体育座りしている千和に尋たずねる。


「なあ、真涼ますずの出番はいつなんだ？」


「確か12番だったから、この次じゃないかな？」


　11番の参加者が大喝采だいかっさいをあびながら舞台袖そでに引っ込むと、冴子さえこさんが中央に進み出た。





『それでは次の方ー。エントリーナンバー12、夏川なつかわ真涼さん』





　真涼がステージに現れるなり、騒がしかった観客が静かになった。「外国のヒト？　何人なにじん？」「あの銀髪ホンモノ？」「すっごい綺麗……」。あちこちからため息がもれる。真涼と一緒にいれば何度となく目にする、おなじみの光景だ。


　『夏川家の宝石』だと、真那まなは言っていた。


　だけど俺は知っている。あいつの本性を。


　あいつが偉そうで傲慢で生意気な高校生に過ぎないことを知り尽くしている。


　宝石なんかじゃない。


　ただの女の子だ。





『真涼ちゃん、まずは自己紹介をお願いしまーす』





　冴子さんにうながされ、真涼はマイクを持つ。





『司会者ならびに会場の皆様に、お詫わびすることがあります』


『んんっ？　いきなりどうしたの？』


『私はこのコンテストに参加する資格はありません。正確には、昨夜失いました』





　会場に戸惑とまどいが広がり、さっきの盛り上がりとは別のざわめきに包まれていく。


　俺は舌打ちする。


　やっぱり──そう来たか、真涼。





『それってどーゆーことだい？　真涼ちゃん？』


『簡単なことですよ。彼氏にフラレたんです』





　会場のざわめきがいっそう大きくなった。


　うつろに立っている真涼を指さして、恋愛脳どもが好き勝手に言う。「美人すぎて持てあましたんだよ」「性格悪かったんじゃね？」「だから恋ってのは相性がダイジでさー」。


「……何がわかるんだよ……」


　俺は拳こぶしを握りしめた。


　お前らに真涼の何がわかる？　あいつの何がわかるんだよ。


　お前らの想像以上に、真涼は持てあます。


　お前らの想像以上に、真涼は性格悪い。


　お前らの想像以上に、俺と、真涼は──。


「ちょっとえーくんマジなの？　ねえ、本当に別れたの!?」


「エイタ、何があった？　会長の言ってることは真実？」


「別れたの？　じゃあタッくんフリー？　愛衣ちゃんまた大勝利しちゃうの!?」


　千和たちの質問攻めを、俺はすべてスルーした。


　立ち上がる。


　砂をかかとで跳ね上げてダッシュする。


　真涼を言葉でなぶる野郎どもを突き飛ばして、ステージめがけて突き進む！





「真涼ぅぅぅ！　俺だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッ!!」





　駄目だ！　この距離じゃステージまでは届かない。真涼には聞こえない！


　俺は人混みをかきわけ、走り続けながら叫ぶ。


「なにをショボくれてんだよ、真涼！」


　真涼はこっちを向かない。冴子さんの質問に、ぼそぼそ答えるばかりだ。


「聞こえねーのかよ真涼！　うつむくんじゃねえ！」


　やはり気づかない。周りの悪口の方が大きい。届かない。


　強引に人を押しのける俺に、周囲の冷たい目が刺さる。背中を殴られたり足を蹴られたりする。ごめん。俺が悪い。でも許してくれ、俺は、俺はあいつの隣に行きたいんだ！


「お前は『自演乙』の会長──自らを演出する乙女おとめだろうが！」


　携帯を取り出して、「乙」のストラップを振り回しながら叫ぶ。





「だったら最後まで、夏川真涼を演じきって見せろよおおおおおおお!!」





　真涼が俺に気がつくのと、俺がステージに駆け上ったのは、ほぼ同時だった。


　会場はしんと静まり、冴子さんはあんぐりと口を開けている。


「……な、何をしに来たのよ」


　きつく表情をこわばらせ、真涼が後ずさる。


　俺は肩で息をしながらニヤリと笑い、


「決まってるじゃねーか。お前の彼氏を演やりにきた」


「だからそれはもういいって、昨夜言ったじゃない！」


「お前が良くても、俺は良くないんだよ」


　俺は冴子さんからマイクを奪い、会場じゅうに声を響かせた。





『もう一度やり直そうぜ、真涼！』





「……何を言ってるか、わかっているの？」


「別れたくない。やり直したいんだ、お前と！」


「何を言ってるかわかってるの？」


　真涼は同じ問いを繰り返した。


「何度やり直しても同じことよ。ただひたすらいびつに、ちぐはぐになるだけ。サルがいくらヒトのマネをしても、ヒトから見れば哀あわれなだけと同じようにね。偽物にせものはどこまでいっても偽物。本物にはなれないわ」


「いいじゃねえか、サルはサル同士、偽物フェイクは偽物フェイク同士、上手く行くかもしれない」


「無理よ。だってあなたの周りには──まぶしい『本物』がたくさんいるじゃない」


　そう口にした時、真涼の表情が本当に、見たこともないくらい苦しそうにゆがんだ。


　──ああ、そっか。


　そうだったのか。真涼。


　お前、ずっとうらやましかったのか。


　千和やヒメや冬海が、うらやましくてたまらなかったんだな。


　でもさ……、それは俺も同じなんだよ。


　同じなんだ。


「ああ。どいつもこいつも、俺にはもったいない。本物だらけだ」


「だったらなぜ、偽物フェイクにこだわるの？」


「そんなもん、決まってるじゃねーか」


　俺はマイクを口に近づけ、会場じゅうに向かって宣言した。





『夏川真涼のことが、大好きだからだあああああっっっ!!』





　ハウリングを起こしてしまい、観客が何人か耳を塞ふさいだけれど……ちゃんと届いたと思う。


　真涼には、届いたはずだ。


「初めて会った時から気になってたんだ。あれだけ美人ならきっと性格は最悪だぜって思ってたら、本当に最悪だった！　信じられないくらいの毒舌！　彼氏を彼氏とも思わない傲慢ごうまん！　自分だけは手を汚さないずる賢さ！　どれをとってもひどすぎる！　マジで顔だけの女っているんだなって思ったぜ！　笑えるくらいのド最悪が目の前にあるってなぁ！　バーカ！」


　ははは、やっぱり本音をぶちまけると悪口になっちまうなあ！


　観客はもう完全にサイレント、これだけ人がいるのに波の音しか聞こえない。


　冴子さんとか、「これドーなんの？」みたいな顔してるし。


　真涼もぽかんと口開けてるし。


　でも、俺にとってはむしろここからが本番。


「だから好きだ！　愛してる！」


「い、意味がわからないわ」


「わかれよ！　お前みたいな最悪な女にはなあ──俺みたいな最悪の男しかいないだろうがっ！」


　真涼が息を呑のんだ。


「俺がどれだけ最悪か、どれだけ恥ずかしい男かは、お前が一番よく知ってるじゃねえか」


　あのノートを握ってるのは、夏川真涼ただ一人。


　俺の醜みにくさ、弱さをすべて知ってるのは、この世に夏川真涼一人だけだ。


「だから俺には──お前しかいない」


　俺が言いたいことはこれで全部だった。


　精一杯、演じた。


　精一杯、ウソをついた。


　後は「共演者」、いや「共犯者」がどう出るかだけど、





「──冗談ではないわ」





　と、真涼が笑った。


「私はね、鋭太えいた。ずっとあなたのことが嫌いだったのよ」


「……え？」


　そ、そうなの？


「嫌いだったわ。あなたなんか。最初に会った時、私からすぐに視線をそらしたの覚えてる？　おかげで第一印象は最悪。何よこの男失礼だわって。他ほかの男はみんな私と目があったら金縛りみたいになるのに。あなたったら『ケッ』みたいな顔して。プライドが傷ついたわ。私の取り柄えは顔だけなのに。どうして見とれないのよ。どうして顔を赤くしないのよ。どうして見つめてくれないのよ」


「…………いや、それは」


　そんなことあったっけ？


　覚えてないぞ……。


「私より成績が良いのも気に入らなかったわ。隣の席になっても話しかけてすらこないのも気に入らない。仕方なく私から話しかけてあげたら、気のない返事しか返さないで、すぐにあの親友とのおしゃべりに戻ってしまって。幼なじみと仲良くしてるのも気に入らない。私よりあんなちびっちゃいのがいいなんて信じられない。私の方がずっとあなたを楽しませてあげられるのに。絶対にひどい目にあわせてやるって思ってたわ。ずっとずっとあなたを憎んでた。だからアレを手に入れて、あなたを凹へこませた時は震えるくらい嬉うれしかったわ。あなたの泣きっ面つらを拝おがめて、もう、最高に嬉しかった。そして悲しかった。これで私の真実ほんとうが知られてしまったって。これであなたに嫌われてしまうって。──なのに、」


　と、真涼はいったん言葉を切り、空を仰あおいだ。


　いつのまにか夕焼けに染まった、オレンジの空だ。


「なのに、あなたは、優しかったわね」


　真涼の頰を透明なしずくが滴したたり落ちた。


「私を知る前より、私を知った後の方が、優しいなんて。ありえないのに」


　ステージにすすり泣く音が響く。


　あの真涼が泣いている……。


「なあ真涼」


　俺は意を決して、勇気を振りしぼって尋ねる。


「その涙は、本物か？　それとも偽物フェイクか？」


「わからないわ」


　その声は、確かに本物の涙のようにかすれていた。


「わからないのよ。私は自分が何者かすら、わからないもの」


「なら、俺が決めてやる──」


　俺は真涼の震える肩を引き寄せて、くちびるにくちびるを近づけ、





「お前は俺の〝彼女〟だ。俺の〝彼女〟でいろよ。真涼」





　──こうして俺は、昨日果たせなかった約束を果たすことができた。


　ステージの下から悲鳴のような歓声が巻き起こってるのが聞こえる。


　この後の「修羅場しゅらば」を想像すると、足が震えてくるけれど。


　今はもう少しだけ、偽物のキスにおぼれようと思う。
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♯13　新しい世界への修羅場








　様々なハプニングに見舞われた「ミス俺おれデレ」コンテストは、十歳の小学四年生の優勝で幕を下ろした。


　仕事で忙しいなか海に連れてきてくれたパパへの感謝を、つたなくも一生懸命に語った「デレアピール」が評価されたらしい。そんなのありかと思わなくもないが、確かに一番可愛かわいかったし、一番観客の心をつかんでいた。時代はもう「女子」より「女児じょじ」だ。女子力より女児力って言葉が流行はやればいいのに。


　我らが「自演乙じえんおつ」のメンバーはというと、かろうじて千和ちわが「努力賞」をもらっただけだった。しかも賞品は「ギャルゲー＆乙女おとめゲーソフト一年分」。ちなみに千和は本体ゲーム機を持っていない。


　俺と真涼ますずが演じたアレは、結局、箸はしにも棒にもかからなかった。


　確かに観客はものすごく盛り上がったが、審査員のコメントで「えっと、彼、エントリーナンバー２の子にもコクられてたよね（笑）」とツッコまれたとたんに俺への憎しみと変わり、なかったことにされたのだ。まぁそうだよなあ！　俺モテすぎだもんなぁ！　爆発しろ俺。


　コンテストの後は、誰だれとも口を利きいていない。


　夕食は俺が肉じゃがを作ったのだが、みんな宿やどの部屋にこもったきり出てこなかった。ドアの前に置いておいたら、食べてはくれたみたいだけど。合宿最後の夜だというのに寂さびしいことこの上ない。


　まあ、俺の自業自得だよな。


　千和もヒメも冬海ふゆうみも、もう俺の顔なんか見たくないのかもしれない。


　それにしても、真涼まで部屋にこもってるのはどういうわけだろう。怒られたり嫌われたりするのはまだいいけど、反応がないのが一番怖い。


　決死の覚悟で繰り出した俺の演技は、「ひとり芝居しばい」だったのかな……。







◆







　翌日の朝。


　目が覚めると、真涼の綺麗きれいな顔が目の前にあった。


「…………!?」


　薄い水色のパジャマ姿で俺の腹にまたがって、真上から俺を見つめている。垂たれ下がった銀髪が頰ほおに擦こすれてくすぐったかった。


「な、なにしてんスか？　真涼さん」


「私をだました男の寝顔を見ているの」


「お、おう」


「殺してあげたいな、って」


「……」


　物騒なことを言ってはいるが、真涼の表情はとても穏おだやかだった。


　昨日の沈んだ表情から一転、憑つきものが落ちたみたいだ。


「もう少し眠っていて欲しかったわね。昨夜のだまし討うちの借りを返せたのに」


「だまし討ち？」


　ああ、ステージでキスしたことか。


「だって、元々はお前がキスしろって言い出したんじゃないか」


「あんな大勢の前でしろなんて言ってないわ。打ち合わせもなしのぶっつけ本番なんて」


「しかたないだろ。時間がなかったんだよ」


　それに打ち合わせをしていたら、きっとああいう風にはできなかったと思う。あれこれ悩んで照れたり迷ったりして、不自然な告白になっただろう。


　ぶっつけ本番の勢いまかせだから、できたキス。


「念のため、確認しておくけれど」


　真涼は俺に乗っかったまま、顔を近づけてくる。


「あなたのあの告白は、全部フェイクよね？　私のことなんか好きじゃないのね？」


「……当たり前だろ」


　間近から覗のぞき込まれて、俺は視線をそらす。


「お前なんか大嫌いだ。ノートが戻るならとっくに別れてる。どれだけ顔が綺麗でもな」


「──そう」


　真涼はすっと目を細めて、さらに顔を近づける。


「顔が綺麗、は認めてくれるのね？」


　甘い吐息といきが鼻にかかる。めまいがする。


「ねえ、私ってそんなに綺麗かしら」


「……れ、恋愛脳みたいなこと言うんじゃねえよ」


　真涼はくすくす笑って、


「例えば春咲はるさきさんの綺麗ポイントが１としたら、私は何ポイント？　ねえねえ」


「お、お前そういうこと聞くか!?　普通に性格悪いじゃねーかよ！」


　ところが真涼はまったく悪びれず、そうよと胸を張り、


「あなたも昨日言っていたじゃない。私は性格ド最悪。性悪しょうわる、破廉恥はれんち、恥知らず。厚かましくえげつなくふてぶてしく、他人を見下し凹へこまし蔑さげすみ貶けなし叩き馬鹿にして小馬鹿にして」


「そこまで言ったかなあ俺!?　もうちょっとソフトじゃなかった!?」


　よく自分のことをそんな悪あし様に言えるよ。感心する。


「傲慢ごうまんで不遜ふそんでワガママで、無茶でデタラメで理不尽で、哀あわれで、悲惨ひさんで、みじめで──そして、あなたのことが大好きな女の子」


「…………」


「覚えておきなさいね、鋭太。あなたの〝彼女〟はそういう女よ」


　……さ、最後のはフェイクだよな？


　真涼？


「ちなみに最後の『あなたのことが大好きな』が一番の悲惨ポイントよ」


「何故なぜだ!?　俺を好きになると悲惨なのか!?」


「それはそうでしょう。幼なじみ×２＋元カノとの修羅場しゅらばがついてくるなんて、悲惨以外の何物でもないわ」


「ぐ」


　は、反論できないッ！


　すると、真涼が俺に覆おおい被さるように倒れ込んできた。タオルケットごしに密着し、真涼の体のかたちがはっきりわかるようになる。


「えーいたっ♪」


「!?」


　今、どこから声を出しやがったこの女？


　空耳か？　まるで可愛らしい女の子のような声だったぞ……？


「うふふっ。えいた。えーいーたー。こんなすてきなひとが、わたしのかれし。ふふふ」


「……ま、」


　真涼が壊れた！　ついに壊れた！


　いや待てよ、


「こ、これも演技なんだよな？　フェイクだよな？」


　すると真涼はキリッと顔を上げ、


「当たり前でしょう？　こんな虫酸むしずが走るような『いちゃらぶ』を私が本気でやるとでも思った？　馬鹿にしないで頂戴ちょうだい」


「だ、だよな。あーびっくりした」


「まったく。鋭太はすぐにだまされるんだから」


「ハハハ、ひっかかっちゃったなあ」


「そういうところも好きよ」


「!?」


　真涼は寝転がったまま俺に抱きつき、胸板に頰ずりを始めた。


　俺の体に匂においをすり込むみたいに、何度もすりすり。そのたびにベッドがぎしぎし。


　いつぞやのバスの中と同じだ。


　あの時と違うのは、体ごと密着して全身を左右上下に揺するため、なんだかもう、もぅ、ああっ──とってもヘンな気分になる！


「ま、真涼サン？　さっきから何やってんスか？」


「呼吸」


「小学生か！」


「エラ呼吸」


「魚類か！　そうじゃなくてこの頰ずりはなんだって聞いてるんだよ！」


「ああこれ？　これは──『もにょもにょ』よ」


　頭が真っ白になった。


「…………も、もにょ？」


「ええ、もにょもにょ。とても健康に良いのよ」


　真涼は目をきらんと光らせて、


「私、小学校の時までは虚弱体質だったの。給食を食べ終わるのもクラスで一番遅くて、かけっこもビリ。秋の運動会が毎年憂鬱ゆううつで憂鬱で、その日が近づくといつもテルテル坊主を逆さづりの刑に処していたわ。そんな時私が出会ったのが、この『もにょもにょ』。毎日たった五分間、朝起きる時と夜寝る前にエクササイズを続けるだけで、みるみる体力がつき、食欲が出て、ウエストも引き締まって金運も上昇、見違えるほど元気になりました。今では友達や親戚にも勧めています」


「……金運上昇は無理があるな……」


「※個人の感想です」


「ああそりゃそうだろうよ！」


「ちなみに、もにょもにょ体験者の実に八十七パーセントが後に妊娠」


「ウソだそんなことはありえないッ！」


「※個人の感想です」


「想像妊娠じゃねーーーーーーかぁぁぁぁぁぁぁ！」


　ツッコミすぎて喉のどが枯れそうだった。


　ぜいぜい肩で息をする俺に、真涼はぴったりと寄り添う。


「ねえ、鋭太」


「……なんだよ」


「こうやって彼氏と泊まりがけで海に来て、朝のベッドでだらだらいちゃついてると……体の芯しんから腐っていく気がするわ」


「ああ、まったくだね」


　波の音を聞きながら、この無駄の極致とも言える中身からっぽなトークをかわす。


　話してもなんの利益もないし、聞いてもなんの対価もない話。


　だけど、じゃあ、嫌いかと言われると──。


　真涼は俺の左右の頰にそっと手をあてて、


「あなたと腐って土に還かえるのなら、悪くないかもね」


「……」


　どういう意味だよ、そりゃ。


　恋愛アンチを返上するってことか？


　と、その時。





「鋭太、起きてるか？」





　ドアをノックする音とともに聞こえたのは、冴子さんの声だった。


　今日は覚醒かくせいモードのようだ。


　俺は目で真涼に「いいかお前は黙ってろ」と言い聞かせた後、


「お、起きてるよ。どうしてここに？」


「会社に帰る前に様子を見に来たんだ。ちょっと話があるから、降りてきてくれないか」


「わかった。すぐに行く」


　冴子さんの気配が離れていくのを見計みはからって、


「真涼、お前は自分の部屋に戻ってろ」


「伯母おば様、なんの話かしら？」


「さあな……」


　昨日のコンテストのことなのは間違いないだろうけど。


　真涼は肩を落として、


「コンテストで優勝できなかったものね。私のこと、やはり彼女とは認めてくれないのかしら」


　正直、家族の俺にもよくわからない。


　昨日のアレを、冴子さんがどう受け取ったかなんだよな。


「まぁ、ともかく行ってくるよ」


「大丈夫？　私もついていきましょうか？」


　不安そうに見つめる真涼に、俺は言い聞かせる。


「お前の〝彼氏〟を、信用しろよ」


「──ん、わかったわ」


　気をつけてね、と真涼はささやき、俺の頰に軽くキスをした。


　……うーん。


　なんか、なんかなぁ。


　本当にフェイクなのかどうか、自分でもよくわからなくなってきた……。
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　リビングに入ると、コーヒーの香りがした。


「鋭太、キミも飲むか？」


　早く話を聞きたいのだが、とりあえず頷うなずいた。冴子さんが煎いれると美味おいしいし。


　さわやかな朝陽が差し込むリビングに、俺と冴子さんのコーヒーをすする音が響く。音量をしぼったラジオからは天気予報が流れていて、今日も全国的に快晴であることを伝えていた。


　今日で船瀬浜ふなせはまともさよならかと思うと、ちょっと名残なごり惜しい気がするな……。


　もっといろいろ遊んでおけば良かったかもしれない。帰ったらまた、夏期講習の日々だ。


「やらかしてくれたな、昨日は」


「へ、あ、うん」


　急に言われたので、間の抜けた返事になってしまった。


「まさか鋭太があんな大胆なことをするとはな。ステージでひっくり返りそうになったよ。イベント的には盛り上がって万々歳というところだが──あたしは複雑だよ。心配だ、鋭太」


「……ごめん」


「どうもキミは危なっかしくて。真面目まじめすぎて真面目の道を踏み外すっていうか……」


　髪をかきまぜるようにして冴子さんは頭をかく。


　それから苦笑いを浮かべ、


「だが、それもひとつの道か。あくまで彼女と付き合うというなら、家族としては温あたたかく見守らなきゃな」


「ありがとう」


　俺は心の底から礼を言った。


「しかし鋭太よ、キミはこれから修羅場ルートを突き進むことになるが、覚悟はあるのか？」


「ん、ん～……」


　修羅場かあ。


　俺が高校生活に望んでいた平和とはほど遠い。思えば遠くに来たもんだ。


　しかし、仮にもし真涼と別れていたとしても、平和になったとは思えない。真涼が彼女でいることよって保たもたれていた幼なじみ・元カノ・婚約者のバランスが一気に崩くずれた場合、どうなるか見当もつかなかった。いずれにせよ、俺は詰つんでいたのだ。


「ひとつ、方法がないこともない」


　俺の頭の中を見透みすかしたように、冴子さんが言う。


「修羅場を回避して、かつハーレムルートにも行かない。『第三のルート』だ」


「ゆ、夢みたいな道だな！　そんなのがあるなら教えてくれよ！」


　目の前がパッと明るくなった。さすが俺の冴子さん！　頼りになる！


「ただし、ものすごく辛つらいぞ。いばらの道だ。覚悟はあるのか？」


「やってやるさ！　修羅場を回避できるならなんでもやる！」


　すると冴子さんはピンと親指を立て、手首を返して逆さまにした。


「逆攻略」


「……え？　ギャグ攻略？」


「ぎゃくだ、『逆』。女の子を惚ほれさせるのが『攻略』なら、その逆をやればいい。つまり……」


　俺の両肩をつかみ、冴子さんは迫真の表情で叫ぶ。





「彼女以外の女から、嫌われてしまえッ！」
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　会社に戻る冴子さんの車を見送ると、午前八時を過ぎていた。


　すっかり日も高くなったというのに、まだ誰も降りて来ない。やっぱり昨日のことが尾をひいているのだろう。


　俺はリビングで「逆攻略」のプランを練ねり、覚悟を決め、午前九時から行動を開始した。


　階段を上がり、まずはヒメの部屋をノックする。


「ヒメ、俺だ。入れてくれないか？」


　返事はない。


　もう一度ノックして、


「俺、不完全だった前世の記憶を取り戻したみたいなんだ。今すぐ『暁の聖竜姫バーニング・プリン・プリンセス』と話したい。開けてくれ」


　すると、ドアの向こうで息を呑のむ音がした。


　とてとて、と可愛い足音が近づいてドアが開く。


「エイタ、本当？」


　頰を上気させて、ドレスみたいなひらひらパジャマを着たヒメが俺を出迎えた。


「入ってもいいか？　ヒメ」


「了解っ。入って？　入って？」


　嬉うれしそうに俺の手をひいてくれるヒメに、罪の意識がうずく。うう、本当に最近ヒメが可愛くてしかたがない。


　ベッドに腰こしかけたヒメと正面から向かい合うため、俺は床に直接あぐらをかいた。


　ヒメは大きな目で俺をじっと見つめ、


「昨夜のキス、わたし、ショックだった」


「……うん」


　やっぱり、そうだよな。


「会長とエイタが現世で恋人同士なのは知っている。所詮しょせん前世の恋人であるわたしが、現世では二番以下なのも知ってる。でも、目の前でキスされるとつらかった。二番でもいいって言ったのに、わたし、理不尽。だけどショックなのはどうしようもなくて、だけど、だけど……」


　ヒメは目尻めじりに浮かんだ涙を払い、微笑ほほえむ。


「エイタが記憶を取り戻してくれたのなら、希望、持ってもいい？」


「それは……」


　本当にごめん、ヒメ。


　俺はその生まれたばかりの希望を、破壊しなきゃならない。


「ねえエイタ、どんな記憶を取り戻したの？　わたしに関係あること？　それとも『竜星七天王セブンスドラゴンズ』の居場所？」


「ああ、それはだな……」


　俺は痛む良心をこらえて、語り始める。


「実は俺……『暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター』じゃなかったんだ」


「えっ？」


「俺、前世ではただの村人だったんだ。なんの能力もオーラも持たない村人Ａ。聖竜族ドラグーンが邪竜族ワイバーンの目をくらませるため、俺に偽りの記憶を植えつけ、『暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター』のフリをさせていたらしい」


　ヒメは身を乗り出して、


「どうして？　どうしてそんなことがわかったの？」


「神の声が聞こえたんだ。昨夜じゃがいもが煮崩にくずれしないよう、面取りしていた時にな！」


　いつぞやの部活で、真涼が「生活描写を入れた方がリアリティが出ます」と言ってたのをマネしてみた。


「神が言うには、この星のどこかに真の『暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター』が転生したので、俺の役目は終わったらしい。もうお前は無関係だから自由に生きよ、って言われたよ」


「……驚愕きょうがく……」


　目を丸くするヒメに、俺は告げる。


「神からヒメに伝言をことづかってる。『そなたの真の恋人は、この星のどこかにこれから転生するだろう。探し出して絆きずなを結び直し、やや強めの火加減で全体がしんなりするまで炒いためてから、邪竜族ワイバーンと雌雄しゆうを決すべし！』」


　ヒメは驚きの表情のまま、固まってしまった。


　今まで俺のことを「前世の恋人」と信じていたヒメにとって、これは衝撃の事実だろう。ヒメが俺を慕したってくれるのは「前世の妄想」を共有する唯一の相手だからで、そこを崩せば、俺なんかを慕う理由はなくなるはずだ。


　いもしない「暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター」を探すことになるヒメを思うと罪の意識はあるが──お互いにとってこの方がいい。妄想は、どのみちいつか覚めるのだから。


「なんかごめんな。ただの村人な俺を『前世の恋人』って思い込ませてたみたいで。でもこれで本当の恋人を探しに行けるよな！」


　ヒメは肩を小刻みに震ふるわせて、


「……て……き」


「ん？　どうしたヒメ？」





「──その設定、すっごくステキだと思う！」





　……ハイ？


「ちょっと待て、今お前設定って言わなかったか？」


「その悲しくも美しき伝説レジェンド、素敵……」


「何事もなかったように言い直すなー！」


　ヒメはベッドから降りて俺の手を握り、


「エイタ、すごい！　すごいすごい！　村人Ａなんてすごい！」


「え？　……え？　なにがなにが？　村人だぞ？　一般ピーポーだぞ？」


　ヒメは興奮して首を振り、


「むしろそっちのほうがいい。自分を王子だと思い込んでいた悲劇のピエロ、かっこいい！」


「ど、どのへんが？」


　つーかピエロっすか。まぁピエロだけど。


　ヒメは鼻の穴をぷくっとふくらませ、


「だって、それならわたし、ギュッとできる！」


「ギュッとしてもらう、じゃなくてか？」


「今まではわたし、ギュッとしてもらうだけだった。『暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター』の方が強いから。わたしは守られるだけだった。だけど村人Ａならわたしが守ることができる。ギュッとできる。エイタを！」


　守られるだけだった存在から、守ることができる存在へ。


　愛をもらうだけだった立場から、愛を与える立場へ。


　ナルホドー。わりといい話だー。王道だー。


「って、ちょっと待てえ！　お前が好きなのは『暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター』だろう？　ヤツが前世の彼氏じゃないか！」


「肯定。確かにわたしの心は迷っている。前世の絆か、それとも現世で結んだ絆か、嗚呼ああ」


　天に向かって語りかけつつ、ヒメはとても嬉しそうだ。


　酔よってる。


　妄想に酔ってる。完全に。


　……もしかして昨日のキスのショック、吹き飛んじゃってますか？


「なんてこったい！」


　まだはしゃいでいるヒメの声を聞きながら、俺はぐんにゃりと床に倒れる。





　まずは一人目、大失敗！
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　さっそく『暁の聖竜騎士バーニング・ファイティング・ファイター』を探しに出かけたヒメを見送った後、気を取り直した。


　次は「婚約者」冬海愛衣である。


「冬海、俺だ。開けてくれ」


　しばらく間があった後、


「……会いたくないしっ」


　ぼそっとした声がドアの向こうから返ってきた。


「そうか。でも俺は会いたい」


「……」


「開けてくれ、あーちゃん。頼む」


　部屋の中でため息が聞こえた。


　ゆっくりとドアノブが回り、少しだけ開いたすき間から冬海が顔を覗かせる。ワンピースみたいなピンクのパジャマがよく似合っていた。


「なによ。人のことあだ名で気安く呼ばないで」


「ごめん」


　いつもはつらつとしている冬海とは思えないくらい、沈んだ顔をしている。まぶたも腫はれているし……もしかして、今も泣いていたんだろうか。


　俺はくじけそうになる気力を奮い起こして、


「中に入っていいか？」


「…………別に」


　イエスと判断して俺は中に入った。カーテンが閉め切られていて薄暗い。冷房が効きまくっていて、少し肌寒いくらいだ。


「あーちゃん。婚姻こんいん届け、出してくれないか」


「どうしたのよ、急に」


「見せて欲しいんだ。頼む」


　あーちゃんはしばらくぼうっと立っていたが、やがてのろのろと動き、机に置いてあった巾着きんちゃくを手に取った。


「これをどうするの？」


　折りたたまれた「こんいんとどけ」を取り出して、あーちゃんは首を傾かしげる。


　俺は無言で受け取ると、しわくちゃの紙きれを開いた。ひらがなで書かれた俺とあーちゃんの名前が仲良く並んでいる。


　今から、俺はこの紙を引き裂くつもりだ。


　あーちゃんは心の底から俺を軽蔑けいべつするだろう。ずっと大切に持っていた思い出の品をそんな風にされれば、きっと百年の恋も覚さめる。


　……百年の恋。


　あーちゃんの場合は、十年か。


　十年間、俺との約束を覚えて、ずっとこれを持っていてくれた。


　俺は忘れてしまったのに、あーちゃんは想おもい続けていてくれた。


　──その十年を、今日ここで終わりにする。


　俺は左右の手で両端をつまみ、目の高さまで持ち上げた。


　さあ、引き裂くぞ。


　今から引き裂く。


　指先に力をこめて、一気に真っ二つにすぱっとズバッと、引き裂く！


「……っ……」


　で、できない！


　力が入らない。


　なんでだ、やれよ季堂きどう鋭太！　部活を修羅場にしたいのか？　そしたら全員不幸になるぞ。俺だって刺されるかもしれない。ここで嫌われてしまえばそんなことにはならないんだよッ！


「……く、くそっ……」


　俺は紙きれを握りしめ、床に膝をついた。


　できない。どうしても……。


　ふと、ベッドの枕元まくらもとに置いてあるクマのぬいぐるみが目に入った。この宿の備品だろうか？　それにしてはあちこち糸がほつれて、毛並みも薄汚れている。


「ムラタよ」


　ベッドに腰かけているあーちゃんが、うつむきながらぼそぼそと言った。


「クマのムラタ。幼稚園ほしぐみの時から抱いてるぬいぐるみよ。自分の家じゃないところで寝るのは不安だったから、持ってきたの」


「噓彼氏ダミーの元ネタ、ぬいぐるみも混じってたのか」


　村田むらた・ミッシェル・大五郎だいごろう。ぬいぐるみと親父さんの合体ネームだったとは。


「どうして覚えてないのよ」


「えっ？」


　あーちゃんは目を真っ赤にして、


「ちゃんとほしぐみの時に紹介したじゃない。私の親友だって。しょうかいしたじゃない。このこをよろしくおねがいしますって。どうして？　どうしておぼえてないのよ、タッくんばかぁ……っ」


　ぐすぐす鼻をすすって、子供みたいに泣き出した。


「ごめん、本当にごめんな。あーちゃん」


　俺は右の親指を強く嚙かんで、自分への苛立いらだちをこらえた。嚙んでも嚙んでも、まだ嚙み足りない。あーちゃんが泣き止むまで、自分を許せそうになかった。


　五分ほどして、泣き声がようやく収まった。


　俺はハンカチであーちゃんの顔をぬぐってから、「こんいんとどけ」を返した。


　あーちゃんは鼻をすすりながら、


「もういいの？」


「ああ。ありがとなあーちゃん」


　駄目だ。これを破ることは俺にはできない。あーちゃんに嫌われる方法は別のを考えよう。


「俺、もう行くよ」


「……」


「朝ごはん作っておくから、後で食べに来てくれよ」


　立ち上がってドアに歩きだそうとした時だった。


　あーちゃんが「ああっ!?」といきなり大きな声を上げて、


「は……」


「は？」


「ハンコ！」


　びらっ、と紙を開いて俺に見せつける。


　きどうえいた、とミミズのような字で書かれた名前のすぐ下に、赤い拇印ぼいんがしっかりと押されていた。


「なんだこれ？　さっき見た時はこんなのなかったぞ」


　ハッと気づいて、俺は自分の手を見た。


　さっき嚙んでいた親指から、うっすらと血がにじんでいる。


　赤い血。


　赤い血が指についている。


　赤い血がついた指であの紙を触った。


　触れば血がつく。


　まさか。まさか。


　まさかまさかまさかまさかまさかぁぁぁ！





「やぁぁぁぁんもぉぉぉぉぉ最っ高っっっっ♪　愛衣ちゃん大勝利ぃぃぃぃぃぃぃ♪」





　さっきまでの陰鬱いんうつな表情を吹き飛ばして、あーちゃんは拳を突き上げ勝ちどきをあげる。


「はぁん♪　はぁんはぁんはぁん♪　う、うう、海でぷ、プロポーズされちゃった！　愛衣ちゃんタッくんにぷろぽーずされちゃったぁ♪」


　俺はぴょんぴょん飛び跳ねるあーちゃんの足にすがりつき、


「ちょっと待て！　間違いだ！　拇印じゃない！　ただの血だ！　俺の血なんだよ！」


「えっ、つまり血判けっぱん!?」


「お前は極道か！」


　俺のツッコミもどこ吹く風、あーちゃんは「こんいんとどけ」を胸に抱きしめて浮かれまくる。


「タッくんありがとうっ！　ほんとにほんとにありがとう！　やっぱり私のコト……♪」


「違う、違うんだあーちゃん……」


「夏川なつかわ真涼なんか気にしてたのが馬鹿みたい！　たかがキス、よく考えたら法的拘束力ないし？　婚姻届けが最強だしっ♪」


　言ってることが微妙にバカなのが、よりいっそうの恐怖を煽あおる。


「お願いだあーちゃぁぁぁん話を聞いてくれぇぇぇ」


「ね、タッくん。高校卒業したら、これ市役所に二人で持っていこうね？　二人でアパートを借りて大学に通うの。二人で牛乳配達のアルバイトして、二人で同じサークルに入って、二人でお食事作って、二人で一緒に……ま、枕並べて……きゃ、キャーッ♪」


　もう駄目だった。


　いろんな意味で駄目だった。


　こうなった冬海愛衣は誰も止められない！


「それじゃあ愛衣ちゃん、おそとはしってくるね♪」


　腕をぐるぐる回しながら出て行く婚約者の背中を、俺は呆然ぼうぜんと見送った。





　やぁんもぉっ♪　二人目も大失敗！







◆







　最後は千和の番だ。


　プール授業で真涼に人工呼吸した時も機嫌を悪くしていたから、今回の件でも相当に怒っていると思う。


「少年ジャンプ、シャツの下に入れてこようかな……」


　ちらっと冴子さんの忠告を思い出すが、首を振って不安を打ち消した。


　千和は俺のことを弟のように思ってくれている。俺としては年下扱いは不本意だが、千和の愛情そのものを疑ったことは一度もない。


　だから「逆攻略」ではいけない。正攻法でいく。


　俺が千和のことをどれだけ大切に想おもっているか、ちゃんと伝える。


　たとえ〝彼女〟がいても、幼なじみに対する気持ちは変わらないことを話す。


　それが、かけがえのない「家族」に対して、俺がやるべきことなのだ。


「千和、俺だけど」


　ドアをノックしてみたが、返事がない。


「千和？　寝てるのか？」


　もう一度ノックして呼びかけると、一階のリビングから声がした。


「こっちだよ、えーくん」


「なんだ、もう降りてたのか」


　呼びかけながら、俺も階段を降りてリビングに戻る。良かった。今の声は明るい感じだった。そんなに落ち込んではいないのかもしれない。


　リビングに入ると、私服姿の千和が窓辺に立って海を見ていた。


　白いカーテンと一緒に、トレードマークのリボンが風にそよいでいる。


　くりっとした目は少し濡ぬれていて、海の彼方を眺ながめる横顔はいつもより大人びて見えた。


　なんだよ。


　今日は、なんていうか、すごく……。その。


　……可愛いな。


「な、なぁ千和。昨夜のことなんだけど」


「うん」


「俺と真涼は、まぁ、その、ああいう関係なんだ」


「知ってるよ」


　千和は海を眺めたまま、


「彼氏彼女だもんね。キスくらいするよね」


「あんな人前でするのは、やりすぎだったけどな」


「デレアピールだもん。いいんじゃない？」


　ずいぶんと物わかりがいい。


　まるでこちらの言うことを、先に言ってしまおうとしてるみたいだ。


「千和、怒ってないのか？」


「どうして怒るの？」


　千和が今日はじめて俺の顔を見た。


　いつもより少し力のない笑みを浮かべて、


「えーくんを怒っても、しょうがないじゃん」


「それはそうだけど」


「えーくんはいつだってがんばってるもん。お医者さんになるって夢のために、勉強を一生懸命やってさ。それに比べたら、あたしなんかぜんぜんだもん。怒る資格ないよ」


　なんて答えたものかわからない。


　怒るのに資格とかあるんだろうか？　千和らしくない。


「だけど、昨夜はちょっとだけ泣いちゃった」


「……」


「えーくんがなんだか遠くに行っちゃった気がして、悲しかったんだと思う。彼女と一緒に、あたしの届かない場所まで行っちゃうんじゃないかって。怖かった」


「……そんなわけねえよ……」


　そんなわけないじゃないか、千和。


　お前の体を治すまで、俺はどこにも行かない。


「あたしってさ、ほら、ちっちゃいでしょ？　実はこれでも気にしてるんだよ？　夏川みたいに背が伸びないかなって。胸とかお尻もおっきくならないかなって。いつもいつも、お風呂に入る時に念じてるの。おっきくなあれ、おっきくなあれ、えーくんに振り向いてもらえるように、おっきく……なぁ……れ……」


　千和の声が、涙でかすれた。


「もういいよ、千和」


　俺は歩み寄り、千和の肩を抱こうとした。


　その時。


　千和が急に背伸びをして、顔が近づいてきた。


　俺が思うよりも少しだけ高く伸びてきて、だから、そのまま、





　──届いてしまった。





　千和のキスは、真涼のそれとは全然違った。


　小さなくちびるは、油断すると吸い込みそうになってしまう。


　ん、ん、という細い吐息といきをもらしている。


　一生懸命背伸びをしているから、そういう吐息になるのだ。


「…………」


　くちびるが離れた後は、ひとこともしゃべれなかった。


　俺は肩で息をしながら、千和を見つめるしかできない。


「どうせ届きっこないって、ゆだん、したでしょ？」


　目にいっぱい涙を浮かべながら、千和は微笑む。


「最近、ちょっとだけ背、伸びたんだよ？　気づかなかったでしょ？」


　涙がこぼれる。


「いつもそばにいたから、気づかなかったでしょ？」


　あとからあとから、あふれていく。


「気づかなかったでしょ？　何度も言ってたのに。ねえ、今度こそ、ちゃんと聞いてね？」


　涙とともに、千和は言った。





　──えーくん、愛してる。





　その声とほとんど重なるように、ドアの開く音がした。





　──愛してる、で済めば警察はいらないのよ？





　その冷たい声の主は、銀色の髪をなびかせている。


　夏川真涼が微笑わらっている。





「とっても楽しそうね、幼なじみさん。私も仲間に入れてくれない？」





　涙をぬぐって、千和もにっこり笑う。





「空気読んでよ、彼女。九年経たってから出直してきて？」





　二人の間で立ち尽くし、俺は「第三のルート」が閉ざされたことを悟った。


　来るべき時が来たのだ。





　──俺の彼女と幼なじみが、修羅場すぎる。





あとがき





　多くの場合において、キャラクターというのは「愛」のために行動しています。「誰かのために」「何かのために」という愛を振りかざし、疲れたり頑張がんばったり死んだり生きたりします。





　いっぽう、夏川真涼なつかわますずは「愛から逃げるため」に行動しています。少なくとも本人はそう信じています。しかし一人では逃げ切れないので、季堂鋭太きどうえいたという同じ価値観を持つ男を巻き込み、愛から逃げ続けます。「愛の逃避行」ではなく、「愛からの逃避行」。この二人がどこまで逃げられるのか、愛に捕まった時どんな目に遭うのか、今後とも見届けていただければ幸いです。





　本巻はたかやＫｉ先生にゲストイラストを描いていただくことができました。デビュー作「踊る星降るレネシクル」のイラストを自分の大好きな漫画家さんに頼めたことは、私の一生の自慢です。これでまた一つ、自慢できることが増えました。感謝。





　それでは今回はこの辺で。お付き合いいただき、ありがとうございました。
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著者


裕時悠示（ゆうじ ゆうじ）


　富アアーーーッ！　東オオーーーッ！　俺の響ウワアアアアアアアアアアアア！　響！　響響！　響からルッキーニを錬成することに俺は成功したァァァーーー!!　修羅場ッ！　修羅場修羅場修羅場ッッ!!　ｇｄｇｄ妖精ｓといのりんも修羅場ッ!!　ウェイバーきゅんも修羅場すぎアッー!!　そろそろだるい。





イラスト


るろお


暑い夏が終わったと思ったら、もう冬！　寒っっ！　秋がスキップされた気分。何処かに時間泥棒とか居そうです。だって、気が付くともう〆切り前だし！





ファンレター、作品の感想をお待ちしています





＜アンケートページはこちら＞


https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=4334


[image: ]


（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）





〈あて先〉


〒１０６－００３２


東京都港区六本木２－４－５


ソフトバンク クリエイティブ（株）


ＧＡ文庫編集部 気付





「裕時悠示先生」係


「るろお先生」係





http://ga.sbcr.jp/





ＧＡ文庫


俺おれの彼女かのじょと幼なじみが修羅場しゅらばすぎる４
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